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ご 挨 拶 

 

学習支援センター センター長  

関根 勉 

 

東北大学は、平成 26 年 4 月に「高度教養教育・学生支援機構」を設置しました。この機構は、高等教

育開発推進センター、グローバルラーニングセンター、教養教育院、国際教育院、高度イノベーション博

士人材育成センターを統合したものであり、新たな教養教育及び学生支援に関する調査研究や企画開発

などを一体的に実施することによって、教育の質をさらに向上させること(高度教養教育)を目的としてい

ます。機構には 11 の業務センターが設けられましたが、その中に、東北大学の学習支援の中核を担う機

関として学習支援センターがあります。 

学習支援センターでは、スチューデント・ラーニング・アドバイザー(Student Learning Adviser、SLA)

の活動を主とした運営を行っています。これは、学内の高年次の学部生や大学院生がアドバイザーとし

ての高い意識を持ち、１、2 年生の学習支援を行うというシステムです。このシステムは、平成 22 年に

「全学教育学習支援プロジェクト SLA（スチューデント・ラーニング・アドバイザー）システム – ス

チューデントアドバイザー制度の実践 −」としてスタートしました。手探りを続けながらのシステム作

りであったことは言うまでもありませんが、“東北大学に学び合いの文化を”作ろうという精神のもと、

「ともと学ぼう、ともに育とう、ともそだち！」をキーフレーズとして、スタッフと SLA が奮闘してき

ました。SLA の皆さんが自分達の支援のあり方を定期的に話し合ったり、また合宿などを通して高い意

識を醸成するなど、アドバイザー自身の成長のもとに質の高い学習支援が行われていくという特徴的な

システムとなっています。利用者数も徐々に増加してきましたが、平成 26 年度は利用者数がのべ約 3,500

人（理系・英会話支援のみ）になるなど、まるで学習支援センターの設置をお祝いしてくれたように、ス

タッフと SLA が“てんてこ舞い”となる盛況ぶりになりました。このようなおりに、学習支援センター

としての初めての年報を制作し、皆様にご報告できることを大変うれしく思います。 

研究大学としての学びや支援とは何かをその出発点として心の中におき、高等教育における学習支援

のあり方を常に模索しながら、スタッフ一同、SLA の皆さんとともにその輪を広げていきたいと願う次

第です。 
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年報を手にとってくださったみなさんへ 

 

学習支援センター副センター長 

 中川 学 

 

スチューデント・ラーニング・アドバイザー(Student Learning Adviser、以下 SLA)は、東北大学の

全学教育（１・２年生向け）における学習支援の柱といえる存在です。これは広義のピアサポートの範疇

に入るものですが、「先輩の力」を用いた学生の学び合いを特徴としています。「答えだけを教えない」「添

削だけはしない」－学生同士の話し合いによる「気づき」と「学び合い」を何よりも大事にするという、

確固たる理念に基づいて実施されてきた学習サポートなのです。 

発足当初からスタッフたちは、SLA をシステムとして円滑に運営するためのいくつかの「仕掛け」を

作ってきました。科目ごとの部会活動や研修合宿、セメスターごとの成果報告会などがそれにあたりま

す。節目節目で、「振り返り」（リフレクション）を用いた現状と課題の把握やその解決に向けた議論など

を実施してきました。それらを通して、SLA の理念が共有され、SLA を中心とした学習支援活動が発展

してきたといえるでしょう。 

本年報は、2014 年度における学習支援センターのスタッフと SLA たち、そしてセンターを利用した

多くの学生たちが織りなした諸活動が、ビジュアルに概観できるものです。そこにはスタッフ・SLA た

ちの成功例だけでなく、試行錯誤の過程や失敗例なども率直に記されています。これは私たちセンター

スタッフにとっての年間全体を振り返るための重要な記録ですが、大学における学習支援活動に従事さ

れている方々にとっても、様々なヒントが散りばめられた資料となるのではないかと思います。 

大部にわたるものではありますが、次頁の＜読むためのヒント＞を糸口に、関心のあるところからご

覧いただければ幸いです。 
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＜読むためのヒント＞ 

 2014 年度活動 ポイント 10  

 

① 「SLA サポート室」から「学習支援センター」へ    cf) p6  

 ：2014 年度より、旧高等教育開発推進センターが高度教養教育・学生支援機構と改組されたことに伴い、業務センター

の一つとして「学習支援センター」が発足した。理念や実践は、従来のものを継承している。 

② 理系科目・英会話利用、過去最高の利用者数     cf) p10,14 

 ：理系科目は前年度比 209.6%、英会話は前年度比 207.7%の利用を得た。それぞれ、利用者数を引き上げた主力要因は

あるものの、理系科目については全体的増加傾向、英会話については SLA 側の支援体制安定化の影響を垣間見ること

ができる。 

③ ライティング支援の試行実施       cf) p17(,77) 

：理系科目、英会話の支援の恒常化・安定化に伴い、新たに文系学生への支援を視野に入れたライティング支援の開発

に着手した。ただし、大学側・教員側のニーズの高さに比して学生の自発的ニーズは低く、課外組織における支援の在

り方としては引き続き検討を要する形となった。 

④ 活動証明書発行         cf) p53 

：年度末活動報告会の場において、学習支援センター・副センタ―長名により、「活動証明書」を発行することができ

た。大学の正式な活動への貢献を形として示すことは、SLA にとってもモチベーションの向上につながるものである。

本組織がセンター化されたことの、一効用であった。 

⑤ 学内の他部局、他機関との連携拡大      cf) p10,14,21 他 

：学生相談・特別支援センター、工学研究科工学教育院、附属図書館、グローバルラーニングセンターなど、連携の形

は様々であるが、情報共有や人材交流、実践の共有といった観点において、新たな他組織との交流が多く行われた。 

⑥ 正課への情報フィードバック       cf) p10,71 

：センター長および SLA 化学部会の尽力により、全学教育の教員組織である化学委員会に向けて、センターにおける化

学の質問対応実践に基づいた利用傾向等の分析結果および化学Ａ・Ｃの授業に関する提案をフィードバックすることが

できた。これを今後どのように継続・活用していくかは、次年度以降の課題である。 

⑦ SLA 研修体制の改善        cf) p65,86 

：科目ごとに組織している「部会」の活動について、従来の各部会の志向に沿った運営から、特に理系科目３部会にお

いて方法を統一して定式化を図った。これにより、部会活動の円滑化と SLA 共通基盤の形成の一助となすことができ

た。また、昨年度に引き続き、他大学（北海道大学）との合同研修会を実施し、実施方法についての整備を行った。 

⑧ WEB ページの改修      

：国立大学改革強化推進経費を獲得し、情報発信力強化を目的として web ページを改修した（本格運用は次年度）。 

⑨ 学習イベント活動の縮小      

：通常活動（理系科目、英会話支援等）の多忙化に伴い、学習イベントの企画・実施は停滞した。ただし、イベント開

催については従来より集客力の弱さが課題でもあったため、準備・運営・広報それぞれの方法を見直す必要がある。 

⑩ 『年報』の発行       

：実践 5 年目にしてようやく活動を総括し、対外的に公表することができた。“実践”をどのように形にし、かつ有効な

形で発信していくかは常に課題であるが、引き続き、改善と発展に努めたい。 



  

4 

 

目次 

 

 

ご挨拶                        学習支援センター センター長  関根勉 

年報を手にとってくださったみなさんへ         学習支援センター 副センター長 中川学 

 

＜読むためのヒント＞ 2014 年度活動 ポイント 10  

 

 

１． 学習支援センター（CLS）概要  ------------------------------------------------------------------------------------------ 6 

・理念・使命 

・事業 

・SLA とは 

・センタースタッフ構成（2014 年度 SLA 体制を含む） 

 

２． 学習支援活動  ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 10 

（１）理系科目（主に、物理・数学・化学）  ··················································································································································· 10 

① 概要 

② 各種利用傾向 

（a.利用者数 b.科目別利用傾向 c.目的別利用傾向 d.利用回数別利用者数 e.学部別利用者数 

 f.学年別利用者数 g.新規・継続別利用者数 h.授業別利用者数） 

（２）英会話  ············································································································································································································································ 14 

① 概要 

② 各種利用傾向 

（a.利用者数 b.利用回数別利用者数 c.学部別利用者数 d.学年別利用者数 e.新規・継続別利 

用者数） 

（３）ライティング  ························································································································································································································· 17 

① 概要 

② 各種利用傾向 

（a.利用者数 b.利用回数別利用者数 c.学部別利用者数） 

（４）自主ゼミ支援  ························································································································································································································· 19 

① 概要 

② 利用状況 

（５）授業連携型学習支援  ······································································································································································································ 20 

① 前期活動分 

② 後期活動分 

③ 授業 SLA による活動報告書（アンケート） 

（６）その他活動  ································································································································································································································ 32 

① PDP 教育関係共同利用拠点提供プログラム「アカデミック・ライティングを指導する」セミナ

ーの開催 

② センター教員による基礎ゼミ授業実践 

③ 『ともそだち本 2015』作成 

④ 学習イベント「わんトピ」開催 

⑤ オープンキャンパスにおける活動 

⑥ 萩友会プレミアム懇談会（自由見学）窓口開設 

 

３． 利用学生の声  ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 34 

 

 

 



  

5 

 

４． センター内活動（研修等）  ----------------------------------------------------------------------------------------------- 52 

（１）活動説明会・報告会  ·································································································································································································· 52 

① 新規 SLA 向け活動説明会・前期活動説明会 

② 後期活動説明会 

③ 後期活動報告会 

（２）研修合宿  ··································································································································································································································· 54 

① 概要 

② 前期総括会 

③ 合宿初参加者向け研修会・研修会 

④ ワークショップ 

⑤ 合宿振り返りシート（参加者の声） 

（３）部会活動  ··································································································································································································································· 65 

① 物理部会活動 

・SLA による部会活動報告 なし 

② 数学部会活動 

・SLA による部会活動報告 執筆：小田部秀介〔理学研究科 博士課程前期 1 年〕 

③ 化学部会活動 

・SLA による部会活動報告 執筆：佐藤悠介〔理学研究科 博士課程前期 2 年〕 

④ 英語部会活動 

・SLA による部会活動報告 執筆：房内まどか〔文学研究科 博士課程前期 2 年〕 

⑤ ライティング部会活動 

・SLA による部会活動報告 執筆：近藤百世〔国際文化研究科 博士課程後期 3 年〕 

千葉陽子〔教育学研究科 博士課程前期 2 年〕 

（４）SLA 活動振り返り作業 ································································································································································································ 81 

（５）対外的活動  ···························································································································································································································· 86 

① 発表・講演等 

② 調査活動 

③ 訪問受け入れ 

④ 他大学連携合同研修 

⑤ その他 

 

５． SLA による活動振り返りレポート  ------------------------------------------------------------------------------------ 88 

① 浜橋めぐみ〔教育学研究科 博士課程前期 2 年・英語担当（2010～）〕 

② 沖坂祥平〔理学研究科 博士課程後期 1 年・数学担当（2010～）〕 

③ 金子理〔理学研究科 博士課程前期 2 年・数学担当（2011～）〕 

④ 石井亮太〔理学研究科 博士課程前期 2 年・数学担当（2011～）〕 

⑤ 小田部秀介〔理学研究科 博士課程前期 1 年・数学担当（2012～）〕 

⑥ 房内まどか〔文学研究科 博士課程前期 2 年・英語担当（2013～）〕 

 

 

資料１ 2014 年度学習支援センター活動略歴  --------------------------------------------------------------------------- 100 

資料２ 各種スライド資料  --------------------------------------------------------------------------------------------------------- 102 
※研修合宿報告資料における各種スライドの情報は、学生個人の見解によるものも含まれることをあらかじめご了承ください。  

資料３ 各種ポスター  ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 141 

 

 

編集後記 

― 本冊子掲載の写真データの無断使用を固く禁ずる ― 



  

6 

 

１． 学習支援センター（CLS）概要 

 

 学習支援センターは、2014 年度の高度教養教育・学生支援機構の発足に伴い設立された業務センター

の一つである。その前身となったのは、高等教育開発推進センターにおける「SLA サポート室」の活動

（2013 年度）であり、さらにはそれ以前の「全学教育学習支援プロジェクト―SLA（Student Learning 

Adviser）制度の実践―」（総長室付け、2010 年度～2012 年度）の活動が土台となっている。 

 

◆理念・使命 

 学習支援センターの使命には、次の 3 点を掲げている。 

 

(1) 学生の主体的・自律的な学習を、実践的に促進・支援し、研究大学で学ぶ学生としての資質を

育成する。 

(2) 初年次教育や学習支援に関する国内外の動向を調査研究し、東北大学の学習支援の質的向上に

寄与する。 

(3) 教職員・学生の間に「学び合い」文化を醸成し、学習共同体（ラーニング・コミュニティ）の形

成に寄与する。 

 

2014 年現在、学習支援センターの支援対象は学部 1・2 年生であり、1・2 年次学生にとって、“学び”

という観点で最も身近な組織であることが、本センターの役割である。また、本センターの学習支援の特

徴は、学習支援主体が「SLA（Student Learning Adviser）」と呼ばれる学生スタッフであることにある。

「学生による学習支援」の在り方を模索し、開発していくことも本センターの使命の一つである。 

 

◆事業 

 学習支援センターが行う業務は、次の 4 点である。 

 

(1) 全学教育段階のリメディアル・レベルアップ学習支援の開発・実践を行う。 

(2) 学習支援の組織開発および支援者育成システムの開発・実践を行う。 

(3) 情報還元による正課カリキュラムの改善・充実に貢献する。 

(4) 全学教育範囲における学習支援ネットワーク（部局間連携体制）を構築する。 

 

本センターでは、高大接続の円滑化と大学教育における学びの実質化に対応するため、大学初期段階

での学びのスタート・アップ支援の充実方策を提案・実施する。大学 4 年間につながる基礎創りを大学

での学びの出発点である１・２年次に行うことが重要である。その際、研究大学における支援としては

「リメディアル」的支援と同時に、「レベルアップ」的支援を開発・実施していく。 

また、研究大学において、「学生同士の学び合い」を核とした学習支援を組織することは、本センター

固有の特徴である。この組織開発の一環として教育専門スタッフ（教職員）の充実を図るため、教育（実

践）志向型大学教員の在り方を模索・提言する。また、支援主体学生として「学習意識の高い先輩学生（学

士課程後期学生、大学院生）」を育成することが本センター成功の鍵である。この教育支援人材育成シス

テムの開発・提案を行う。 
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なお、本センターでは、学習支援活動を①個別対応型学習支援、②企画発信型学習支援、③授業連携型

学習支援、④自主ゼミ支援の 4 形態で展開している。このうちの①・②における具体的な支援内容は、

主に物理、数学、化学、英会話、ライティングの 5 分野（セクションである。 

 

［個別対応型学習支援］ 

学部 1～2 年生からの個別の学習相談・質問に対応する形態の支援。SLA ラウンジに待機している

SLA が平日 2～5 限の間、主に物理・数学・化学・ライティングの質問に対応している。 

［企画発信型学習支援］ 

個別対応型のように質問を待つ形ではなく、SLA から学びの機会を提供する活動の総称である。主

に英会話支援の活動や学習イベントの開催がこれにあたる。 

［授業連携型学習支援］ 

ＴＡのような形で授業ごとに SLA を配置し、担当授業の受講生を対象として学習支援を行う。具体

的な活動内容は、連携する授業毎に異なる。 

［自主ゼミ支援］ 

自主ゼミ活動をしている・したい学生を支援する活動。具体的には、①活動場所の提供、②備品貸出、

③相談受付、④自主ゼミ交流会の実施などを行うことで、活動の円滑化・促進を図っている。 

 

 

            ＜図 1. 学習支援形態による概念図＞ ＊学習支援センターＨＰより 

 

◆SLA とは 

 SLA（エスエルエー）とは、Student Learning Adviser の略で、東北大学における学生による学生の

ための学習支援スタッフのことを指す。主に学部 3 年生～大学院生の幅広い層の先輩学生たちが、SLA

として全学教育を受ける学部）1・2 年生の学習サポートを行っている。SLA による学習支援のコンセプ

トは学生同士の“学び合い”である。「ともと学ぼう、ともに育とう、『ともそだち』 Together we learn, 

Together we grow,TOMOSODACHI!」をキーフレーズに、学習支援を行っている。 
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―“先輩の力”の考え方 

SLA を核とする本センターの学習支援は、「先輩の力」を活用したサポートであることが特徴である。

これまでの活動から、「先輩の力」には次のような可能性があるとセンターでは考えている。 

 

①わからなさや面白さへの共感 

学部 1・2 年生にとって、教員へ質問することは物理的にも感情的にも思いのほかハードルが高いよう

に感じられる。そのような大学の環境において、「先輩」という存在は、学問について誰かに聞くという

行為を身近にしてくれる良さがある。また、つい数年前までは学部 1・2 年生だった「先輩」たちは、そ

の経験から、どこでつまづきやすく、何がわからないのかの“ツボ”を最もよく知る存在である。と同時

に、わからなさだけでなく、面白いと感じる“ツボ”についても、同世代ならではのアンテナを働かせて

共感できるということもまた意義深い。利用学生から「一緒に喜んでもらえたのが嬉しかった」という声

も聞かれ、そんな素朴な「喜び」を自然と生み出せるのも「先輩」が有する潜在的な力であると考えてい

る。 

 

②ロールモデルとしての少し上の先輩たち 

大学―特にキャンパスが点在する東北大学において、1・2 年生からすると、「学び」という観点におけ

る少し上の先輩の姿は見えにくいものである。そんな中、SLA に集まる先輩学生たちは、「大学での学び」

に苦労をした人も楽しんだ人も様々ではあるが、いずれも「大学での学び」に何かしらの意義を感じそれ

を志そうとする学生たちである。そんな先輩の姿や経験値に触れることで、1・2 年生たちは自分なりの

大学での学びの過程を思い描くヒントにすることができる。 

 

③共に考える存在 

SLA（先輩）といえども、完璧に質問に答えたり、ベストな方法で教えることができるわけではない。

試行錯誤しながら、質問に来る学生たちと「共に考える」という光景も、質問対応の場ではよく見かける

光景である。この姿勢が自然と
、、、

成り立つのは、大学での学びの過程を共に歩む

学生同士だからこそであろう。利用学生から聞こえてくる「答えだけでなく考

え方を教えてくれる」「（自分自身が）成長できた感があって嬉しい」といった

声からは、「共に考える」という、教え―学び合う支援の在り方の意義を感じ

ることができる。 

 

 

◆センタースタッフ構成 

センター長 ：関根勉（高度教養教育・学生支援機構 教授、放射化学） 

副センター長 ：中川学（同 講師、日本近世史） 

センター員 ：足立佳菜（同 助手、学習支援［高等教育］・道徳教育史） 

センター員 ：鈴木学（同 助手、学習支援［高等教育］・教師教育） 

センター員 ：鈴木真衣（教育・学生支援部 教務課 全学教育実施係、事務補佐員） 

SLA  ：人数は年度による。2014 年度の体制については次ページ参照。 
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― 2014 年度 SLA 体制 ― 

 

■前期セメスター 

2014 年度前期の SLA は全 46 名体制で運営した（途中採用含む）。内訳は下に示すとおりである。 

〇継続 26 名／新規 17 名／復帰 3 名（新規・復帰のうち、4 名はセメスター途中の採用） 

〇留学生数：5 名（うち 1 名は、短期留学生） 

＜表 1. SLA 所属別人数【14 前期】＞ 

 文 教 経 理 工 農 国文 合計 

博士    8   2 10 

修士 2 1 2  8 2   13 

修士 1    6    6 

4 年  2  8 2   12 

3 年    2    2 

2 年 1  1   1  3 

合計 2 4 1 32 4 1 2 46 

 

＜表 2. SLA 担当別人数【14 前期】＞ 

 物理 数学 化学 ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 英会話 授業 合計 

博士 4 2 2 (1) 1 1 10 

修士 4 8 2 1 3 1 19 

学士 6 1 2  3 5 17 

合計 14 11 6 1(2) 7 7 46 

※ライティングと授業の兼任 1 名あり。( )は兼任を含む数。 

■後期セメスター 

2014 年度後期の SLA は、全 49 名体制で運営した（途中採用含む）。内訳は下に示すとおりである。 

〇継続 40 名／新規 9 名（新規のうち、2 名はセメスター途中の採用） 

〇留学生数：5 名 

＜表 3. SLA 所属・学年別人数【14 後期】＞ 

 文 教 経 理 工 国文 合計 

博士 1 1  8  2 12 

修士 2 2 2  8 2  14 

修士 1    6   6 

4 年  1 1 10 1  13 

3 年   1 3   4 

2 年       0 

合計 3 4 2 35 3 2 49 

 

＜表 4. SLA 担当別人数【14 後期】＞ 

 物理 数学 化学 ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 英会話 授業 合計 

博士 4 2 2 1(2) 2 1 13 

修士 4 8 2 2 1 3 20 

学士 9 1 2  1 4 17 

合計 17 11 6 3(4) 4 8 49 

※ライティングと授業の兼任 1 名あり。( )は兼任を含む数。 
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２． 学習支援活動 

（１）理系科目（主に、物理・数学・化学） 

① 概要 

 理系 3 科目の質問対応は、物理・数学は平日 2～5 コマ、化学は平日 3～5 コマに窓口を設置している。

現在のセンターの活動の中核であり、恒常的な運営が行えている活動である。今年度は過去最高の利用

者を得た（表 5）。 

 今年度の特徴は、「数学物理学演習」という特定授業（工学部生必修）の質問者が増加したことである

（詳細は後述）。このことを機に、「数学物理学演習」の総括をされている工学研究科工学教育院と連携を

図り、後期セメスターからは、輪番制の形で当該授業の TA を週に 2 日（各 1 名、約 2 時間）派遣して

いただく体制を試行した。この他、工学教育院で開かれた TA 懇談会への参加の機会を得たり、当センタ

ーで受けた質問事例の情報フィードバックを行うなど、正課授業への情報還元を進められたことが、新

たな活動であった。同様に、全学教育の教員組織である化学委員会に対し、SLA 化学部会が取り纏めた

化学に関する質問傾向を分析した情報をフィードバックした。これらの動きの成果は次年度以降に検討

したい。 

＜表 5.  2010～2014 年度の理系支援利用者のべ数変遷＞ 

 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 

前期 85 901 1,125 916 1,682 

後期 304 433 761 421 1,121 

年間合計 389 1,334 1,886 1,337 2,803 

                                             （単位：人） 
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② 各種利用傾向 

a) 利用者数 

 2014 年度の利用者のべ数は、前期 1682 人・後期 1121 人で、両セメスターとも過去最高の利用者を得

た。月別の利用者数、1 日当たり利用者数、実数についても表 6 に示す。 

 

＜表 6. 2014 年度理系支援利用者数＞ 

  

延数（人） 

a 
対前年度 対前年度比 

受付日数（日） 

ｂ 

１日当たり数

a/b 
実数（名） 

４月 158 +69 177.5% 12 13.2 99 

５月 430 +151 154.1% 20 21.5 196 

６月 496 +300 253.1% 21 23.6 240 

７月 593 +263 179.7% 22 27.0 281 

８月 5 -17 22.7% 2 2.5 5 

１０月 310 +233 402.6% 18 17.2 137 

１１月 301 +184 257.3% 18 16.7 126 

１２月 154 +100 285.2% 17 9.1 79 

１月 283 +127 181.4% 18 15.7 143 

２月 73 +56 429.4% 6 12.2 53 

合計 2,803 +1,466 209.6% 154 15.9 583※1 

※1 実数合計は、月別合計の累計数ではなく、年間の実数を表す。 

 

b) 科目別利用傾向 

科目別の利用傾向は、物理＞数学＞化学の順であり、これは例年の傾向と相違はない。 

 

＜表 7. 科目別利用件数【理’14】＞ 

物理 537 

数学 691 

化学 339 

実験 142 

数物 596 

その他 17 

       単位：件            

 

＜図 2. 科目別利用割合【理’14】＞ 

 

c) 目的別利用傾向 

 

＜表 8. 目的別利用件数【理’14】＞ 

課題 1137 

予習 492 

復習 462 

自習 103 

その他 23 

       単位：件            

 

＜図 3. 目的別利用割合【理’14】＞ 

課題

51%
予習

22%

復習

21%

自習

5%

その他

1%

物理

23%

数学

30%化学

14%

実験

6%

数物

26%

その他

1%

※未回答を除いた割合 
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d) 利用回数別利用者数 

 

＜表 9. 利用回数別人数（実数）【理’14】＞ 

利用回数 人数 

１回 213 

２回 113 

３回 52 

４回 37 

５～１０回 100 

１１～２０回 46 

２１～３０回 14 

３１回以上 8 

 

                                  ＜図 4. 利用回数別利用割合；理’14＞ 

 

 

 

e) 学部別利用者数 

 

＜表 10. 学部別利用者数【理’14】＞ 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 5. 学部別利用割合（左：実数、右：のべ数）【理’14】＞  

 

 

 

 

 

 

学部 実数（名） 延数（人） 

文 7  19 

教 1  3 

法 1  1 

経 17  36 

理 110  410 

医 8  9 

歯 20  61 

薬 38  92 

工 309  1,836 

農 71  271 

情報 1  1 

不明 ― 64 

合計 583 2,803 

文

1%

教

0% 法

0% 経

3%

理

19%

医

1%

歯

4%

薬

7%

工

53%

農

12%

情報

0%

文

1%
教

0%
法

0% 経

1%

理

15%

医

0%

歯

2%

薬

3%工

66%

農

10%

情報

0%

不明

2%

１回

37%

２回

19%

３回

9%４回

6%

５～１０回

17%

１１～２０

回

8%

２１～３０

回

3%

３１回以上

1%
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f) 学年別利用者数 

 

＜表 11. 学年別利用者数（のべ数）【理’14】＞ 

 

＜図 6. 学年別利用割合（のべ数）【理’14】＞ 

 

g) 新規・継続別利用者数 

 

＜表 12. 新規・継続利用者数（実数）【理’14】＞ 

 

 

 

 

                   ＜図 7. 新規・継続利用者割合（実数）【理’14】＞ 

 

 

h) 授業別利用者数 

工学部対象「数学物理学演習」に関する質問が昨年度比、前期 497.5%・後期 1020.5 %（延べ人数によ

る比較）の増加であったことが、全体の利用者数の伸び率を引き上げた。ただし、数物演習に限らず、そ

の他の授業でも昨年度比 200％を超えるものが多く、全体傾向としても利用が増加している（表 13）。 

 

＜表 13.  2013 年度・2014 年度上位 7 授業別利用者のべ数比較＞ 

A.前期セメスター                 B.後期セメスター 

授業名 2013 2014 前年度比  授業名 2013 2014 前年度比 

数学物理学演習Ⅰ 83 人 413 人 497.5%  数学物理学演習Ⅱ 39 人 398 人 1020.5% 

化学Ａ 92 人 239 人 259.7%  物理学 B 54 人 179 人 331.4% 

物理学Ａ 124 人 152 人 122.5%  線形代数学 B 57 人 126 人 221.0% 

解析学Ａ 54 人 122 人 225.9%  化学 C 33 人 89 人 269.6% 

線形代数学Ａ 49 人 121 人 246.9%  解析学 B 41 人 83 人 202.4% 

物理学Ｄ 24 人 99 人 412.5%  解析学概要 66 人 62 人 93.9% 

自然科学総合実験 51 人 88 人 172.5%  自然科学総合実験 31 人 59 人 190.3% 

         

利用者数合計 916 人 1,682 人 183.6%  利用者数合計 421 人 1,121 人 266.0% 

（「利用者数合計」はその他の質問を含むセメスター全体の合計数である。前年度比率の比較のために掲載した。） 

学年 人数 

1 年 2,482 

2 年 278 

3 年 33 

4 年 8 

M1 生以上 2 

合計 2,803 

新規利用者 527 

継続利用者 56 

1年

89%

2年

10%

3年

1%

4年

0% M1生以上

0%

新規

90%

継続

10%

※「新規利用者」＝2014 年度初めて

利用した学生、「継続利用者」＝前年

度以前も利用したことがある学生 
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（２）英会話  

① 概要 

英会話支援では、複数人で話すタイプの「英会話カフェ」とマンツーマンタイプの「１on１英会話」の

２種の活動を展開した。英会話についても理系窓口ほど規模が大きくないため、担当する SLA 学生の時

間割を鑑みながらセメスターごとに活動時間を決定している。2014 年度は、前期セメスター＝月・火・

木 昼・3 コマ「カフェ」、4・5 コマ「１on１」、後期セメスター＝火・水・木 昼・3 コマ「カフェ」、

4・5 コマ「１on１」という体制で運営した。 

今年度の特徴は、グローバルラーニングセンター主催の SAP（Study Abroad Program）参加学生によ

る利用が増加したことである。SAP 参加学生は学内の指定（紹介）された場所で英会話を学ぶよう指示

されており、これの指定箇所の一つとなっていたために、利用者が増加したという背景である。急増への

対応は課題であるが、指定回数を超えても利用を続けてくれる学生もおり、他機関との連携による利用

促進の好例となった。 

＜表 14.  2010～2014 年度の英会話支援利用者のべ数変遷＞ 

 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 

前期 (7) 215 100 203 238 

後期 (22) 183 61 133 460 

年間合計 (29) 398 161 336 698 

                        ※2010 年度は別形態だったため、参考値 （単位：人）  
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② 各種利用傾向 

a) 利用者数 

＜表 15. 2014 年度英会話支援利用者数＞ 

  4 月 5 月 6 月 7 月 前期計 10 月 11 月 12 月 1 月 後期計 合計 

開催回数 14 22 26 22 84 16 22 20 21 79 163 

利用者数 33 83 76 46 238 39 62 139 220 460 698 

(カフェ) (23) (40) (33) (21) (117) (16) (33) (67) (135) (251) (368) 

(1on1) (10) (43) (43) (25) (121) (23) (29) (72) (85) (209) (330) 

 

 

b) 利用回数別利用者数 

＜表 16. 利用回数別人数【英’14】＞ 

利用回数 人数 

１回 68 

２回 54 

３回 32 

４回 10 

５～１０回 19 

１１～２０回 9 

２１～３０回 2 

３１回以上 2 

 

                     ＜図 8. 利用回数別割合【英’14】＞ 

 

c) 学部別利用者数 

＜表 17. 学部別利用者数【英’14】＞ 

学部 実数(名) 延数(人) 

文 30 102 

教 10 50 

法 8 13 

経 25 104 

理 22 59 

医 8 28 

歯 1 1 

薬 3 5 

工 80 294 

農 8 34 

情報 1 6 

不明 ― 2 

合計 196 698 

            ＜図 9. 学部別利用割合（左：実数、右：のべ数）【英’14】＞  
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教

5%

法

4%経

13%
理
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医

4%

歯

0%

薬

2%

工

41%

農

4%

情報

1% 文

15%
教

7%

法

2%
経

15%

理

8%医

4%

歯

0%

薬

1%

工

42%

農

5%

情報

1%

不明

0%

１回

35%

２回

27%

３回

16%

４回

5%

５～１０回

10%

１１～２０回

5%

２１～３０回

1%

３１回以上

1%
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d) 学年別利用者数 

 

＜表 18. 学年別利用者数（のべ数）【英’14】＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 10. 学年別利用者数（のべ数）【英’14】＞ 

 

 

e) 新規・継続別利用者数 

 

＜表 19. 新規・継続利用者数（実数）【英’14】＞ 

 

 

 

 

                    ＜図 11. 新規・継続利用者割合（実数）【英’14】＞ 

 

学年 人数 

1 年 340 

2 年 245 

3 年 29 

4 年 50 

M1 12 

M2 20 

不明 2 

合計 698 

新規利用者 174 

継続利用者 22 

1年

49%

2年

35%

3年

4%

4年

7%

M1

2%

M2

3%

不明

0%

新規

89%

継続

11%

※「新規利用者」＝2014 年度初めて

利用した学生、「継続利用者」＝前年

度以前も利用したことがある学生 
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（３）ライティング  

① 概要 

昨年度の試行実施を経て、今年度から正式に個別窓口としてライティングの質問対応を始めた。ただ

し、前期セメスター中は、対応できる SLA は 2 名＋センター員 2 名の計 4 名体制の影響により、理系窓

口のように常時質問を受け付けることはできないため、〔月曜昼・3 コマ、火曜 3～5 コマ、水曜昼・3 コ

マ〕の部分的な窓口設置となった。 

また、受け身の支援（質問窓口の設置）のみでは利用がなかなか見込めないことから、セメスター途中

より、企画発信型学習支援の一環として 30 分弱のプチセミナーを並行して実施した。本セミナーは、6

月 23 日～7 月 29 日の間、毎週月曜 3 コマと火曜 5 コマの窓口時間内に併設した。 

前期セメスター中の利用者数は、のべ 22 人であった（表 20）。昨年度前期末～後期セメスター中の試

行実施時はのべ 7 人の利用だったので増加はしたが、利用者の確保（ニーズの把握・創出）は引き続き

課題である。加えて、のべ数と実数を比較しても分かるように、2 回以上利用者（リピーター）が少ない

ことも特徴である。検討を繰り返すことで文章が洗練されていくというライティングの性質からしても、

継続的な利用を生み出すことも課題である。 

なお、利用者 22 人のうち 5 人は、授業連携型学習支援の関係で利用につながった事例である。それ以

外の一般利用者であっても、質問の大半は授業レポートに関する内容であった（※昨年度の試行実施時

は、留学や転学部のための応募書類の質問が大半であった）。これらを鑑みると、ライティング支援充実

に向けては、授業との関係性を強化する必要性があると考えられる。 

後期セメスターは、前期の体制に加えセメスター途中に SLA2 名を迎え、計 6 名体制となった（ただ

し、1 名についてはセメスター終盤での採用であり、来年度に向けた準備中心の活動となった）。後期セ

メスター中の利用者数は、のべ 4 人で前期利用者数を大幅に下回った。質問窓口対応以外に後期の活動

の中心として、ライティングの学習支援教材作成を据え、2015 年度開始時に学部 1・2 年生に配布する

『ともそだち本』での掲載を目標に活動した。 

後期の特徴として、前期に比べて質問窓口の需要が減少したことが挙げられる。前期は「ライティング

全般」の質問で利用者を得ることができたが、後期においてはこの類の質問を得ることはできなかった。

高大接続を意識したライティング支援だけでなく、大学生活におけるライティング・スキルの必要性を

学部 1・2 年生に周知していく活動が今後の SLA のライティング支援の課題である。 
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② 各種利用傾向 

a) 利用者数 

＜表 20. 2014 年度ライティング支援利用者数＞ 

  

延数（人） 

a 

受付日数（日） 

ｂ 

１日当たり数

a/b 
実数（名） 

４月 3 7 0.4 3 

５月 1 8 0.1 1 

６月 10（2）※1 14 0.7 9 

７月 8（2）※1 14 0.6 6 

１０月 0 10 0.0 0 

１１月 1 11 0.1 1 

１２月 1 12 0.1 1 

１月 1 16 0.1 1 

２月 1 6 0.2 1 

合計 26 98 0.2 19※2 

 ※1 表中（）内の数字は、セミナー参加者。内数。              

※2 セメスターを通しての合計実数であり、月間の単純合計ではない。 

 

b) 利用回数別利用者数 

＜表 21. 利用回数別人数【ラ’14】＞ 

利用回数 人数 

１回 15 

２回 3 

３回 0 

４回 0 

５回 1 

 

 

                   ＜図 12. 利用回数別割合【ラ’14】＞ 

c) 学部別利用者数 

＜表 22. 学部別利用者数【ラ’14】＞ 

学部 実数(名) 延数(人) 

文 8 14 

教 0 0 

法 7 8 

経 0 0 

理 0 0 

医 1 1 

歯 0 0 

薬 1 1 

工 0 0 

農 2 2 

不明 ― 0 

合計 19 26 

＜図 13. 学部別利用割合（左：実数、右：のべ数）【ラ’14】＞ 

 

１回

79%

２回

16%

３回

0%

４回

0%
５回

5%

文

42%

教

0%

法

37%

経

0%

理

0%

医

5%

歯

0%

薬

5%

工

0%

農

11%

文

54%

教

0%

法

31%

経

0%

理

0%

医

4%
歯

0%

薬

4%

工

0%

農

7%
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（４）自主ゼミ支援  

① 概要 

前期セメスター中の登録自主ゼミは、6 ゼミ（名簿登録学生数 113 名）であった。2014 年度登録自主

ゼミの特徴として、①その半数が昨年度から継続の大規模自主ゼミであること、②放課後教室貸出への

ニーズが高いこと、③ほぼ理系学生であることが挙げられる。③に関して補足すると、理系学生だからと

いって理系科目の学習のみを自主ゼミで行っているわけではない。社会問題に関する議論や企業見学と

いったように、幅広い興味・関心に基づいて具体的に行動に移している自主ゼミも見られる。 

前期セメスター中は自主ゼミとして登録はしないまでも、SLA ラウンジにて毎週同じ時間帯に仲間同

士で学習している学生グループも複数確認することができた。例年、登録自主ゼミへの支援の在り方に

関しては、支援の度合や関係性の構築という点で課題が挙げられているが、登録如何に関わらず、学生が

自主ゼミ活動に取り組みやすい環境を整備し続けることが自主ゼミ支援の大前提であると再認識したセ

メスターであった。 

後期セメスターは、前期から継続して活動する自主ゼミが大半であった。後期の自主ゼミ支援の特徴

は、『ともそだち本』の自主ゼミページのコンテンツを「金ゼミ」と協力して作成したことにある。この

動きは自主ゼミにとっては自身の活動を学部 1・2 年生に広報する上で有用であり、学習支援センターと

しても自主ゼミの活動モデルを学生に届けられるという点で両者にとって意義ある活動であった。今現

在活動している自主ゼミへの支援はもちろんのこと、大学に入学して今後自主ゼミ活動をするであろう

学生に向けて、意味ある情報を届けていくことも今後の自主ゼミ支援の柱としていきたい。 

 

 

② 利用状況 

＜表 23. 2014 年度登録自主ゼミ＞ 

ゼミ名 母体 内容 主要学年 人数※ 継続/新規 支援時期 

青星塾 理学部生物学科 勉強会（生物） 1～2 年 14 継続 前期・後期 

金ゼミ 工学部（材料系） 勉強会（材料系） 1～3 年 18 継続 前期・後期 

FTE 主に、工・理 ロケット製作 2～3 年 58 継続 前期・後期 

電ゼミ 工学部（電子工学系） 勉強会（電子工学系） 1～3 年 7 継続 前期・後期 

Think 主に、工・教・理 議論 2 年 12 新規 前期のみ 

SCG 文学部＋経済学部 議論 4 年 4 新規 前期のみ 

※「人数」は名簿登録人数であり、実際の活動人数は異なる場合もある。 
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（５）授業連携型学習支援  

本年度の活動授業は、前期 4 授業・後期 4 授業であった。以下、各授業における SLA の活動について

概説する。今後の授業連携型学習支援の課題は、これらの連携実践のノウハウを、他の授業実践の参考に

してもらえるように分析・整理することである。 

 

① 前期活動分 

＜表 24. 2014 年度前期連携授業＞ 

 科目 授業名 
教員 

（所属） 

継続/ 

新規 

活動 

範囲 
SLA その他 

a 基礎ゼミ 西洋近代史への誘い 
関内隆 

（高） 

継続 

（3 年） 
内・外 

博士 3 年生、1 名 

（継続） 

ＴＡ1 名

あり 

b 基幹科目 

言語表現の世界／社会科学レ

ポート作成法―『知的生産』の

基礎技術 

沼崎一郎

（文） 

継続 

（2 年） 
外 

学部 2 年生、3 名 

（昨年度受講生） 
 

c 展開科目 
基礎フランス語Ⅰ／フランス語

の文法と会話（１） 

森田直子

（情） 
新規 内 修士 2 年生、1 名 

プレ実

践あり 

d 基礎ゼミ 教育と社会のデータサイエンス 
三輪哲 

（教） 
新規 内 

学部 4 年生、2 名 

（研究室所属学生） 
 

                  ※「活動範囲」における「内・外」は、受講生を対象とした授業内活動、授業外活動の有無を示す。 

ここでいう活動には“準備活動”は含まない。 

 

a) 基礎ゼミ「西洋近代史への誘い」（関内隆先生） 

 本授業との連携は今回で 3 回目であり、担当 SLA も同一学生という事例である。授業の節目において、

授業担当教員、SLA、センタースタッフの三者で情報共有・意見交換しながら活動を展開している。継続

した活動のため、授業の意図や流れなどが三者で共有されており、それらに基づいて今期の授業における

新たな活動を模索している点が特徴である。今回の授業では、SLA は主に①授業内における討論会の企

画運営、②授業外における受講生のコンサルティングなどを行い、授業内外において受講生の学びの促進

に尽力した。本授業における活動は、センタースタッフも SLA の活動を検討することを通じて授業の在

り方を共に模索する立場にあり、他実践と比較すると授業への関わり度合いが大きい。 

 

b) 基幹科目「言語表現の世界／社会科学レポート作成法―『知的生産』の基礎技術」（沼崎一郎先生） 

 昨年度に引き続き 2 回目の連携となる。同授業を昨年度受講した学部 2 年生 3 名が SLA となり、受講

生のレポート作成を課外で支援する活動を行っている。本活動の特徴は、SLA が授業には参加せず完全

課外で活動している点である。これは、活動する SLA が同授業の元受講生であること、カリキュラムが

綿密に組まれている授業であること、クラウド環境を活用した授業であることなどの要因によって成立

している。またこれらの条件により、2 年生が SLA として活動することが可能となっていることも特筆

すべき点である。完全課外で活動する上で、受講生からの質問を受ける窓口をセンター内に設置しており、

SLA への日常的指導を主にセンタースタッフが担っている点も、特徴である。 

 

c) 共通科目「基礎フランス語Ⅰ／フランス語の文法と会話（１）」（森田直子先生） 

 授業連携型の活動の中で、初の語学系授業の事例であった。SLA が留学生（モロッコ出身、仏語上級

者、日本語初心者）であることに本授業の特徴がある。SLA の具体的な活動は、①授業内でフランス文

化の話題提供を行うこと、②受講生の対話の相手となることであった。語学の授業としては、「年の近い」

「留学生」が関わることで、「生きた言語の習得」を目指す授業創りに SLA の存在が貢献したようであ
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る。運営的側面では、SLA が日本語での会話が不十分であったこともあり、教員に多くの協力を得なが

らの活動となり、センタースタッフの関わりは事務的バックアップが中心であった。しかし、教員とのコ

ミュニケーションが比較的スムーズに行えたこともあり、全授業終了後に教員も含め、三者で意見交換を

する場を設けられたことが特徴的であった。ここで得られた貴重な意見（事務手続き上の課題も含めて）

を授業 SLA の在り方改善に反映していきたい。 

 

d) 基礎ゼミ「教育と社会のデータサイエンス」（三輪哲先生） 

 大学院に進学予定の研究室の 4 年生 2 名を SLA として活用した事例である。授業担当教員が授業連携

の意義を受講生への影響だけでなく、SLA となる学生の成長も意図していた点が特徴的であった。実際

に、SLA は授業の計画・実施に携わることで、教育的な関わり方の難しさを実感していたようである。

本事例では、センターと SLA および教員の関わる機会が SLA による月末の活動報告のみだったため、双

方の資源が上手く活用できなかった側面がある。教員や SLA 学生に負担にならない程度の関係構築の在

り方を検討していきたい。 

 

② 後期活動分 

＜表 25. 2014 年度後期連携授業＞ 

 科目 授業名 
教員（所

属） 

継続/

新規 

活動

範囲 
SLA その他 

e 展開科目 
「レポート力」アップのための情

報探索入門 

附属図書

館 
新規 内・外 博士 1 年生、1 名 

TA3 名

あり 

f 展開科目 
【展開ゼミ】 

西洋近代史への誘い 

関内隆 

（高） 
継続 内・外 博士 3 年生、1 名 

TA1 名

あり 

g 展開科目 基礎フランス語Ⅱ 
森田直子

（情） 
継続 内 修士 2 年生、1 名 ― 

h 共通科目 
スポーツＢ  

留学生と学ぶ初心者空手 

［管］藤本

敏彦（高） 
新規 内 学部 4 年生、1 名 ― 

               ※「活動範囲」における「内・外」は、受講生を対象とした授業内活動、授業外活動の有無を示す。 

ここでいう活動には“準備活動”は含まない。 

 

e) 「レポート力」アップのための情報探索入門（附属図書館） 

 ライティング支援における附属図書館との連携の在り方を検討する文脈と相まって試行的に実践した

取り組みである。SLA の他に TA3 名を擁しており、授業内でのサポートの他、授業外でサポートデスク

を設置し、質問を受けつける形の活動を行った点が特徴である。SLA のライティング窓口情報を共有す

るなど、互いのデスクを斡旋できる体制作りを試みたが、あまり利用者は得られなかった。ただし、これ

らの活動を通じて、ライティング支援に関する情報交換を進められた点が有意義であった。 

 

f) 展開ゼミ「西洋近代史への誘い」（関内隆先生） 

 前期の基礎ゼミの流れを汲む授業であり、担当する SLA も継続しての活動となった。東北大学全体と

して「展開ゼミ」は初めての試みであり、受講生数などの規模感が掴めない中での活動となった。当初予

定していたものよりも小規模の授業となったため、活動形態自体をセンタースタッフ含め検討する形と

なった。SLA 自身は、“基礎ゼミからの発展”をいかに実現するかを課題に据えて活動を行っており、グ

ループワーク等も新たな試みを取り入れるなど、小規模を活かした活動を展開することができた。 
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g) 基礎フランス語Ⅱ（森田直子先生） 

 教員-SLA の組み合わせは前期に引き続いての活動であったが、授業内容の変化や SLA の活動可能時

間数の変化に伴い、活動は異なるものとなった。具体的には、前期は SLA 自身がプレゼンテーションを

作成する機会が多かったのに対し、後期はカードゲームや対話劇を活用した学習の中で、対話劇の台本作

成や相互評価への参加等に SLA の役割が求められる形となった。教員自身が当該 SLA に対し、「ほぼネ

イティブ話者であり、かつてはフランス語学習者でもあった」ことや「学生に近い立場」である点に意義

を見出しており、SLA の特性を生かした授業および SLA の活動を構想しており、効果的な活動が展開で

きたと考えられる。受講生に対して行ったアンケートの回答においても、「発音が身につきやすかったと

思う。先生との距離を感じず、授業に楽しくのぞむことができた」等の声が聞かれ、受講生と教員の間に

立つ、第三者的役割を担っていたことを窺うことができた。 

 

h)「スポーツＢ 留学生と学ぶ初心者空手」（管理者：藤本敏彦先生、担当教員：佐藤道雄先生） 

 本授業としては新規であるが、藤本先生を通じて、スポーツの授業において SLA を活用する実践は 2

度目となった。スポーツ－特に空手の授業においては、教員の他にもう 1 名の経験者（の学生）がいるこ

とで、「型」を見せることができることに意義が大きいようであった。また、SLA 自身は、空手初心者の

多いクラスの中で、個別指導の方法を工夫したり、安全管理に配慮するなどの意識で活動を展開してい

た。受講生からも、「受講生が多いため先生が全員に細かく指導できない中で、細かく一人一人を見て頂

いて、分からない点を解消できた。空手の細かい事まで聞くことができた。非常に親身に教えて下さり、

親しみやすく、学生目線でお話して下さって、色々とためになったことも多かった」等の声をもらうこと

ができている。加えて、本クラスは留学生の受講者が多いクラスでもあり、言語の側面でのフォローも S

LA の役割として重要なものであった。 
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③ 授業 SLA による活動報告書（アンケート） 

 ここに掲載する報告書は、次のような指示の下、活動した SLA に対し提出を求めているものである。

ヒアリングシートとなっているのは、レポートの提出方法自体を検討している過渡期にあり、直接ヒア

リングをさせてもらうケースが先行していたためである。これらヒアリング項目を踏襲する形で、授業

SLA には活動終了後に活動報告書をＡ4 用紙 1 枚で作成してもらった。以下、名前を省略し、レポート

を掲載する。なお、編集の都合上、提出時のタイトルを変更し、統一した表現とした。 
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■授業 SLA 活動レポート（活動授業 b、文学部 2 年） 

  

1． 先生との関係性 

⑴ プラス面 

昨年の自身の経験を基に、先生のサポートを行えた。具体的には、レポートの形式上の不備の

指摘やグラフ・表の作成方法の指南。先生は内容や今後の方向性の指摘が主で、SLA は細かい形

式といった事務的な部分の指摘という役割分担が出来た。 

⑵ 授業意図 

授業の進行は昨年と大筋では変わらなかったため、主要な意図は汲み取れた。一方で、細かい

部分での変更点についてその意図や目的を理解することがやや困難であった。特には、レポート

で取り上げる問題について yes or no で答えられる解を挙げという指示には少し戸惑った。 

2． 受講生について 

⑴ 貢献 

SLA の窓口で特に感じたことがあった。それは受講生の授業一般に対する不安や心配といった

無知からくる負の感情である。社レポという一授業についての窓口ではあったがその相談の裏に、

講義履修、レポート、単位取得や試験といった漠然とした大学の形式に対する不安や適応に対す

る苦しみといったような感情や姿勢を感じた。この不安に対して一個上先輩として社レポの話題

に関わらず、相談に乗ることで多少の不安解消に貢献出来たことと思う。 

社レポについては、「常連」ユーザーの手助けや助言についてはこちらも、彼・彼女のレポート

の内容及び方向性を諒解しているためより踏み込んだ具体的なサポートが出来たと思われる。そ

の一方で単発であったり、期間を開けて相談にやって来たりするユーザーに対してはその内容把

握に時間がかかるため貢献度は低かったと思われる。この点から、情報の共有の重要性を感じた。 

3． 自分自身について 

⑴ 反省 

反省点としては、ユーザーの限られた時間の中で最大限の貢献を果たせない場面が多々あった

ことである。特に、菅野さんの「在日朝鮮人の被事件数」に関する量的データを見つけられなか

ったことである。私が考えうるすべての方法を駆使しても目的のデータを見つけられなかった。

力不足で彼女には申し訳なかった。 

4． サポートセンターについて 

⑴ 朝礼で一週間の動態について知ることが出来たのは、状況把握に関して大変有益だったと感じ

る。SLA としての勤務は初めてであったが、適切なアドバイスをして下さったおかげで、なん

とかやり遂げることが出来た。サポートセンターなしに SLA は成り立たないだろう。 

 

 

■授業 SLA 活動レポート（活動授業 b、経済学部 2 年） 

 

1．先生との関係性について 

 自分自身が社レポの受講生だったときとほぼ授業の進め方が同じだったため、困ったことなどは起

こらなかった。 

 先生もお忙しいので、毎日コメントすることが難しい様子だった。すると、コメントが付くまで課
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題を進めない受講生や、期限前にかけこみで課題を進める受講生が出てきてしまう。そのため、でき

るだけコメントがついていない文章ができてしまわないように、書き込みを行った。 

 また、先生のコメントの趣旨をよく理解できていないと思われる受講生には、先生のコメントをも

う少しかみ砕いた形にして書き込みをし、課題に取り組みやすくなるよう心がけた。 

 

2．受講生に対して 

 受講生は、過去の先輩のレポートを見ることなくレポート作成のための課題に取り組むため、どう

いった文章を書くことが求められているのか、最初はわかりにくいことがある。そのため、SLA が自

身の経験を活かして「もっと具体的に書くといい」「事実と意見の区別をしてみよう」と、アドバイス

をしたことが受講生にとっては一番役立っていたのではないかと思う。 

 困ったこととしては、携帯電話の設定について質問されたことが挙げられる。ドライブの使い方に

ついては質問がくるだろうと予想していたが、携帯電話の設定のことは予想していなかった。特に、

私の携帯電話と機種が違ったために使い方が少し異なっていて、対応に時間がかかった。 

 

3．自分自身ついて 

 私は、窓口対応が少なかったため、主にドライブ上でアドバイスを行っていた。初めは主に分の書

き方・どういった内容を書くか、などをアドバイスするので、一人ひとりの文章を読んで、毎回ほぼ

全員にコメントをする事ができていた。しかし、後半になると、受講生が書く文章の内容もより深く・

具体的なものになったため、私の知識が追いつかなくなっていった。そのため、私も受講生のテーマ

について調べてからコメントするようになった。この結果、自分の知識を増やすことが出来たが、一

人ひとりの文章へのコメントに時間がかかってしまい、毎回全員にコメントすることができなくなっ

ていった。 

 

4．SLA サポート室について 

 私は週 1 日 1 時間しか勤務をしていなかったため、最初は SLA の勤務になじむことが出来なかっ

たが、サポート室の方は気さくに話しかけてくださったので、だんだん勤務が楽しくなっていった。

また、SLA のコーナーでは名前でお互いを呼び合うことが多かったので、勤務回数が少なくても、他

の SLA の方の顔と名前を覚えることが出来たと思う。 

 

5．総合 

 社レポの SLA は、手探りでレポートを作る受講生のために自分の経験を活かしてアドバイスを行う

ものだと思っていた。特に、序盤はどの受講生も疑問に思う点や、なかなか先生から OK を頂けない

原因が同じであるため、私自身の経験も含めてコメントなどが出来たと思う。 

しかし、レポート作りが終盤になると、受講生のテーマも様々になり、自分の経験だけではコメント

が難しくなっていった。20 人弱の受講生が各々テーマを設定しているので、全員の研究内容を完璧に

理解することは大変だと思うが、SLA 自身も受講生のテーマについて自身で調べていくと、よりよい

アドバイスができるのではないかと感じた。 
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■授業 SLA 活動レポート（活動授業 b、農学部 2 年） 

 

1.先生との関係性について 

Google+上でのみやり取りが行われた。先生と共同で 1 人の生徒を見てる感覚で行えた。しかし、や

はり顔を合わせる機会が無いので、先生との距離は昨年度より遠く感じた。先生の社レポの方針は昨

年度と変化は無いとみられ、よく理解できていたと思う。Google+で私が生徒にコメントしたとき、先

生が「その通り！」と追加コメントしてくれたことがあり、SLA として貢献できていたと思う。 

2.受講生に対して 

受講生に対しては、レポートを書く上でのアドバイスは Google+上が多かった。他にも社レポはメ

ンタル面、時間の使い方などのアドバイスも必要で、対応中にそういうこともアドバイスできたのは

受講生にとって安心感を与えられたと思う。自分自身が心配性で、昨年は相当不安を抱きながらやっ

ていたので、受講生のメンタルも気にかけながら対応することを心がけていた。対応として困ったこ

とは特に無い。 

3.自分自身について 

努力したこととしては、上述したように、受講生の時間の使い方、不安や焦りは無いかを気にかけな

がら対応した。反省点としては、Google+上でのアドバイスを全員に、マメにすることはできなかった。

他の SLA の先輩方を見て、一緒に考えて教えてあげるという姿勢を学ばされた。 

4.SLA サポート室について 

利用者としては昨年からかなり SLA と近かったが、スタッフ側に回ると、こんなにも SLA が生徒

のことを考えて運営されていたことに正直ものすごく驚いた。また、学部生で 1 番年下の自分でも温

かく接してくれる先輩方ばかりで、ホーム感が楽しかった。 

できればもっと院生の研究室での生活など、自分から積極的に質問してみれば良かった。 

 

 

■授業 SLA 活動レポート（活動授業 d、教育学部 4 年） 

 

1．先生との関係性について 

授業担当は所属するゼミの指導教員であったので、関係性は良好であった。特に不満な点はなかっ

たが、授業方針や企画案に関して、積極的に提言したりアドバイスを貰ったりできた。SLA が独自に

テーマをひとつ設定し、細かな授業案は全て任せられたので、その点で貢献できたと思う。他には授

業前の準備や課題の作成・採点などのサポート。 

 授業意図は事前に何度も話し合って確かめたので、じゅうぶん理解して授業に臨めたと考える。担

当教員からは、「自分のみでは負担の大きい授業（SLA がいたからこそ組めた授業計画）だった」とい

う言葉をいただいており、授業 SLA の存在意義は一定程度あったと思われる。 

 

2．受講生に対して 

 自分の担当回では、データに基づく議論の例示・実践をさせ、大きなテーマの学びに貢献できたと

思われる。ほか、PC を用いた実践の回で個々人のサポートを行った。 

 学生の中には、基礎ゼミの希望順位が低い人も少なからずいた。初回の自己紹介やアイスブレーキ

ングで各受講生の特性をある程度把握し、それぞれに合わせた接し方や助言を工夫できたと思われる。
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ただ全体的に、当初の予定より関わり合いの場が少なくなってしまい、議論やフィードバックがいま

一つになってしまった感がある。また、途中でだれた雰囲気になったときスムーズに引き戻せなかっ

たタイミングがあった。 

 

3．自分自身について 

 自分のテーマについては丸ごと授業案を任されたので、いくつも文献を参照し、受講生から提出さ

れたデータと自分のデータをまとめてプレゼンの準備を行った。映像鑑賞をきっかけにする授業だっ

たので、適切な映像教材探しにも時間をかけた。反省としては、映像鑑賞直後の意見引き出しが上手

くできなかったこと、議論において意見（賛成と反対）のバランスが少し偏っていたこと、など。 

 活動を通して、意見ややる気の異なる学生の興味のひき方・まとめ方を学べたと考える。修士課程

以上に進学することを目指している身として、初めての教育経験として良い機会となった。ただ負担

は小さくなく、睡眠不足やプレッシャーには SLA 二人で悩まされた。長期休業中も準備を行ったとい

うのもあって、授業 SLA は一定程度のストレッサーになった、というのが本音である… 

 

4．SLA サポート室について 

 毎月のヒアリングで進行状況を聴いてもらったことで、客観的に状況を整理することができた。ま

た、学生とのかかわり方に関して悩んでいることについて、何度もアドバイスをいただいた。今回の

授業に役立ったのみならず、今後にも役立てていけそうである。 

 あまり頻繁に訪問することがなかったが、全体的にオープンな雰囲気で、スタッフさんたちの対応

や SLA との距離感も心地よかった。もう少し関わる機会が多くても良かったかな、と、反省している

次第である。 

5．総合 

SLA としての活動に至った動機だが、もともとは指導教員からお願いされたのがきっかけである。

不安もあったが活動を決めた要因としては、後輩に「データサイエンス」の面白さ・重要性を伝えた

いという思い、自分の将来を見据えて教育経験を積んでみたいという思いなど。また、受講生の教育

はもちろん、SLA 学生の成長も目論んでいるという指導教員の裏目標も背中を押した。これら思いを

そのまま大きな目標とし、各回で具体的な小目標（これまで消極的だった学生の意見を引き出す・無

意見のコメントペーパーをゼロにする…など）を立てて取り組んだ。 

 担当教員・授業 SLA ともに初めての試みであったこともあり、我々の中で細かい反省点はいくつも

挙がったし、サポート室の皆様としては歯がゆい思いをされたこともあったと推測する。我々の未熟

さゆえご心配・ご迷惑をおかけしたこと、この場を借りてお詫びしたい。ただ、皆様の支援のおかげ

で我々も、恐らく受講生も、良い学びの機会をいただいた。今後の授業 SLA の活動発展のため、これ

が一つのサンプルケースとして寄与していけば幸いである。 

 

 

■授業 SLA 活動レポート（活動授業 d、教育学部 4 年） 

 

1. 先生との関係性について 

先生とは密な話し合いができ、授業のやり方の修正など柔軟にできた点が良かった。授業で困っ

たことがあったり、準備に戸惑っていることがあったりしたときにすぐ先生に相談することがで
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き、アドバイスを貰うことができた。先生が初めての基礎ゼミということで授業の組み立てが一

からだったので、どのように授業を組み立てれば良いか分からなかった。最初はテーマもやり方

も自由にして良いという丸投げ感があり困惑したが、先生が一回分担当する形でモデルを示して

くださったので、その後の準備の見通しはつきやすかった。 

2. 受講生に対して 

今回の基礎ゼミの目的として、議論をするときにデータを提示することで意見に説得力を持たせ

るということがあったが、それを示すことができたと思う。しかし、今回は、学生と一緒に学ぶ

というよりも少し講義形式に近かった気がする。 

学生への応対に関しては、どの学生に対しても公平かつ丁寧に対応するように心がけた。困った

点としては、学生からのメール形式がバラバラで、まとめるのに時間がかかったこと、あまり積

極的に授業に参加してこない学生に対してどの程度まで参加を促すかわからなかったことなど

が挙げられる。 

3. 自分自身について 

授業準備としてどのようなテーマを扱うのか、是非を問う様な二項対立の議論形式への持ってい

きかた、映像を探すことなど春休み期間から準備をしていた。特に映像を探すのに苦労した。早

めの準備を心がけるようにしたい。 

また学生に向かって何かを話したり指示を出すという経験が初めてだったので、最初はどのよう

に接すれば良いか分からなかったが、先生の見よう見まねで乗り切ることができた。自分のなか

では当たり前のことを何も知らない学生相手に伝え、理解してもらうことの困難さを知ることが

できる、貴重な経験ができたと思う。 

4. SLA サポート室について 

授業開始前のオリエンテーションを個別にして頂いたのは助かった。メールでの対応を丁寧で良

かったと思う。 

 

 

■授業 SLA 活動レポート（活動授業 e、文学研究科 D１） 

 

今回、授業 SLA として活動させて頂いて、とてもよかったと思いながら、感謝の気持ちを伝えたい

です。アシスタントとして受講生をサポートしながら、自分もこの活動を通じていろいろ勉強になっ

たことがあると思います。 

まず、先生との関係性については、とにかく授業がスムーズに進んでいけるように心がけていまし

た。今回、2 人の留学生がこの授業を受けていましたが、まだ日本語がそこまでできていなくて、

時々授業の内容を理解できなかったこともあったし、或いは先生の指示がわからなかったこともあり

ました。そこで、もう一度授業内容などを説明したり、先生の指示を伝えたり、特にその中の一人は

同じく中国人なので、中国語でもわかるようにやりました。また、例えば、グループディスカッショ

ンの時に、メンバーたちがあまり話さなくて、ディカッションが盛り上がっていない時は、とりあえ

ず自分から一問を投げたり、あるいはコメントをつけたりして、なるべく学生たちに喋らせるために

工夫しました。 

また、受講生に対しては、何よりも受講生の皆さんをサポートできるようなことにいろいろ自分な

りに取り組んでいました。まずいつも褒める意識を持つようにしていました。やはり褒められると気
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持ちがよくなるので、話し合いがうまくいけるのではないかと思います。例えば、「おもしろいこと

書いてるね」「いい着眼点だね」「よくその資料見つけたね」など褒めてから、不足な点を指摘しま

す。また、より説得力があるレポートを出来上げるために、受講生の持っている視点の逆方向、或い

は違う側面から根拠づけることもあります。 

さらに、SLA の活動を通じて、一番感じたことは人に教えることはいかなることかです。自分がわか

るだけでなく、もっと大切なのは、自分がわかった上で、相手がわかるようにうまく説明できるかど

うか、自分の意思はちゃんと伝わったかどうかということです。 

少し残念なことに、サポートデスクは十分使われていなかった気がします。あまり相談に来る受講生

がいなかったので、そこが今後改善できればと思います。 

 

■授業 SLA 活動レポート（活動授業 g、工学研究科 M2） 

 

１．先生との関係について 

・うまくいった点 :                                                                                                                          

A clear definition of the tasks and responsibilities of each one of us and communication 

・困った点、不満だった点:  

I think we had a good work relationship, the only difficulty was filling the SLA document every 

week twice and exchanging it by email 

・先生の授業にどのような点で貢献できたと思うか:  

I was between the role of the professor and the role of the student, I was like supplementary support 

to help animate the class and help the students discover more than only the language, a culture, a 

world, my experience. 

・先生の授業の意図が理解できたか or 理解しようとしたか: 

I understand the professor objectives and opinion because we discuss and communicate a lot.  

・先生から見て SLA の存在はどうだったと思うか: 

I think the SLA help the professor for oral exercises and cultural presentations. 

 

２．受講生に対して 

・受講生の学びにおいてどのような点で貢献できたと思うか 

I brought them new methods from my experience, like playing dialogue to help them enjoy the 

language and learn easier. 

・自分自身は学生にとってどのような存在であったと思うか 

The SLA is a student too. The SLA learned the language too. These common points help the 

students to feel encouraged by the SLA experience and the knowledge the SLA share with them. 

・学生への応対で心がけたことはあるか 

Through time, I improved my attitude. I try to be patient and comprehensive with the students. 

And I encourage all their efforts and cheer them up. 

・学生への応対で困ったことはあるか 

Sometimes it is hard to know what they think about the cultural presentation and to know if they 

were enjoying it. The professor's Minute Paper at the end of the lecture helped solve this difficulty. 
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３．自分自身について 

・SLA の活動のために努力した点 

My efforts were to prepare the cultural presentation to follow the professor grammar lessons every 

time, and to read and prepare the oral exercises and to exchange emails with the professor to fill 

our tasks. 

・SLA の活動においての自己反省点 

I don't have any regret for being a SLA. My subject of reflexion is next semester programme to keep 

the students interest and energy. 

・SLA の活動を通して、何か得られたものはあったか 

I learned to be as a professor and to share my knowledge and passion for French language. It was 

also a very interesting moment of interaction with Japanese students every week. 

・SLA の活動のために、あなた自身の生活で犠牲にしたものがあるか 

I just sacrificed a lot of time because the activity takes a lot of time. But I have no regret. 

 

４．SLA サポート室について 

・SLA サポート室の対応や活動全般に関してよかった点・不便に感じた点は 

The people at SLA office are very nice and supporting. My only regret is that my Japanese is not 

good enough for me to talk more with them. 

 

５．総合 

・SLA として活動するにいたった動機は何か。 

I was an assistant professor in my former university so I wanted to keep this nice activity.  

・SLA として活動する際、何を目標として活動しようとした・していたか。 

Being an SLA in French is the best cultural share occasion. 

・SLA の活動はうまくいったと思うか 

→うまくいった場合…その要因は 

SLA activity is a success in my opinion because we have a good feedback from the students. They 

filled Minute Paper at the last lecture with very positive and encouraging opinions. 

→うまくいかなかった場合…その原因は 

The key of this success is a very good organisation with the professor and constant frank 

communication. 

・自分以外の SLA の活動に対して、気になった点があったか。あれば具体的に。 

There was no other SLA with us. 

・今後の SLA はどのようにあるべきか、何か提案があればお願いします。 

Nothing to signal. 
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■授業 SLA 活動レポート（活動授業 h、経済学部 4 年） 

 

 平成 26 年 10 月１日から平成 27 年 1 月 22 日にかけて全 15 回行われたスポーツ B 空手道の授業

に授業 SLA として 12 回参加した。 

この活動に参加を決めた動機は、私が大学の部活動を通して知った空手道の魅力を部活動以外の多

くの人に伝えたいと考えたことである。この授業での私の目標は、第一にアシスタントとして受講者

により細かく、わかりやすく空手を教えることであり、第二に受講者に近い立場でコミュニケーショ

ンをとり、空手は怖いというイメージを取り去って空手をより身近に感じてもらうことであった。 

参加するにあたり、担当教官の藤本敏彦先生と、実際に空手の指導を行う佐藤道雄先生と SLA の

役割について相談した。藤本先生は受講生との関係や授業の到達目標を強調されたが、そのおかげで

それらを意識して授業に臨むことができた。授業の報告に行く機会は少なかったが、メールで報告し

た際には的確な助言や新たな視点を提供してくださり、より頻繁に連絡をとっておけば SLA として

より良い働きができたと後悔している。佐藤先生とは実際の授業の進め方や指導内容などを確認し

た。先生が受講生の前で空手を教え、私はわからない人がいるところへ行ってそばで教えるなどして

上手く連携をとり、円滑に授業を進めることができた。しかし複雑な動きをする箇所などでは、教え

るのに人手が足りないところもあり組手の時間が少なくなったりした。 

 受講生に対しては、すぐそばで教え、細かい動きも見せることができるという点が大きな貢献だっ

た。授業の前後や休憩時間にはこちらから積極的に話しかけるようにし、話しやすい雰囲気を作るこ

とに努めた。そのうち授業の復習をしたいなど、受講生の方から話しかけてくれるようになった。一

方で受講生には留学生が多く、彼らに空手の細かい動きや体の使い方を十分に伝えることができず、

英語力が足りなかったと反省している。 

SLA サポート室に関しては、月に一度の活動報告が自身の活動を振り返って次月の方針を立てる

良い機会となった。また、スタッフの方々との会話や質疑応答を通して、授業に対する緊張や不安を

和らげることができた。 

この授業に際しては自身の空手について復習し、わかりやすい説明を用意したはずだったが、留学

生に対して英語で空手の動きを説明するのが難しく、十分な理解を促せなかった。しかし、大学で学

んだ空手を多くの人に伝えることができたことで大きな達成感を得た。部活動は大学からの支援があ

るからこそ成り立っている。私自身も空手道部に入部してから大学を卒業するまでの 5 年間で部費の

支給や施設の整備など、大きな支援を受けた。それに対して、部としてそういった支援をただ享受す

るだけで良いのか、などといった大学部活動の意義について考えることが幾度かあった。そのような

時に藤本先生より授業 SLA のお話を頂戴し参加したことで、この 5 年間で得た部活動の成果を少な

いながらも授業へ還元することができ、部活動から大学への貢献の仕方を見出すことができた。 
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（６）その他活動  

① PDP 教育関係共同利用拠点提供プログラム「アカデミック・ライティングを指導する」セミナー

の開催（2014 年 9 月 1 日 13:00～16:00） 

高度教養教育・学生支援機構主催の標記セミナーの企画運営を担当した。当日は、井下千以子氏（桜美

林大学）、島村健司氏（龍谷大学ライティングセンター）をお招きすると共に、当センター長である関根

勉も講演者の一人として登壇した。講演内容は、井下氏にアカデミック・ライティングの指導に関する理

論的枠組みを提供していただき、島村氏には、ライティングセンターにおけるレポート・論文指導の取組

みの実際についてご報告いただいた。関根は、東北大学における自然科学総合実験の責任者として、当授

業におけるレポート指導の取り組みについて報告をした。島村氏は主に文系レポート、関根は理系レポ

ートの実践報告という位置づけである。参加申込者数は 46 名であり、当日のパネルディスカッションで

は、高大連携の視点からの質問などが出された。 

➡井下氏の講演は大学教育支援センターPDPonline にて視聴可能 

 

② センター教員による基礎ゼミ授業実践 

関内隆先生とセンタースタッフである足立・鈴木の連名で基礎ゼミ「『自分』×『学問』―《はじめの

一歩》サポートゼミ―」を開講した。その中で SLA 学生 3 名と SLA の卒業生 2 名に「自分」×「学問」

をメインテーマとした話題提供をしてもらった。これは、昨年度まで SLA 発信型学習支援の一環として

実施していた『雑学ゼミ』のコンセプトを引き継ぐものである。初年次段階の学生にとって、先輩学生の

経験や知見（実際の研究内容や学問観、自分史など）に触れ、自身の大学における学問との関わり方を考

えることは、「学びの転換」を促進する上で効果的であると考える。 

 

③ 『ともそだち本 2015』作成 

2014 年度後期セメスター中、次年度 4 月に学部 1・2 年生に配布する学習支援冊子兼学習支援センタ

ー利用案内の作成に着手した。本年度の冊子は、「学習支援センター」としてのスタートしたことにも伴

い、SLA サポートの利用方法の紹介に重点を置いたことが特徴である。そのため、学習支援の実際が学

生に伝わるよう工夫を施した。SLA が作成を担当する部会ページにおいても、これまで各部会ごとのコ

ンセプトに基づきページを作成していたのに対し、今年度は、全部会で枠組みを揃えて作成を行った。枠

組みとして設定したのは、①利用状況の紹介、②対応の様子の紹介、③勉強のアドバイス、④フリーコラ

ムの 4 点である。これらの枠組みを設定することで、「学習支援センターの案内」であり「学習支援その

もの」でもあるという本冊子のコンセプトを、部会ページにおいても体現することができた。 

 

④ 学習イベント「わんトピ」開催 

前年度に実施した「てつがくカフェ」を改め「１トピックダイアログ～90 分の考える対話～」（通称；

「わんトピ」）と題したイベントを開催した。しかし、広報期間の短さも相まって、SLA に所属している

学生以外の集客を得ることはできなかった。 

 

⑤ オープンキャンパスにおける活動 

学習支援センターでは、今期より正式にオープンキャンパスにおいてイベントを企画した。内容はス

タッフによる学習支援センター概要の説明、SLA 学生との談話で、2 日間で 98 人の利用があった。高校

生だけでなく保護者や高校教員の利用もあり、大学での学習から仙台での生活事情に至るまで、幅広い
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質問に対応した。今回は初めてのオープンキャンパス企画ということもあり、高校生や保護者のニーズ

を把握することが重要であった。本学のオープンキャンパスは各学部の企画に比して、全学教育の情報

を得られる企画は多くないことから、今後学習支援センターでは全学教育や 1・2 年生の学習に関するイ

ベントを企画できればと考えている。 

 

⑥ 萩友会プレミアム懇談会（自由見学）窓口開設 

6 月 7 日に開催された萩友会プレミアム懇談会にて、学習支援センターの活動紹介を行った。1 回 30

分の説明を 5 セット行い、合計 113 人の利用があった。主に保護者への説明ということもあり、学習支

援体制の紹介だけでなく、現在の大学における学習の特徴や、学習支援を利用する東北大生の傾向・実態

もあわせて説明した。大学のアカウンタビリティの一環として、今後も学内においてこのような機会が

ある場合は、積極的に協力していきたい。 
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３． 利用学生の声 

センターでは、理系科目、英会話、ライティングの窓口において、利用学生に対し利用ごとにアンケ

ートを配布している。質問項目は、図 14 を参照。 

2014 年度の利用学生による総合評価は平均 94.8 点であった。（無配布・無回答もあるためサンプル数

は 1086 件、うち有効回答数 977 件。なお、100 点以上の点数をつけたものは 100 点として修正し換

算）。また、「問題は解決しましたか？」と「対応に満足できましたか？」の質問には、表 7 の通り、ほ

ぼ全ての対応で、「解決」「満足」との回答を得ることができている。   

 任意協力をお願いしている記述式アンケートの結果（一部）は、表 26 の通りである。例年と同様の

傾向であるが、①丁寧である、②わかりやすかった、③自分のペースに合わせてくれるなどの声が多く

聞かれる。その中でも興味深いのは、「考えさせてくれた」という点に利用学生自身が満足を覚えている

点である。「問題の解決には至らなかった」にも関わらず、評価が 100 点である例も見られることから

も、センター（SLA）が提供する「支援」の内容が、ただ単に問題解決を形式的に援助するためのもの

ではなく、利用学生自身の学習モニタリング（メタ認知）能力を高めるサポートであったり、他者と共

に議論・検討する機会の提供まで含みこんだものになり得ていることが、利用学生の様子から窺い知る

ことができる。 

 

  

＜図 14. 2014 年度版「利用学生の声」アンケート用紙＞ 

 

 

＜表 26. 「利用学生の声」における評価結果【2014】＞ 

 Q 問題は解決しましたか？ Q 対応に満足できましたか？ 

 した どちらでもない しなかった できた どちらでもない できなかった 

前期 482 22 3 519 3 0 

後期 441 23 7 493 10 2 

合計 923 45 10 1012 13 2 
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＜表 27. 2014 年度「利用学生の声」全文＞ 

月日 利用 解決 満足 点数 コメント 

4 月 

14 日 理系 した できた 100 分からない所をとことん考えることができたので良かった。ありがとうございました。 （ダ・ヴィンチ） 

14 日 理系 した できた 100 
問題の内容から、解き方の糸口などを単に教わるだけでなく、考えながら理解していくことができたので有意義だっ

た。 （ナナシ） 

14 日 英会話 した できた 80 
初英会話で、たくさん迷惑かけてしまいましたが、自分の今の実力に合わせて会話できて、とても楽しめました。次は

もっと上手に、相手のことも考えて会話できるようになりたいと思いました。 

14 日 英会話 した できた 90 自分の英語力のなさを痛感できた。次回までに準備すべき課題が分かったのでよかった。 （ふじもと） 

14 日 その他 した できた 100 レポートの書き方がよくわかりました！！これからもがんばります！！ありがとうございました。 

14 日 その他 した できた 100 
丁寧に説明して頂いて、ありがとうございました。社レポを受けるのに不安で一杯だったのですが、今日のアドバイス

をもらって、やってみようと決意しました。また来ると思うのでそのときもよろしくお願いします。 

15 日 理系 した できた 100 

・スッキリしました 

・ていねいにゆっくり教えていただいたので、すごくわかりやすかったです。また来ます。かなり助かりました。 （きちちな

か） 

15 日 理系 した できた 100 ていねいに教えていただいたので不安が解消しました。次回も利用したいです。 【掲示不可】 

15 日 理系 した できた 90 深く分かった！！ 

15 日 英会話 
ど ち ら で

もない 
できた 90 

自分は全く英語がしゃべったことがなかったので、全然しゃべれないと思っていましたが、話してみると意外と話すことが

できた。英会話は伝えたい気持ちが大事だと思いました。 （ネギ） 

15 日 英会話 
ど ち ら で

もない 
できた  言葉が出ない （Nashy) 

15 日 英会話  できた 90 楽しかったです。また来ます。 （Yusaku) 

15 日 英会話 した できた 80 
自分が思っているよりも言葉が出てきませんでした！これからはもっと頑張っていきたいです。丁寧な指導ありがとうご

ざいました！また利用しようと思います。 （Saya） 

16 日 理系   90 答えは得られませんでしたが、有用と思われる本を紹介してくれました。 （Fuuga) 

16 日 理系 した できた 90 ε-N 論法を丁寧に教えてもらえたのでよかったです。やる気が出てきました。 （Fuuga) 

16 日 理系 した できた 200 なかなか収集できない情報を聞くことができて、非常に役立ちました！ （SZM) 

16 日 理系 した できた 90  

16 日  した できた 95 
説明が理解できなかった時は言い方を換えたり、例を出したりして理解できるよう工夫してもらえたので良かったで

す。 

16 日 その他 した できた 90 丁寧な対応で、自己紹介のアカウント作成のしかたを学習できた。また行きたいと思いました。 （なお） 

16 日 その他 した できた 100 また利用させて下さい。 

17 日 理系   90 解答を吟味してもらえたので助かりました （Fuuga) 

17 日 理系 した できた 90 わかりやすく説明してもらえたのですぐに理解でき助かった。 （ケン） 

17 日 理系 した できた 100 問題が解決したので、よかったです。また利用したいと思います。 （理物女子） 

17 日 理系 した できた 100 ごめんなさい 

17 日 理系 した できた 100 くだらない質問でも、親身に解説して下さいました。ありがとうございました。 （しからを） 

17 日 理系 した できた 100  

17 日  した できた 90 説明には十分まんぞくでした。あとは自分で考えて計算して実感を伴ってわかるようになると思います。 

17 日 英会話 した できた 100  

17 日 英会話 した できた 100 
英会話でどう表現するか分からなくてもワードを拾って分かりやすい表現をしてくれ、表現の仕方の勉強になりまし

た。またフリートークだったので楽しく過ごすことができました。 （りょーた） 

17 日 英会話 した できた  
日本語で分からない所を質問できるので助かりました。寺岡さんとても優しくて話しやすかったです！また来ます＾－

＾ （まい） 

17 日 英会話  できた 80 
初めて来たのでとても緊張していたし、不安な気持ちもありましたが、とても楽しく会話することができました。英語の

勉強をするモチベーションにもなってとても良いと思いました。また来たいです。 

17 日 その他 した できた 100 
パソコンを用いたレポートの作成方法がサッパリだったので必要なものから多くのことを聞けて安心した。 （セッカッコ

ー） 

17 日 その他 した できた 100 丁寧に教えてくれて、本当にうれしいです！これからもよろしくお願いします！ （丁小萌） 

18 日 理系 した できた 100  

18 日 理系 した できた 100  

18 日 理系 した できた 90  

18 日 理系 した できた 100  

18 日 理系 した できた 100  

18 日 理系 した できた 100 すごく分かりやすかったです。ありがとうございました。 （ミドル G） 

18 日 理系 した できた   

18 日 理系 した できた 100  

21 日 理系 した できた 100  

21 日 理系 した できた 100 自分が何を分かっていないことを知ることができ、アドバイスも貰えてよかった。 （ナナシ） 

21 日 理系 した できた 100 今まであいまいだった点がはっきり分かりました。また質問あったらおねがいします。 

21 日 理系 した できた 100  

21 日 理系 した できた 90  

21 日 理系 した できた 90 分かりやすく解説してもらえ、とても助かった。とても感動しました。これからもがんばります。 

21 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

22 日 理系 した できた 95 分かりにくい疑問に分かりやすい解説をありがとうございました。 

22 日 理系 した できた 90 自分一人じゃあずっとなやんでました。ありがとうございます。 

22 日 英会話  できた 80 英会話に参加するまで不安だったが、実際に行ってみると思ったより話しやすくて楽しかった。 

22 日 英会話  できた 50 英会話に少し不安があり、やることに抵抗があったのですが、自分から話してみるきっかけになりました。 

22 日 英会話 した できた 80 
ずっと英語の勉強が必要だなとは思っていたのですが特に何もしていなかったので、何かきっかけになったらいいと思っ

てきてみた。楽しく英会話できたのでよかった。また来たい。 

22 日 その他 した できた 80 パソコンを買わなければいけない。写真のはり方が分かってよかった。 

22 日 その他 した できた 100 分からなかったところが解決し、さらに解法まで丁寧に教えていただきました。ありがとうございました。 

23 日 理系 した できた 100 数多くの質問に答えてもらえて助かりました。 （Fuuga) 

23 日 理系 した できた 90 理解できるまで教えていただけて、時々理解できているか聞いてくれるので、質問しやすく、とても助かりました。 
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23 日 理系 した できた 100 ていねいでわかりやすかったです。フレンドリーでした。 （バッハ） 

23 日 理系 した できた 80 
やさしく根気づよく説明してもらえた！先生方の知識の深さにおどろいた。１年生の内容なのにわからなかったので勉

強不足だなーと自分で感じた。 （MAX) 【掲示不可】 

23 日 理系 した できた 100  

23 日 理系 した できた 100 一人で分からないまま悩んでいたら絶対解決できなかったと思うので、利用してよかった。 （福田） 

23 日 理系 した できた 100 誘導してくれたので、一つ一つ理解して進めれたのでよかったです！ （☆） 

23 日 理系 した できた 100 特にないです。 

23 日 理系 した できた 96 
Taylor 展開について詳しく初歩から教えてもらいました。かなり分かり易く、これで授業がより分かり易くなると思いま

す。 

23 日 理系 した できた 90 理解がふかまった。 

23 日 理系 した できた 100 とてもていねいでわかりやすかったです。 （まさや） 

23 日 理系 した できた 100 めっちゃわかりやすかったです。 （A 次郎） 

23 日 理系 した できた 90  

23 日  した できた 100 ホワイトボードの説明がとてもわかりやすかったです。 

23 日  した できた 100 とても分かりやすかったです！ 

23 日 その他 した  100 パソコンと仲よくなりたいです。 

24 日 理系 した できた 100  

24 日 理系 した できた 80  

24 日 理系 した できた 70 楽しかったです。 （ゆー） 

24 日 理系 した できた 90 
担当：山下さん＞自然科学総合実験で出た疑問点を解決することができました。ありがとうございます。 （サバを

食う人） 

24 日 理系 した できた 90 

担当：中村悠馬さん＞自然科学総合実験のレポートについて書き方全般の説明から、教科書のよく分からない数

式をわかりやすく説明していただきありがとうございます。納得のいくレポートに仕上がるように頑張ります。 （サバを

食う人） 

24 日 理系 した できた 100 最小二乗法がよく分かりました！ありがとうございました。 

24 日 理系 した できた 100 質問 1 つ 1 つにじっくり答えて下さりりかいすることができました。 

24 日 理系 した できた 100 やり方が分かりました。ありがとうございました。 （ミドル G） 

24 日 理系 した できた 100 
丁寧に教えていただいたので、よかったです。長時間にわたる説明でしたが、理解するまで付き合ってくださったので

助かりました。 

24 日 理系 した できた 100 基礎からしっかり教えていただき、本当にありがとうございました。物理がわからなさすぎて申し訳なかったです。 

24 日 理系 した できた 100 空いていたのもあるのか、3 人がかりで丁寧に教えてもらい、理解できました！！ありがとうございました☺ （M) 

24 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 95 まじめにかんがえてもらってよかったです。 

24 日 英会話 した できた  英会話に自信がないので不安でしたが、気負わずにできてよかったです。 

24 日 英会話  できた 100 二限から始めてほしい。あと水曜日に開講してほしい。 

24 日 その他 した できた 80 分からないところを一緒に考えてくれたのでとてもよかったと思う。 （S) 

25 日 理系 した できた 100 
すごくアホな質問にもとことん答えていただけて非常にうれしかったです。対応もやさしくて、勉強のことだけでなく、雑

談も楽しくしていただけました。ありがとうございました。 （それゆけー） 

25 日 理系 した できた 85 丁寧に教えていただけてありがたかったです。 

25 日 理系 した できた 100 勉強をする意欲が湧きました。 

25 日 理系 した できた 100 説明がわかりやすかったと思いました。 

25 日 その他 した できた 100 すごく丁寧に教えていただいて、本当にありがとうございました！またよろしくお願いします。 （ちー） 

28 日 理系 した できた 100 １対１で教えてくださったので、自分のペースで理解を進めることができました。 （チェックシャツ） 

28 日 理系 した できた 90 
SLA を初めて利用しました！自分が疑問に思っていたことだけでなく、簡単な解き方も教えていただけてとても助か

りました。皆さんも利用することをオススメします！ （だむ） 

28 日 理系 した できた 100 （ナナシ） 

28 日 理系 した できた 100 物理のもんだいでわからないところがわかってすっきりした！ （(・∀・)） 

28 日 理系 した できた 100 
大学の授業は難しいのに質問できる相手がいないと思ってたけど、お兄さんたちが丁寧に答えてくれたので安心しま

した。ありがとうございました。 【掲示不可】 

28 日 英会話 した   100 
とても楽しかったです！文法とか色々考えずに、まず話してみるのが大切なんだなーと思いました。 （冬木） 【掲示

不可】 

28 日 英会話  できた  とても楽しかった。落ち着いて話せるようにならなければならない。 （Haruki） 

28 日 その他 した できた 100 
SLA にきていまいち分かっていなかったところが理解できました。もし理解できないところがあったなら、ぜひ一度 SLA

に足をはこんでみたらどうでしょうか。 

28 日 その他 した できた 100 とてもわかりやすかったです！解決しました！ありがとうございました。 

28 日 その他   50 とにかく頑張ろう。先は長いけど社レポでレポート作成法身につけます。 

30 日 理系 した できた 75 関数ソフトありがとうございました！！ （P) 

30 日 理系 した できた 90 
SLA を初めて利用しました！自分が疑問に思っていたことだけでなく、簡単な解き方も教えていただけてとても助か

りました。皆さんも利用することをオススメします！ （だむ） 

30 日 理系 した できた 100 便利なサイトなども教えて頂いて、大変満足しました！ 

30 日 理系 した できた 100 自分の考える視野をもっと広くできたらいいなーと思った。 

30 日 理系 した できた 100 大変だった 

30 日 理系 した できた 100 
電磁学における線積分と面積分について、これまでイメージとして明確に捉えることができていなかったものを正確な

イメージとして理解することができました。本当にありがとうございました。 （Y.S.) 

30 日 理系 した できた 100 わかりやすくて、気軽に質問できるのがいい。 （さとう） 

30 日 理系 した できた 100 初めての利用でしたが、とてもていねいに対応してもらえてよかったです。 

30 日 理系 した できた 100 私のペースに合わせてゆっくり説明してくれたので１つ１つ確認（理解？）しながらできたのでよかった！ （ばなな） 

30 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

30 日 理系 した できた 100 問題の先が見えてよくなりました。 （N.S.) 

30 日 理系 した できた 100 
冷静に対応してくれ、自分で解けるように助けてくれたのでとてもありがたかったです。先輩方の経験もきけたので良

かったです。 

30 日 理系 した できた 100 丁寧に教えて頂いてありがとうございました！ 

30 日 理系 した できた 100 サクサク解決していただきありがとうございました。 （Y) 

30 日  した できた 100 SLA では、質問にとても丁寧に対応してくれました。皆さん、たくさん質問して下さい。 

30 日  した できた  ただの計算ミスでした。すみません。でも、計算ミスでも優しく対応してくださってうれしかったです。 
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5 月 

1 日 理系 した できた 100 
すごく和やかな雰囲気＆ていねい＆わかりやすく、無機のことを教えていただきました。ありがとうございました！ 

（Max) 

1 日 理系 した できた 100  

1 日 理系 した できた 80  

1 日 理系 した できた 100 楽しかった。 （まっつ） 

1 日 理系 した できた 100 非常に分かりやすく、かつスピーディーでした。さらにアドバイスもいただけたのでとてもよかったです。 （ハル） 

1 日 理系 した できた 100  

1 日 理系 した できた 100 授業で全く分からなかった公式が話を聞いてようやく理解できたので安心した。とても頼りになった。 

1 日 理系 した できた 90 いまいち理解できていなかったところを理解できてよかったです。 

1 日 理系 した できた 100 問題が解決して良かったです。 

1 日 理系 した できた 100 問題がとけました。ありがとうございます。 

1 日 理系 した できた 100 
ひま人なのでほぼ毎日のように来させていただいていますが、いつも新しい発見と知識をもらっています。ありがとうござ

います！ 

1 日 英会話  できた  水曜日に開講を。 

1 日 英会話 した できた 70 もっと語彙を増やす！ （尾形） 

2 日 理系 した できた 85  

2 日 理系 した できた 100 長い時間ありがとうございました。また来ます！ （みな） 【掲示不可】 

2 日 理系 した できた 90 とても初歩的な質問だったのですが、丁寧に教えていただけてありがたかったです！ 

2 日 理系 した できた 100 とても丁寧な解説でよく理解できたとおもに楽しむことができました。 （チューリップ） 

2 日 理系 した できた 100 とてもよく説明して頂きました。かなりわかりやすかったです。また利用したいと思います。 【掲示不可】 

7 日 理系 した できた 90 よく分かりました。 （マイケル） 

7 日 理系 した できた 100 すぐに解決していただきありがとうございました。 

7 日 理系 した できた 100 テストにない知識まで教えてもらえて満足です。 （314） 

7 日 理系 した できた 85 数物前は特別授業とかやってほしいです…。 

7 日 理系 した できた 100 
担当：吉川さん、佐藤さん＞よく分からない問題を一緒に考えてくださり、疑問点を解決することができました。また

分からないことが出てきたらよろしくお願いします。 （さばを食う人） 

7 日 理系 した できた 100 たすかりました。ありがとうございました。 

7 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 100 

とてもこんがらがった問題だったのですが、SLA の方々が 1 時間ほど一緒に考えて下さって、解決にはいたりませんで

したが現状打破ができました。ありがとうございました。 

7 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 90 出題ミスかもしれない問題に長時間付き合っていただき、ありがとうございました！！ （かえで） 

7 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 90 優しくおしえて下さりありがとうございました！！長い間一緒に考えて下さりうれしかったです。 （みか） 

7 日 理系 した できた 100 解決ありがとうございました。とてもわかりやすかったです。 

7 日 理系 した できた 100 （N.Y) 

8 日 理系 した できた 90  

8 日 理系 した できた 100  

8 日 理系 した できた 100 わからないところをしっかり理解できました。何についてきかれているのかの説明もわかりやすかったです。 （ハル） 

8 日 理系 した できた 95  

8 日 理系 した できた 90  

8 日 理系 した できた 100 とても、丁寧に対応してもらえました。ありがとうございました！ 【掲示不可】 

8 日 理系 した できた 100 
非常におバカな質問にも１つ１つ丁寧に答えてもらえてとてもうれしかったです。高校の勉強とのつながりも感じて「は

っ！」とさせられました！ 

8 日 英会話    水曜日に英会話カフェの開講を 

8 日 英会話   70  

9 日 理系 した できた   

9 日 理系 した できた 100 
線形代数で連立一次方程式で自由度がからむ話を分かりやすく説明してもらいました。情知ではよく使う知識だそ

うなので、理解できて良かったです。 （サバを食う人） 

9 日 理系 した できた 100  

9 日 理系 した できた 90 じっくり話をきいてもらって、授業でわからなかったところがほとんど理解できました。ありがとうございました。 （ゼン） 

9 日 理系 した できた 80 
物理の減衰振動の式変形と、実際に特殊解を求めることにより「複素共役」がカギであることがわかったが、一般化

までは到達できなかったので、もっと検証したいです。 （いっしー） 

9 日 理系 した できた 100 ありがとうございました！ （りょー） 

12 日 理系 した できた 100 優しい先パイでとても分かりやすかったです。ありがとうございました。 

12 日 理系 した 
どちらでも

ない 
30 技術的な会話ができて、非常におもしろかった。 （田中） 

12 日 理系 した できた 100  

12 日 理系 した できた 100 全くわからなかったのですが、聞いたらよく分かりました。ありがとうございました！ 

12 日 理系 した できた 100 わかりやすくて、丁寧でした。 （れみ） 【掲示不可】 

12 日 理系 した できた 100 
とても分かりやすかったです。また分からないことがあったら SLA を利用しようと思いますので、そのときはよろしくお願い

します。 

12 日 理系 した できた 100 ずっと悩んでいた問題が解決できました。ありがとうございました！ （MK) 【掲示不可】 

12 日 理系 した できた 95 肝心な考えは考えさせてくれました。また、説明を自分でさせることで、考えのプロセスを確認できました。 

12 日 理系 した できた 100 疑問が解決できました。ありがとうございました。 

12 日 理系 した できた 90 分かりやすい解説ありがとうございました。今後も利用したい。 （田中） 

12 日 理系 した できた 100 奥田さんの髪色が好き （ゆーき） 

12 日 理系 した できた 95 分かりやすく説明してくれてよかった。 

12 日 理系 した できた 100  

12 日 英会話  できた 80 とても楽しく英会話できました。まだ 2 回目ですが前回よりは話せました。また来ます！ 

12 日 英会話   100 
知らない言葉をたくさん教えてくれた。ホワイトボードを使って説明してくれたので、わかりやすかった。 （ななめめが

ね） 

13 日 理系 した できた 100 
エンタルピーが大切だということを教えてもらいました！断熱という状態のことについても新しい知識が得られたので良

かったです🌺 （豆乳） 

13 日 理系 した できた 100 質問の意味から分からなかったのですが、解決することができました。ありがとうございました。 
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13 日 理系 した できた 100 丁ねいに教えていただきありがとうございました。 

13 日 理系 した できた 100  

13 日 英会話 した できた 100 
外国の方と話すので、日本との違いや自分の先入観が間違っていたことなど、英語以外のこともとても勉強になっ

た。 

13 日 英会話 した できた 70 とても楽しかったです！毎週来て、英語力をのばしたいと思います＼(^o^)／ 

14 日 理系 した できた 100 すべて解決～！ （りょー） 

14 日 理系 した できた 100 
化学 A の量子力学についてさっぱりわかりませんでしたが、何をやっているのかわかるようになりました！本当にありが

とうございました。今後もよろしくお願いします。 

14 日 理系 した できた 100 根本的な部分から丁寧に教えていただけて、よく理解することができました。また利用したいです！！ （なつめ） 

14 日 理系 した できた 100  

14 日 理系 した できた 90 いつもありがとうございます。 

14 日 理系 した できた 90  

14 日 理系 した できた 95 助かりました。ありがとうございました！ 

14 日 理系 した できた 90  

14 日 理系 した できた 100  

14 日 理系 した できた  分かりやすい説明ありがとうございました。 

14 日 理系 した できた 100  

14 日 理系 した できた 100  

14 日 理系 した できた 100  

15 日 理系 した できた 100 いつも利用させていただきありがとうございます。勉強不足ですみません！！ （豆乳） 

15 日 理系 した できた 100 数学が本当に苦手なので毎週来ることになりそうです。すみません… 

15 日 理系 した できた 95  

15 日 英会話  できた  
1on1 の英会話目当てで来たが、複数人の英会話もとても良かった。周りの会話を聞きながら発音や単語の勉強

にもなることがわかったので、時間があればカフェにも行ってみたい。今日はありがとうございました。 （Michio） 

16 日 理系 した できた  効率のいい解き方も教えてもらってよかったです。 

16 日 理系 した できた 100 神 （Fuuga） 

16 日 理系 した できた 89 説明がわかりやすかったです。わからないところを丁寧に教えてもらい、理解が深まりました。 （M.H) 

16 日 理系 した できた 100 
とても丁寧に対応してくれて質問しやすかったです。何が重要かということを話してくれて勉強の方針が立ちました。

ありがとうございました。 （K) 

16 日 理系 した できた 100  

16 日 理系 した できた 100 質問に対してとても親身になって対応していただき、解決することができました。ありがとうございます。 

16 日 理系 した できた 85 （楽しみ） 

19 日 理系 した できた 100 中村悠馬さん、わかりやすく丁寧に教えてくれてありがとうございます＼(^o^)／アミノ酸がんばります！！ 

19 日 理系 した できた 80  

19 日 理系 した できた 100 
結構悩んでた問題をすぐに解決してもらえて嬉しかったです。SLA の力はすごいなと思いました（小並感） 奥田さん

のスキンヘッドを見てみたいです。 （KN) 

19 日 理系 した できた 90  

19 日 理系 した できた 100 
２人がかりで丁寧に解説して頂き、本当にありがとうございました！！とても助かりました。今後も、ちょっとの疑問で

も SLA に質問したいと思います。 

19 日  した できた 100  

19 日 理系 した できた 100 机の数ふやしてほしい （りょー） 

19 日 理系 
し な か っ

た 
できた 95 長時間一緒に考えていただいて、問題の考え方が分かりました。 

19 日 英会話 した できた  細かく指摘してもらうことで自分の間違いに気付きやすく、改善すべき所が明確になりました。とても良かったです。 

19 日 英会話   90 英語難しい。なかなか上達しませんが、続けようと思います。 

19 日 英会話 した できた 100 スミットさんが英語が下手な私を適切にサポートしてくれました。ありがとうございました！！ （たかな） 

20 日 英会話  できた  
すごく楽しかった。以前より英語を落ち着いて話せた気がします。文法がまだまだですが、とりあえず勇気だけは持っ

ていたいと思います。 

21 日 理系 した できた 100 小さな疑問にも１つ１つ分かりやすく教えてもらえて大変満足でした。 

21 日 理系 した できた 100 混乱していたところがはっきりして、問題が解決しました！ありがとうございました！ 

21 日 理系 した できた 90  

21 日 理系 した できた 100 
いろんな話をしていただいて、とても興味深かったです！本当にありがとうございました。今度はもう少し早くきます… 

（ひろな） 

21 日 理系 した できた 90 非常に分かりやすかったです。ありがとうございました。 

21 日  した できた 100 最後までやってくれて助かりました。 （りょー） 

21 日 理系 した できた 100 問題も解決し、対応にも満足だったので、何も不満はありません。 

21 日 理系 した できた 100 分かりました！先生の言っていたことも思い返せば理解できました。丁寧に教えていただけてよかったです。 

21 日 その他 した できた 100 パソコンのスキルが皆無なのでパソコンもこれから多く教わりそうです。よろしくお願いします。 （おらさ農家するだ） 

22 日 理系 した できた 100 すごいすっきりしました！ （ミドル G) 

22 日 理系 した できた 85 問題にどう取り組めばよいかわからなかったのですが、教えていただいて、少しわかりました。 （ゆう） 

22 日 理系 した できた 95 教え方が分かりやすくて最高でした！ （sigunamu) 

22 日 理系 した できた 90  

22 日 理系 した  100 説明がわかりやすかったです。 

22 日 理系 した できた 100 ずっと気になっていたことが解決できました。ありがとうございました。 

22 日 理系 した できた 100  

22 日 理系 した できた 100  

22 日 理系 した できた 95  

22 日 理系 した できた 100  

22 日 英会話  できた 90 みんなで楽しく英会話ができてとても楽しかったです。 

22 日 英会話   90 もっと英会話の先生がいたらいいなと思う。 

22 日 英会話 した できた 90 とても難しい内容の話ができて楽しかった。もっと自分の語彙力を高めたいと思った。くやしい！ （Rumi) 

23 日 理系 した できた 100 物理の式の根本的なイメージから説明していただき、とてもわかりやすかったです。 （ぴい） 

23 理系 した できた 100 とても分かりやすくてよかったです。 

23 日 理系 した できた 100 一緒に考えることでより理解が深まりました。 

23 日 理系 した できた 100 理解が遅い自分にもちゃんと付き合ってくれたのでよかったです。あと、分かりやすかった。 （KN) 

23 日 理系 した できた 95  
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23 日 理系 した できた 100 総合実験のレポートが終わりそうです。ありがとうございます。 （S.N.) 

26 日 理系 した できた 100  

26 日 理系 した できた 100 
はじめて利用させてもらいましたが、とても自然なふんいきで質問しやすかったです。また分からないところがあったら、

質問しに来ようと思いました。 （TKYK) 

26 日 理系 した できた 100 数Ⅲ・C を習っていなかったのですが、とてもわかりやすく教えていただき、しっかり理解できました。 

26 日 理系 した できた 100 親身に対応してくれて、いつも心強いです。いつもありがとうございます。 

26 日 理系 した できた 100 
答えが合わず計算過程を確認して頂きました。１つ１つ目で追って確認して下さり、助かりました！ありがとうござい

ました。 

26 日 理系 した できた 100 わからないことに答えていただけてよかったです。また利用したいと思いました。 

27 日 理系 した できた 100 サクサク解決していただきありがとうございました。 

28 日 理系 した できた 100 予習で分からなかったことが、分かるようになった。先生より分かりやすくて良かった。 

28 日 理系 した できた 100 とても分かりやすかったです！ありがとうございました＾＾ 

28 日 理系 した できた 100 さすが でした。 

28 日 理系 した できた 100 今回も問き切れてよかったです。ありがたい。 

28 日 理系 した できた 100  

28 日 理系 した できた 100  

28 日 理系 した できた 100  

28 日 理系 した できた 100  

29 日 理系 した できた 100 私のちょっとした疑問にも答えていただきました。 （化学さん） 

29 日 理系 した できた 100 教えてもらった途端に分かった。 

29 日 理系 した できた 100  

30 日 理系 した できた 100 授業よりも詳しく教えてもらうことができました。ペースを合わせて一緒に考えてくれる雰囲気が良かったです。 

30 日 理系 した できた 100 物理学の SLA は皆神。 （fuuga) 

30 日 理系 した できた 100  

6 月 

2 日 理系 した できた 120 
自然科学総合実験のレポートの考察をとても長い時間一緒に考えていただきました。おかげで良いレポートが書け

ました。ありがとうございます(^^) （作並のくま） 

2 日 理系 した できた  説明を聞いて、授業の内容をちゃんと分かりました。ありがとう！^-^ （楽しみ） 

2 日 理系 した できた 100 
（経済）分からない点をわかりやすく、曖昧にしたままにせず教えていただきました。しかも質問が複数だったのに一つ

一つへの対応が丁寧でした。ありがとうございました。 【掲示不可】 

2 日 理系 した できた 95 
授業で配られた解答を読んでも分からなかったところを教えていただき、とても分かりやすかったです。文系なので周り

に聞ける人が少ないので SLA の先輩に教えていただけるのが助かります。 

2 日 理系 した できた 100 とても丁寧で、分かりやすくてすっきりしました^-^ ありがとうございます！ 

2 日 英会話 した できた 100 
長い間１対１で英会話が出来て、とても楽しかった。同時に、生のタイの歴史が聞けてより興味を持った。自分の世

界史の授業がムダになっていないと感動した。 （Fumi） 

3 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 65 

全く分からなかったところがなんとなーく少し分かったような、実際に解いて理解を深める努力ができる段階までは来

られた気がします。問題を解いてまた分からなくなったら来ます。 

3 日 理系 した できた 100 ていねいに教えていただきありがとうございました。 

3 日 理系 した できた 100 とても分かりやすくて良かった！！左利きでとても親近感があってうれしかったです。 

3 日 理系 した できた 100  

4 日 理系 した できた  具体例がとても分かりやすくてよかったです。 

4 日 理系 した できた 80  

5 日 理系 した できた 100 
今日、対応してくれた TA さんお２人は、とても話しやすくて、かつ、分かりやすい説明をしてくださいました。ありがとう

ございました。また来ます （みな） 【掲示不可】 

5 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。計算が合いました！ 

5 日 理系 した できた 100 いつもお世話になっております。熱力学を教えていただきました。疑問解決しました！ 

5 日 理系 した できた 100  

5 日 理系 した できた 100  

6 日 理系 した できた 100 
線形微分方程式について、教えてもらえいました。実際に紙に例を書いて説明してくださり、非常に分かりやすかっ

たです。分からなかったことが分かっただけでなく、線形代数への興味がわいてきました。 

6 日 理系 した できた 100 分かりやすいヒントをもらえたので全て解くことができました。 

6 日 理系 した できた 100 【掲示不可】 

6 日 理系 した できた 100 親切な対応ありがとうございました。また来ます！ （みな） 【掲示不可】 

6 日 理系 した できた 81 きそはわかったけど応用がわからん！！ （Mina） 

6 日 理系 した できた 80 よくわかりました！時間かけずにスパスパと解説してくれたのが良かったです。 （Y.Y) 

9 日 理系 した できた 99 
私が理解するまで粘り強く教えて頂きありがとうございました。混み合う時間には、もっと人がいた方がいいのかなと思

います。 

9 日 理系 した できた 90 教授方とは比べ物にならないぐらいわかりやすかったです。ありがとうございました。 

9 日 理系 した できた 100 ていねいに教えてもらって解決できた。 （ニッキー） 

9 日 理系 した できた 100 とてもわかりやすかったです。また利用させて頂きたいです。 （みく） 【掲示不可】 

9 日 理系 した できた 95 
SLA は場所が分かりにくかったので、来たことがなかったが、説明を聞いて理解がとても深まったのでまた利用したい。 

（丘） 

9 日 理系 した できた  とてもわかりやすくて、理解がふかまりました。ありがとうございました。 

9 日 理系 した できた 100 テイラー展開の大切さを学んだ。 （いっしー） 

9 日 理系 した できた 100  

9 日 理系 した できた 100  

9 日 理系 した できた 100  

10 日 理系 した できた 
6.02×

1023 

問題が解けてよかったです。対応もフレンドリーで楽しかったです。これでレポート提出もばっちりです。 （アボガドロ１

と２） 

10 日 理系 した できた 90 ていねいに解説していただきありがとうございました。 

10 日 理系 した できた 100 
勉強不足が露呈してしまい、心が折れそうになりましたが、やさしくねばり強く対応していただけたので感動しました。

ありがとうございます。 

10 日 理系 した できた 100  

11 日 理系 した できた 100 初めてだったが、分かりやすかった。 

11 日 理系 した できた  内容の理解のとき、かなり初歩から丁寧に教えて頂けて良かったです！ 
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11 日 理系 した できた 100 たくさんの問題を長時間教えてくださりありがとうございました。 

11 日 理系 した できた 100 
佐藤諒さんありがとうございました。サバサバ冷静にアドバイスしていただいて助かりました。本当にありがとうございま

す。親しみやすかったです！！ 

11 日 理系 した できた 90 丁寧に説明して頂けました。ありがとうございます。 （白秋） 

11 日 理系 した できた 100 問題を解く過程について適切な回答及び糸口をつかめた。 （りんぞー） 

11 日 理系 した できた 100 感動的に分かりやすかったです！ （だいき） 

11 日 理系 した できた 100 解説が丁寧でした。 

11 日 理系 した できた 79  

11 日 理系 した できた 80  

11 日 理系 した できた 100  

12 日 理系 した できた 100 とても親切に教えて下さって、よく理解できました。ありがとうございました。 

12 日 理系 した できた 80 今回初めて利用したのですが、とても分かりやすい説明で、理解できました。ありがとうございました。 

12 日 理系 した できた 90 とっても分かりやすかった。 

12 日 理系 した できた 60 わからないことがわかってよかった。 

12 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた  分かりやすかったです。ありがとうございました。 

12 日 理系 した できた 95 とび込みでしたが、丁寧に対応してくれました。 （774） 

12 日 理系 した できた 95 
用語の基礎から教えてもらってとてもありがたかったです。すぐ理解できる子じゃないので大変だったと思います。ごめ

んなさい； （世紀末給水主） 

12 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 120 教えてくれた方がすごかった。天才だと思った。 

12 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 100 何も分からない状態で質問してしまったけれど、丁寧に教えてもらえてよかったです。 

12 日 理系 した できた 75 授業の先生よりもわかりやすかったです。 

12 日 理系 した できた 99  

12 日 理系 した できた 90 （いっしー） 

12 日 その他 した できた 100 
初めて利用させてもらいました。ずっと疑問だったけど、基本すぎて誰にもきけなかったレポートの書き方を納得するま

で教えてもらえたのでよかったです＼(^^)／ （もえ） 

13 日 理系 した できた 100 助かりました。 

13 日 理系 した できた  こちらの複雑な質問にもていねいに答えてくださってありがとうございました。 

13 日 理系 した できた 100 発問をベースとした理解のさせ方をして頂き、スムーズに納得できました。 （うっちー） 

13 日 理系 した できた 100 
ずっと分からず悩んでいたけど、定義の理解不足だったことに気づきました。定義をおろそかにしてはいけない。 

（S.K) 

16 日 理系 した できた 100 めっちゃわかりやすかったです。 

16 日 理系 した できた 90 偏微分など演算子の意味の理解が深まったので良かったです。 

16 日 理系 した できた 120 すごく分かった！！理解できてもやもやした気持ちがすっきりしました。 

16 日 理系 した できた 90 分からなかったポイントを丁寧に説明していただいたので、大変ありがたかったです。 

16 日 理系   100 説明が親切で、理解しやすかった。また、もっと簡単な方法を教えてくれて、ありがたいと思います。 （mfhmzh） 

16 日 理系 した できた 100 全くわからなかった問題を一からとても親切に教えていただき、本当に感謝です。ありがとうございました。 

16 日 理系 した できた 100 
先生が詳しく教えてくれて嬉しかった。たぶん３時間以上かかったのにずっと丁寧で頭が上がらない思いです。ありがと

うございました。 （SAKI) 

16 日 理系 した できた 100 優しかった。（BF) 

16 日 理系 した できた 120 
オーダーの話を、分かるまでていねいに教えてくれました。すごくよく分かり、納得できました。ありがとうございました。 

【掲示不可】 

16 日 理系 した できた 85 基本の部分を教えていただいたので、私が見落としていた根本のところから分かりました。 

16 日 理系 した できた 100 とても分かりやすかったです！またよろしくお願いします。 （かっさ） 

16 日 理系 した できた 100 長時間にわたり、辛抱強く指導して頂きました。 （うっちー） 

16 日 理系 した できた 100 心配だった部分が解消できてほっとしました。 （田中） 

16 日 理系 した できた 100 頭をかなりつかったので訓練になった。 

17 日 理系 した できた 75 問題が解けたのでよかったです。 

17 日 理系   100 かんたんな質問から、量子力学の大まかな概念まで、親切に説明していただきました。 （うっちー） 

17 日 その他 した できた 100 

今回初めて SLA を利用させていただきました。二人の先輩にレポートを見ていただいて、違う観点からアドバイスを

もらうことができて、とてもよかったです。親切に教えて下さって、とてもうれしかったです。ありがとうございました。 （ゆ

き） 

18 日 理系 した できた 80 楽しかったです。 

18 日 理系 した できた 100 すごくわかりやすかったです ^o^ 

18 日 理系 した できた 90 分かりやすい説明で疑問点を解決できた。今後も利用させてもらいます。よろしくお願いします。 【掲示不可】 

18 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

18 日 理系 した できた 100 大変分かりやすかったです。 

18 日 理系 した できた 100 
微分方程式の概念から分からなかったのですが、丁寧に全て教えていただいて自分で問題が解けるようになりまし

た！ （WILLPOLIS2014) 

18 日 理系 した できた 80  

18 日 理系 した できた 100  

18 日 理系 した できた 85 (^-^) 

18 日 理系 した できた 120  

19 日 理系 した できた 98 最高！ （sigunamu) 

19 日 理系 した できた 85 自分でもっとやらなければいけないと実感しました。 

19 日 理系 した できた 100 丁寧でわかりやすかったです。 

20 日 理系 した できた  丁寧に解説して頂いてありがとうございました！ 

20 日 理系 した できた 87 いい先生にあうとすぐおわる！ （37） 

20 日 理系 した  100 細かく分かりやすかったです。 

20 日 理系 
ど ち ら で

もない 

どちらでも

ない 
50  

23 日 理系 した できた 100 じっくり教えてもらえたので良かった。 

23 日 理系 した できた 100 微分方程式について理解できました。ありがとうございました。 

23 日 理系 した できた 100 超悩んだが、最後には問題をとくことができたのでよかった。 
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23 日 理系 した できた 90 ラグランジュの剰余項とコーシーの剰余項の誤差の変動を C 言語で組んで調べてみようと思います。 （いっしー） 

23 日 理系 した できた 100 丁寧に教えてもらえたので良かった。優しくて質問しやすかった。 （ゆーき） 

23 日  
ど ち ら で

もない 
できた 90 長かったのに根気強く教えてくださりありがとうございました。 

24 日 英会話  できた 80 
英会話ではなくプレゼンの練習としての利用でしたが、とても丁寧に対応してもらえました。発音など不安なところが

解決できたのでよかったです。どうもありがとうございました。 

24 日 英会話 した できた 100 
とても丁寧に文構造を見て頂き、その後の英会話のレッスンも、苦しいが充実したものでした。もっと英語を勉強しよ

うと思えました。 （うっちー） 

25 日 理系 した できた 70 質問途中に 17：50 になってしまい、バタバタと後半を飛ばしてしまった。 

25 日 理系 した できた 90 専門だったにも関わらず快く対応していただけて本当に助かりました。ありがとうございました。 （S.Y.) 

25 日 理系 した できた 100 
分からなくても丁寧に根気よく教えていただけたので良かったです。計算が遅くても待っていてくださって、助かりまし

た。 

25 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 100 

時間が無いと言ったが、その時間内で丁寧に対応してくれた。根本的なところさえわからなかったが、それが理解でき

たような気がした。 

25 日 理系 した できた  おかげさまで展望が開けた。 

25 日 理系 した できた 90 （やっしー） 

25 日 理系 した できた 100  

25 日 理系   100 （こん） 

25 日 理系 した できた 100  

25 日 理系 した できた 95  

26 日 理系 した できた 100 量子力学のおもしろさまで伝えて頂きました。おもしろすぎて鳥肌が立ちました。 （うっちー） 

26 日 理系 した できた 100 とても分かりやすく、基本からていねいに教えてもらった。また利用したいと思った。 （M) 

26 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた  難しい問題をわかりやすく丁寧に教えてくださりありがとうございました！ （M) 

26 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 98 (^-・ω・-^)ニャー！ （(´・ω・｀)） 

26 日 理系 した できた 100 
参考文献も用意してくれたのでとても分かりやすく、参考になりました。今回は長時間に渡ってありがとうございまし

た。 

26 日 理系 した できた 100 親しみやすくて、説明もわかりやすかった。 

26 日 理系 した できた 90 
一番困っていた問題が解決できてよかったです！次の授業があったので切り上げましたが、時間があったらもっといろ

いろ聞きたかったです。 

26 日 理系 した できた 100  

26 日 理系 した できた 100  

26 日 理系 した できた 100  

26 日 理系 した できた 100  

27 日 理系 した できた 100 ヤコビアン！ （うっちー） 

27 日 理系 した できた 100 
教科書やノートを見ても分からなかった所を基本から方針を一緒に考えてもらって分かりました。前回利用した後も

中間テストでバッチリでした！いつもありがとうございます。 

27 日 理系 した できた 100 （ああああ） 

30 日 理系 した できた 120 何度やっても合わなかった積分を、答えまで導いて頂きました。解法がわかって感動しました。 （うっちー） 

30 日 理系 した できた 100  

30 日 その他 した できた 100 次回も参加したい。レポートがんばります！ 

30 日 その他 した できた  ワードの使い方にまだ慣れていなかったので、助かりました。またこういったセミナーを開いていただきたいです。 （Mai) 

7 月 

1 日 理系 した できた 100 
量子力学…。慣れるのが大変ですが、あきらめないで学習しますので引き続き質問対応よろしくお願いします。 

（うっちー） 

1 日 英会話  できた 90 英語力のなさを実感しました。 

1 日 英会話 した できた  おもしろかったです。 

1 日 英会話 した できた 120 オモシロかったです。 （しゅ～） 

2 日 理系 した できた 100 丁寧に教えていただきありがとうございました。 

2 日 理系 した できた 100 丁寧で分かりにくかった部分もよく分かった。考え方重視で教えてもらった。 

2 日 理系 した できた 100 ふつうにわかりやすかったです。 （うっちー） 

2 日 理系 した できた 100 自分が失っていた視点を与えて下さいました。ありがとうございます。 （うっちー） 

2 日  した できた 98 いつもお世話になっています。ありがとうございました。 

2 日 理系 した できた 100 分かりやすかったです。 

2 日 理系 した できた  分かりやすかったです。 

2 日 理系 した できた 95 分かりやすかった。 （みつお） 

2 日 理系 した できた 100 すごい丁寧に教えていただいて、疑問点が明らかになるだけでなく、勉強の意欲が高まりました。 

2 日 理系 した できた 100 
３限と５限の時間にたくさん教えていただき、ありがとうございました。とても丁寧に教えていただき助かりました！ （ぽ

っちゃん） 【掲示不可】 

2 日 理系 した できた 100  

3 日 理系 した できた 100 分かりやすく教えてくださったので問題が解けました。ありがとうございました。 

3 日 理系 した できた 100 実際に問題を解きながら解説していただいてわかりやすかったです！ 

3 日 理系 した できた 100 分かりやすかった。また利用しようと思った。 

3 日 理系 した できた 100 初めてだったがわかりやすかった。 

2 日 理系 した できた 100 
科目の質問だけでなく、Excel(?)的なというか数学的な？（最小二乗法）理解が深まりました！いつもありがとうござ

います＼(^o^)／ 

3 日 理系 した できた 100 
レポートの問題が全く分からなかったのですが、大勢で押しかけたにもかかわらず、丁寧に熱心に教えてくださったので

助かりました。ありがとうございました。 

3 日 理系 した できた 70  

3 日 理系 した できた 100  

3 日 英会話  できた 100 英会話はいろんな人と会えるので楽しいですよ。 （黒ぶち） 

3 日 英会話 した できた 100 初めての英会話で緊張しましたが、英語でたくさん会話をして楽しむことができました。 （えりな） 

4 日 理系 した できた 100 
とてもわかりやすく説明してくれたので、ずっとわからなかった所がすっきりと理解できました。対応が丁寧で質問しやす

かったです。 （傘腹） 
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4 日 理系 した できた 80 物理のレポートでお世話になりました。丁寧に対応していただき、たすかりました。 

4 日 理系 した できた 90 ルジャンドル変換わかりました。大人になりました。（もう子供ではないです） （サトウ） 

4 日 理系 した できた 120 ありがとうございました。 

7 日 理系 した できた 80 ありがとうございました。 

8 日 理系 した できた 100 とてもわかりやすい解説で、問題を解くことができました。 （きょうこ） 

8 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 （まりえ） 

8 日 理系 した できた 90 ありがとうございました。 

8 日 理系  できた 80 意見を入れるすきがあったのでやりやすかった。 

8 日 理系 した できた 90  

8 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 100  

8 日 その他 した できた 125 
丁寧に教えていただいて、楽しかったです。わからなかったところも一人で解決できるように説明してもらえたので、自

分の力になった気がします。 （ミー） 

9 日 理系 した できた 90 親しみやすかった。 （つだっしー） 

9 日 理系 した できた 100 途中、理解ができず苦しかったのですが、何回も聞いて理解できるようになったのでうれしかったです！ （もっちゃん） 

9 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 80 分かりやすく教えていただきました。 （だいき） 

9 日 理系 した できた  助かりました。 

9 日 理系 した できた 100 １２章も関連付けて分かりやすかった。 

9 日 理系 した できた  分かりやすかった。 

9 日 理系 した できた 80 ほぼ理解。「？」は消えないけど。 （me） 

9 日 理系 した できた 100 こちらが理解しているか確認しながらすすめてくれたので、とてもわかりやすかったです。 （傘腹） 

9 日 理系 した できた 100 深いところまで踏み込んで解説していただいて、さらに理解が深まりました！ 

9 日 理系 した できた 100  

9 日 理系 した できた 100  

9 日 理系 した できた 200  

9 日 理系 した できた 100  

10 日 理系 した できた 100 初めてでしたが親切に対応していただけて良かったです。ありがとうございました。 （ゆか） 

10 日 理系 した できた 100 解決しました。ありがとうございました。 【掲示不可】 

10 日 理系 した できた 100 基本的な概念で詰まっていたのでそれを理解することで理解度が深まったのでよかったです。 （船長） 

10 日 理系 した できた 100 最高(^・ω・^)！ （ニャース） 

10 日 理系 した できた 100 とてもわかりやすかったです。 

10 日 理系 した できた 100 くわしいところまで教えて頂きありがとうございました！ 

10 日 理系 した できた 100 たのしかったです。またきます。 

10 日 理系 した できた 100 ていねいにおしえてもらってありがとうございました。 

10 日 理系 した できた 90 １から１０まで分からない私に丁寧に教えて下さり助かりました！ 

10 日 理系 した できた 100 とにかく分かりやすかったです！長い間ありがとうございました！ （(・∀・)） 

10 日 理系 した できた 100 ちょー分かりやすかったです！！ 

10 日 理系 した できた 100  

10 日 理系 した できた   

10 日 理系 した できた 100 ありがとうございました！ 

10 日 理系 した できた 100  

10 日 理系 した できた 100  

10 日 理系 した できた 100 化学 A をききに来ました。簡潔でわかりやすい説明でした。来て良かったです。ありがとうございました。 （しゅー） 

10 日 英会話   80 グループでの英会話は楽しいのですが、しゃべる回数が必然的に少なくなってしまいますね(´・ω・`) 

10 日 英会話 した できた 85  

10 日 英会話 した できた 100  

11 日 理系 した できた 100 知り合いに似てました。 

11 日 理系 した できた 79 楽しかったです。また来たいと思いました。 

11 日 理系 した できた 90 ヒントをたくさんいただきました。これから問題をとけそうです。とてもききやすい雰囲気でした。助かりました。 （しゅー） 

11 日 理系 した できた 80  

14 日 理系 した できた  よく理解できた。 

14 日 理系 した できた 100 優しく教えてくれてうれしかった。 

14 日 理系 した できた 100 先輩方もテストがんばってください。 

14 日 理系 した できた 90 非常に丁寧な対応に感動しました。ぜひまたききにきたいと思いました。 （Tom) 

14 日 理系 した できた 95 問題が解けなくて困っていたので、方針を教えていただき助かりました。ありがとうございました。 （ざっきー） 

14 日 理系 した できた 100 分かりやすかったです！！ 

14 日 理系 した できた 98 わかりやすいです。 

14 日 その他 した できた 100 
レポートを書いていて、自分では気づかなかった不自然な部分を指摘していただいて参考になりました。不安だった

ところも解決し、書き直したものは自信を持って提出できそうです！ 

15 日 理系 した できた 100 終了間際にも関わらず教えてもらってとても良かった。 （スズキ） 

15 日 理系 した できた 100 テストがんばってください！ 

15 日 理系 した できた 100 分かりやすい説明で、イメージしやすく、納得することができました。 【掲示不可】 

15 日 理系 した できた 100 すばらしい。 

15 日 理系 した できた 100  

15 日 その他 した できた 85  

16 日 理系 した できた 85 一応わかったと思う。 （S.S) 

16 日 理系 した できた 85 帰ってからがんばってみます。 （島崎） 

16 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 80 本当にありがとうございました。私の頭が悪いのでまた聞きに来たいと思います。 （さき） 

16 日 理系 した できた 100 気になっていたことが解決できたのでとても満足です！！またよろしくお願いします。 （K.K) 

16 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 100 ありがとうございました。また聞きに来ます。この教科書がむずかしいですね。 （さき） 

16 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

16 日 理系 した できた 99 とてもわかりやすかったです。 

16 日 その他 した できた 90 分かりやすかった。 （K.S) 
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16 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 60 化学の時間ではないのに教えていただいて助かりました。 

16 日 理系   80 （Nick) 

17 日 理系 した できた  わかりやすく教えてもらって、とても感謝しています。 【掲示不可】 

17 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

17 日 理系 した できた 100 
SLA の方に教えて頂いていつも思うのは、質問の内容はもちろんのこと、周辺の知識も、おもしろく教えて下さるとい

うことです。それが後になって非常にためになります。 （うっちー） 

17 日 理系 した できた 100 やっと解決することができました。ありがとうございました。 

17 日 理系 した できた 100 ノートの証明が分からなかったのですが、解読して下さってありがとうございました！とても分かりやすかったです✨ 

17 日 理系 した できた 90 
全く分からなくて手が付けられなかった化学の問題の解き方が分かった。自分の元々の理解度が低すぎて申し訳な

かったのですが、おかげ様で解決しそうです！ （まろん） 

17 日 理系 した できた 100 とても丁寧に教えていただいてうれしかったです。 

17 日 理系 した できた 100 すごく基礎的な知識から説明していただいて、わかったことに感動しました！ 

17 日 理系 した できた 100 山下さんありがとうございました！！ （皆川） 

17 日 英会話 した できた 95  

17 日 英会話 
ど ち ら で

もない 
できた 50 （←自分が） 英語が話せて楽しかった。もっと自由に話してみたい。 

17 日 英会話  できた 100  

18 日 理系 した できた  混乱していたことが、解決しました。分かりやすく説明していただきありがとうございました。 

18 日 理系    化学のスタッフの方がもう少し多いと嬉しいです！テスト前のみ増える、などの措置があるといいな… 

18 日 理系 した できた 100 基礎から丁寧に教えていただけてとても分かりやすかったです。本当にありがとうございました。助かりました。 

18 日 理系 した できた 100 とても丁寧にありがとうございました。 （まい） 

18 日 理系 した できた 100 
農学部１年生で化学 A を教えていただきました。とても分かりやすく非常に感激しました。本当にどうしたらよいか分

からず途方に暮れていたので心から感謝しています。ありがとうございました！！ （ルンバ） 

22 日 理系 
し な か っ

た 
 20 分かった所はかなり分かりました！ 

22 日 理系 した できた 90 ベクトル場とスカラー場のイメージが分かったのが、大きな収穫となりました。 

22 日 理系 した できた 90  

22 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた   

23 日 理系 
し な か っ

た 

どちらでも

ない 
70 

とても親切で丁寧に教えてくださいましたが、結局よくわからないまま終わってしまいました。自分で考えていった途中

までの計算方法も正しいのかどうか不安が残ってしまいました。 

ありがとうございました。 （M.A) 

23 日 理系 した できた 90 ありがとうございました。 （わぞーすきー） 

23 日 理系 した できた 100  

23 日 理系 した できた   

23 日 理系 した できた 100  

23 日 理系 した できた   

24 日 理系 した できた 80 解き方が分からなかった問題を詳しく解説していただき、とても助かりました。 （S.Y) 

24 日 理系 した できた 90 遅くまで丁寧に教えて頂いてありがとうございました！ 

24 日 理系 した できた 100  

24 日 理系 した できた 100  

24 日 英会話 した できた 99.9 
３ヶ月間通いましたが、英語の進歩というよりは話すことの度胸がついたと思います。これも楽しい授業だったからであ

り、来セメも機会がありましたら通いたいと思います。ありがとうございました。 （ペンギン） 

24 日 英会話  できた 99  

25 日 理系 した できた 95 考える力を育ててくれている感じがしました！！テスト頑張ります。ありがとうございました。 （ゆうゆう） 

25 日 理系 した できた 100 話しやすく、疑問にも丁寧に答えて頂いたので大変満足しております。 

28 日 理系 した できた 100 化学の質問をしましたが、丁寧に教えて頂きました。本当にありがとうございました。 （しからを） 

28 日 英会話  できた  ハリーポッターについて日本語と英語の両面から色々と議論できて楽しかったです＾＾ 

28 日 英会話  できた 999 自分の英語力の無さに落胆しました。これからも勉強し続けたいです。 

29 日 英会話  できた 100 

初めてでしたが話しやすくて良かったです。自分は話を続けるのが苦手なので気まずくならないか不安でしたが、向こ

うから質問をどんどんしてもらうことで話が続いて、自分からも話し出すことができて安心しました。また、利用したいで

す。 （リヨー） 

31 日 理系 した できた 100 本当にありがとうございました。再試頑張ります。 （ニャンコ） 

8 月 

1 日 理系 した できた 90 自分の力で解かせて頂いてありがとうございました。 （ゆーた） 

10 月 

6 日 理系 した できた 100 数物頑張ります！ 

6 日 理系 した できた 100  

7 日 理系 した できた   

7 日 理系 した できた 98 とても分かりやすい説明で助かりました。 

7 日 理系 した できた 90 程よくヒントをくれて、やりやすかった。でも内容が難しくて、イマイチ理解できない部分もあった。 

7 日 理系 した できた 90 難しかったけれどなんとか理解できました。 

7 日 理系 した できた 75 根本から考えさせられて「そもそも」を意識させられて自分の理解の浅さを思い知らされた。 

7 日 理系 した できた 100  

8 日 理系 した できた 100 とにかく問題が解決したことに、SLA 満点。 （ジョン） 

8 日 理系 した できた 85 数物演習Ⅱの内容を質問した。ベクトル場のイメージを明確にできた。丁寧な解説ありがとうございました。 

8 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

8 日 理系 した できた 100 線積分と面積分のちがいが分かりました。よかったです。 

8 日 理系 した できた 95 例えが分かりやすかった。 

8 日 理系 した できた 100 
どの程度妥協しながらテキストを進めるべきか、悩むこと自体にも価値があると気づかせて頂き、有意義な時間でし

た。 （うっちー） 

8 日 理系 した できた 93 テキストが分かりにくいので助かります。テキスト作ってる人に SLA から教えてあげてほしいほど。 【掲示不可】 

8 日 理系 した できた 100 誤解がとけてよかった。 



  

44 

 

8 日 理系 した できた 100  

8 日 理系 した できた 100  

9 日 理系 した できた 100 自然科学総合実験での失敗の原因や問題への取り組み方がとてもよく分かった。 

9 日 理系 した できた 95 
ガウスの定理と波動方程式について聞きに行きましたが、どちらも分かりやすく説明してもらえたのでよかったです。ど

んな本でもサラッと飛ばしてしまうところもこちらの知識に合わせて細かく教えてくれるので助かります。 （ヘミング） 

9 日 理系 した できた 100  

10 日 理系 した できた 100 
ドットを使った微分の表記に慣れないところを、ていねいにサポートして頂きました。くじけそうになっていたので、やる気

を頂いてとても助かります。 （うっちー） 

10 日 理系 した できた  
レポートの書き方は、臨機応変に項目を工夫する必要があることが分かりました。あと、友人と議論して進めること

が大切だと言われたので、実行してみたいと思います。ありがとうございました。 

14 日 理系 した できた 100 
やさしくおしえていただきました。しかも必要な部分だけすばやくおしえてくれたので慣れているのだなあと思いました。

ありがとうございました。 （ヤス） 

14 日 理系 した できた 100 数学が苦手な私でも分かりやすかったです！ 

14 日 理系 した できた 100 自分ではどうまとめていいかわからなかったデータをまとめられてとても助かりました。 

14 日 理系 した できた 100 大変わかりやすかったです！中島さん、北原さんありがとうございました。 （Y.Y) 

14 日 理系 した できた 85  

14 日 理系 した できた 100  

14 日 理系 した できた 100  

15 日 理系 した できた 100 解き方がわかって安心しました。マックスウェル方程式が表している現象を端的に教えてくださって、スッキリしました。 

15 日 理系 した できた 100 よくわかりました。 

15 日 理系 した できた 100 問題だけでなく、教科書の説明もしてくれて良かった。混んでなかったので、じっくりできた。 

15 日 理系 した できた  とても親切に解説してくれてうれしかった。 （John) 

15 日 理系 した できた 100 わかりました。 

15 日 理系 した できた 100 サクサク解決していただきありがとうございました。 

15 日 理系 した できた 95 分かりやすく説明してくれてよかった。 

15 日 理系 した  100 分かりやすかったです。 

15 日 理系 した できた 90 問題だけでなく、それを解くためのいろいろな情報があってよかったです。 

15 日 理系 した できた 100 短時間で分かりやすく説明していただきました。 

15 日 理系 した できた 99.9 点はなんとなくです。 

15 日 理系 した できた 90 +αのことも知ることができてよかった。 (アー) 

15 日 理系 した できた 100 説明が分かりやすかったです。 

15 日 理系 した できた 100 力学演習Ⅱを教わりました。ありがとうございました。 

15 日 理系 した できた 100  

15 日 理系 した できた   

15 日 英会話 した できた 99  

16 日 理系 した できた 100 言葉が難しく、何がどんなことを表すのか分からなかったが話をしながらまとめることでよく分かるようになった。 

16 日 理系 した できた 95  

16 日 理系 した できた 100  

17 日 理系 した できた 100 分からなかった概念を徹底的に指導してもらい、非常に分かり易かったです。 （ugs） 

17 日 理系 した できた 90 方針をわかりやすく教えて下さったので、考えながらできました！ありがとうございました！ （Y.Y) 

17 日 理系 した できた 100 Imf と Kerf、全く分からなかったのにイメージがつかめました！ありがとうございました！ （Y.Y) 

17 日 理系 した できた 100 学習していなかった範囲を一から学ぶことができとても助かった。 

17 日 理系 した できた 90 デルタ関数のイメージが鮮明になった。教科書にない定義等を教わることができてためになった。 

20 日 理系 した できた 100 助かりました。ありがとうございます。 （M.G) 

20 日 理系 した できた 100 分かりやすく授業では気づけなかった発見があった。 

20 日 理系 した できた 95 とても話しやすかった。数物演習でこれからも来ると思います。よろしくお願いします。 

20 日 理系 した できた 100 （とくめい） 

20 日 理系 した できた 80  

20 日 理系 した できた 100  

21 日 理系 した できた 120 
チョーワカッタ！やったぁ！ 

本当にわかり易く、大変助かりました。これからもよろしくお願いします。 （タケフシ） 

21 日 理系 した できた 95 初めて相談したけど丁寧に教えてくれてよかった。 

21 日 理系 した できた 100 とてもわかりやすかったです。ありがとうございました。 

21 日 理系 した できた 100 演習問題の解き方を聞くつもりで来ましたが、それだけでなく、デルタ関数の理解を深められてよかったです。 

21 日 理系 した できた 90 SLA の方がとても丁寧に分かりやすく教えて下さって助かりました。 （あ） 

21 日 理系 した できた 90 けっこーわかりやすかった。 （F） 

21 日 理系 した できた 90 ていねいにおしえていただきました。 （宏太） 

21 日 理系 した できた 100 今後も利用したいと思いました。 

21 日 理系 した できた 90 よかった。 （ハヤト） 

21 日 理系 した できた 100  

21 日 英会話  できた 100 また来ます！ 

21 日 英会話 した できた 100 またこようと思います！おねがいします。今回はありがとうございました。 （ゆーま） 

22 日 理系 した できた 100 Thank you! I love you guys! (JOHN) 

22 日 理系 した できた 80 デルタ関数がむずかしいです。 

22 日 理系 した できた 100 分かりやすい。 

22 日 理系 した できた 100 
丁寧の説明でしっかり理解できました。質問でどこが分かりにくいか、などを SLA の方がおさえて、そこも解説があって

とても分かりやすかったです。ありがとうございました。 （H.N） 

22 日 理系 した できた 100 数学で初めて出てきた定理がよく分からなかったが使い方や使って何を求めるか分かるようになった。 

22 日 理系 した できた 100 3 人もの方に教えていただき、興味深いお話がたくさん聞けました。 

22 日 理系 した できた 200 やはり数物のテキストは早とちりで言葉足らずで不足している点は多いが、私は彼女を愛したい。 （ウェイｗ） 

22 日 理系 した できた 100 よかった。 

22 日 理系 した  105 すごく分かりやすかったです。 （もってぃ） 

22 日 理系 した できた 185 とってもわかりやすかったです☆ 

22 日 理系 した できた 100  

22 日 理系 した できた 100  

22 日 理系 した できた 100  
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22 日 理系 した できた 75  

22 日 理系 した 
どちらでも

ない 
  

22 日 理系 した 
できなかっ

た 
50  

22 日 理系 した できた 100  

22 日 理系 した できた 100  

22 日 理系 した できた 70  

22 日 理系 した できた 95  

22 日 英会話 した できた 70 次はもう少し自発的に話します！また来ます！ （たろう） 

23 日 理系 した できた 100 いつも考え方やまとめ方がうまくまとまらないときに話がきけるとありがたいです。 

23 日 理系 した できた 90  

23 日 理系 した できた 90  

23 日 英会話  できた  楽しかった。でも、英語を話せるようにもっと勉強する必要性を感じました。 

23 日 英会話  できた 100 沢山話せてよかったです！ （ゆ） 

23 日 英会話 した できた 100 ありがとうございました。また利用します。 （ゆーま） 

24 日 理系 した できた ?  

24 日 理系 した できた 100 やっとレポートのまとめにとりかかれそうです。いつもお世話になっています。 

27 日 理系 した できた  ありがとうございました。 

27 日 理系 した できた 100 丁寧に解説していただいてありがとうございました！ 

27 日 理系 した できた 100 関西弁が良かった。 

27 日 理系 した できた 80  

28 日 理系 した できた 100 親しみやすかった。 

28 日 理系 した できた 100 とても分かりやすく説明していただきました。ありがとうございました。 

28 日 理系 した できた 100 よかった。 （F） 

28 日 理系 した できた 100 
ものすごくあわただしかったにもかかわらず要点だけわかりやすく教えていただけて良かったです！ありがとうございまし

た！ （Y.Y） 

28 日 理系 した できた 90  

28 日 理系 した できた 100 （かな） 

28 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 80  

28 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 80  

28 日 理系 した できた 90  

28 日 理系 した できた 90  

28 日 理系 した できた 100  

28 日 理系 した できた 100  

28 日  した できた 95 （ヤス） 

28 日 英会話 
ど ち ら で

もない 
できた 80 まだまだ自分の実力をつけねばと思いました。 （ガンガン） 

28 日 英会話   85 次はトピックで話し合ってみたいです。日本だと改めて自己紹介することも少ないので楽しかったです。 （たろう） 

28 日 英会話   70 もっと質問できたらなって思いました。 （ユッケー） 

28 日 英会話  できた 100 あまり話せなかったので次回はもっと喋れるようになりたいです。 （有野芹菜） 

28 日 英会話  できた 100 楽しかったです。 （みずほ） 

29 日 理系 した できた 100 よくわかりました！ 

29 日 理系 した できた 100 自分で考えられるように教えてくれたので理解して問題を解けるようになった。 

29 日 理系 した できた 100 来て良かったと思った。 

29 日 理系 した できた 100 方針を教えてもらったからあとは自分でやるだけです。 （いいね） 

29 日 理系 した できた 100 テキストだけではよく分からなかったところもていねいに説明してもらえて助かりました。 （TT） 

29 日 理系 した できた 90 わかりやすかった。 （こう） 

29 日 理系 した できた 100 自分できちんと考えさせてくれる対応だったと思います。 （ネオ） 

29 日 理系 した できた 100 分かりやすく教えていただきました。 

29 日 理系 した できた 90 分かりやすかった。 

29 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 80  

29 日 理系 した できた 90  

29 日 理系 した できた 100  

29 日 理系 した できた 100  

29 日 理系 した できた 100  

29 日 英会話 した できた 99 いろいろ話せて楽しかったです☆ （がんがん） 

30 日 理系 した できた 100 データがどのように扱うか分からなかったところの対処法が分かった。 

30 日 理系 した できた 100 
物理という自分にとって何も分からない教科について、参考書を見せて頂くなどして道筋を示して下さいました。がん

ばります。 （うっちー） 

30 日 理系 した できた 95 分かりやすい説明でたすかりました。 

30 日 理系 した できた 100 イメージがつかみにくい問題でしたが基礎から説明してくださってありがとうございました。 （yuppo） 

30 日 理系 した できた 100 こんがらがっていた所がすっきりしました。ありがとうございます。 （M.G) 

30 日 理系 した できた 95 問題できてうれしかった。 （ｆｆｐ） 

30 日 英会話 した できた 90 SAP の相談もできてよかった。昨日よりは聞き取ることが出来たと思います。 （ユッケー） 

30 日 英会話 した できた 100  

30 日 英会話 した できた 100  

11 月 

4 日 理系 した できた 100 ひとりでは歯が立たない問題だった。授業でも理解できなかったので、とても助かった。また来ようと思った。 

4 日 理系 した できた 80 あいまいなところが分かりました。ありがとうございました。 

4 日 理系 した できた 100  

4 日 英会話   90 トピックがあった方が、話しやすくて楽しかったです。 
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4 日 英会話  できた 90 楽しく会話ができました。 

4 日 英会話  できた 100 前よりも英会話ができてよかったです。 

4 日 英会話   100 なんて言えばいいのかわからない表現を知れて良かったです。 （みずほ） 

4 日  した できた 100 本当にありがとうございました！！ 

5 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

5 日 理系 した できた 90 ずいぶん長時間だったが、飽きずにしっかり対応してくれました。 

5 日 理系 した できた 100 長時間ありがとうございました。 

5 日 理系 した できた 100 いつもありがとうございます。 

5 日 理系 した できた 100 分かりやすかった！！ 

5 日 理系 した できた 80 今日の人は良かった。 （やまディー） 

5 日 理系 した できた 100  

5 日 理系 した できた 100  

5 日 理系 した できた 100 （MAX) 

5 日 理系 した できた   

5 日 理系 した できた 98  

5 日 理系 した できた 100  

5 日 理系 した できた 100  

5 日 理系 した できた 100  

5 日 理系 した できた  （RiYa） 

6 日 理系 した できた 90 分かりやすかったです。 

6 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 70 自分だけでは解決できなかったので、今回利用できてよかった。 

6 日 理系 した できた 100 構造がイマイチ分からなかった物質を説明していただいて本当にありがたいです！ 

6 日 理系 した できた 120 （tomugs） 

6 日 理系 した できた 90  

6 日 英会話 
ど ち ら で

もない 
できた 100 とても楽しかったです！親切に対応してくれてありがとうございました。 （リキ） 

7 日 理系   100 予習の仕事について学べたのは良かった。教科書に書いてあることが理解しやすくなった。 （ネオ） 

7 日 理系 した できた 100  

10 日 理系 した できた 100 難しい問題の解決に手伝っていただいて感謝しています。 

10 日 理系 した できた 95 真剣に話を聞いてくれて、理解するまでしっかりと説明してくれました。ありがとうございました。 （傘） 

10 日 理系 した できた 90 

空いていたせいもあると思いますが、１コマ分以上の時間を割いて対応していただきました。基本のこともわからない

ままだったので、昔に戻って説明してもらえたりもしました。前よりだいぶ分かるようになったと思います。ありがとうござい

ました！ 

10 日 理系 した できた 70 自分でもっと疑問点を探すべきでした。 （ぽん） 

10 日 理系 した できた 100 納得できました。 

10 日 その他 した できた 90 レポートの章構成や内容の分配について相談しました。レポートを書いていく見通しができました。 【掲示不可】 

11 日 理系 した できた 90 一緒に親身になって考えて下さりたすかりました。 

11 日 理系 した できた 100 説明がわかりやすかったです。 （さいとー） 

11 日 理系 した できた 100 SLA の方が優しく教えてくれました！ （みか） 

11 日 理系 した できた 100 考えるのが難しい問題でしたがどうにか解けました。ありがとうございます。 

11 日 理系 した できた 100 いつも分かりやすい説明ありがとうございます。 

11 日 理系 した できた 100 分かりやすかったです。 （もってぃ） 

11 日 理系 した できた  ありがとうございました。 

11 日 理系 した できた 100  

11 日 理系 した できた 95  

12 日 理系 した できた 80 解説がやや分かりにくかった、という印象があった。 （ネオ） 

12 日 理系 した できた 80 全く分かってなかったのが、かなり進歩しました。ありがとうございます。 （M.G） 

12 日 理系 した できた 100 Thank guys, I love you! (JOHN) 

12 日 理系 した できた 90 分からない部分を教えていただいて、すっきりしました。説明も分かりやすかったです。ありがとうございました。 

12 日 理系 した できた 100 解決していただきありがとうございました。 

12 日 理系 した できた 90 すごくわかりやすかった。奥田さんありがとうございます。 

12 日 理系 した できた 100  

12 日 理系 した できた 90  

12 日 理系 した できた  （R) 

12 日 理系 した できた 80  

12 日 理系 した できた 80  

12 日 理系 した できた 100  

12 日 理系 した できた   

13 日 理系 
し な か っ

た 

どちらでも

ない 
70 

微分方程式の解を求める初歩的な手法を解説して頂きましたが、自分の経験不足で理解しきることが出来ず、

歯がゆさが残る形となりました。もっと理解できるよう励みますので、またよろしくお願いします。 （うっちー） 

13 日 理系 した できた 100 表現行列が分かった。 

13 日 理系 どちらでもない 70 むずすぎ。 （妖怪ウィスパー） 

13 日 理系 した できた 100 自分の勘違いが一瞬で理解できて良かったです。 （ribosome） 

13 日 理系   80 一人で出来るもん！ （妖怪ジバニャン） 

13 日 理系 した できた 100 難しい単語を分かりやすく、自分でも分かるように説明していただけるととても助かります。 

13 日 英会話  できた 100 英会話をたくさんできたのでよかった！ 

14 日 理系 した できた 100  

14 日 理系 した できた 100  

17 日 理系 した できた 10000 すごく分かりやすかったです。 

17 日 理系 した できた 100 結論がグダグダになってしまってすいません。でも意見の交換ができてよかったです。 

17 日 理系 した できた 95 
計算ミス（考え方のミス）の指摘がありがたかった。煮詰まってしまったとき本当助かります。これからもよろしくお願いし

ます。 

17 日 理系 した できた 100 解析の試験勉強で質問しました。自分じゃ考えられなかった視点で教えてもらえてためになりました。 （かりん） 

17 日 理系 した できた 90 かなり末期でしたが… とにかくありがとうございました<(_ _)> （まかろん） 【掲示不可】 

17 日 理系 した できた 90  
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17 日 理系 した できた 90 （ジバニャン） 

17 日 理系 した できた  わかりました。 

17 日 理系 
ど ち ら で

もない 

どちらでも

ない 
80  

17 日 理系 した できた 100 ありがとうございました！ 

17 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 100 とても分かりやすかったです。 

17 日 理系 した できた 100 線形代数分かってきました！ （たけ） 

17 日 理系 した できた  
問題（自分の計算力）は…依然アレなままです！長時間対応していただき本当にありがとうございました。 （まかろ

ん） 【掲示不可】 

17 日 理系 した できた   

17 日 理系 した できた 85  

17 日 英会話 した できた  英語もっとがんばろうと火がつきました！ 

19 日 理系 した できた 100 相変わらずテキストより分かりやすかったです。 （もってぃ） 

19 日 理系 した できた 100 オイラーの公式で exp→sin,cos に直すととても分かりやすかった。 

19 日 理系 した できた 95 短い時間でも丁寧に教えて下さいました。ありがとうございました。 

19 日 理系 
し な か っ

た 
できた 75 ありがとうございました。 

19 日 理系 した できた 95 教科書の理解を深めることができた。 

19 日 理系 した できた 95 ゆっくり時間をかけながら教えてくださって、わかりやすかったです。 

19 日 理系 した できた 100 線形のテスト頑張ります！ 

19 日 理系 した できた 100  

19 日 理系 した できた 95  

19 日 理系 した できた 90  

19 日 理系 した できた 95  

19 日 英会話  できた 100 

初めて英会話カフェに行ったのですが、職員の方も、参加している他の方もすごく優しく対応してくださりました。アット

ホームな雰囲気で、気ままに英語を話すことができ、楽しかったです。また、来たいです。ありがとうございました。 （コ

ウキ） 

19 日 英会話 した できた 95  

19 日  した できた 90 ええで。 （大阪人） 

20 日 理系 した できた 90 分かりやすかったです。 

20 日 理系 した できた 95 一緒になって考えてくれて、適切なアドバイスをもらえたので助かりました。 

20 日 理系 した できた 100 ていねいに対応していただいて、しっかり理解して解けるようになりました。ありがとうございました。 

20 日 理系 した できた 100 
有機化学をおそわりました。非共有電子対の攻撃について、軌道の話を用いての説明や、この先出てくるであろう

話をうかがい、お得感がありました。 （うっちー） 

20 日 理系 した できた 100  

20 日 英会話  できた 60 やはり話すためにはまず書かなければならないと感じた。 （ユッケー） 

25 日 理系 した できた 90 
今までやったことのない解き方を教わったので、少し困難しました。けれど、問題は解決したので良かったと思います。 

（ネオ） 

25 日 理系 した できた 90  

26 日 理系 した できた 100 確認していただけてよかったです。 

26 日 理系 した できた 100 疑問解決しました。 

26 日 理系 した できた 100 
自分に考える時間を与えてくれて、自分で解決させてくれるようにしてくれたのが良かった。小さな誤解から解決を丸

投げしてしまったのが残念。物理に転学科しようと思っているので、参考になる意見をいただけて良かった。 

26 日 理系 した できた 98 
丁寧に対応していただきました。ちょっと分からないところを分からないと言いにくいので何度も聞くかもしれませんが、

優しく対応してもらえると助かります。 （ゆき） 

26 日 理系 した できた 98  

26 日 理系 した できた 100  

26 日 理系 した できた 90  

26 日 理系 した できた 100  

26 日 理系 した できた 100  

26 日 理系 した できた 100  

26 日 理系 した できた 100  

26 日 英会話  できた 100  

26 日 英会話  できた 100 簡単なプレゼンテーションをできて良かったです。 （みずほ） 

26 日 英会話  できた 100 
留学する前に学んでおくべきことや、やっておくべきことについて、服部さんに英語で詳しく教えていただきました。勉強

に対するモチベーションが上がりました。本当にどうもありがとうございました。 （コウキ） 

26 日 英会話  できた 100  

27 日 理系 した できた 100 ありがとうございました！！ 

27 日 理系 した できた 100 原理の確認ができてとても安心しました。 

27 日 理系 した できた 100 授業で分からなかった所が分かるようになりました。ありがとうございました。 

27 日 理系 した できた 100 行列的 det について説明してもらって、とても分かり易かったです。 （tomugs） 

27 日 理系 した できた 90 実例が良かった。 （θ） 

27 日 理系 
し な か っ

た 
できた   

27 日 理系 した できた 100  

27 日 英会話  できた 60 I want to come here again. I will study more. （稲飯亜有美） 

27 日 英会話   70 I wanna talk more !!!!! （ゆき） 

27 日 英会話  できた  初めてきましたが、有意義な時間を過ごすことができました。 

27 日 英会話  できた 100 英会話する機会はあまりないので、とてもたのしく話せてよかったです。 

27 日 英会話 
ど ち ら で

もない 
できた 85 日本の文化を伝えるのに苦労しました。もっと自国の文化について深く知りたいと思いました。 （KI） 

27 日 英会話  できた 100 少しずつですが、頭の中で英会話の回路ができてきた気がします。これからもよろしくお願いします。 （うっちー） 

12 月 

1 日 理系 した できた 100 レポート出来そうです！ありがとうございます！ 
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1 日 理系 した できた 100  

1 日 理系 した  95 Thanks! I love you, guys! (JOHN) 

1 日 理系 した できた 100 今回難しく、時間もほとんど無かったですがなんとか分かる所が出きてよかったです。 

3 日 理系 した できた 100 とても早く解決しました！ありがとうございました！ （Y.Y） 

3 日 理系 した できた 100 ヒントを頂いて、自分で考えて答えにたどり着けたので良かったです。 

3 日 理系 した できた 100  

3 日 理系 した できた 100  

3 日 理系 した できた   

3 日 英会話 した できた 95 人が少ないと寂しいです… 

3 日 英会話 した できた 40 
聞きとることができたが、上手く話すことができなかった。スピーキングスキルを伸ばす為にも、積極的にこのような機会

を利用してスムーズに会話できるように練習していきたいです。 （じーふ） 

3 日 英会話 した できた 100  

3 日  した できた 90  

4 日 理系 した できた 100 エクセルを用いたポアソン分布の曲線の描き方等教えていただきました。ありがとうございます。 （うっちー） 

4 日 理系 した できた 100 先生が渡してくださったプリントの説明が分かり易かったです！ （tomugs） 

4 日 理系 した できた 100 ありがとうございました！ 

4 日 理系 した できた 100  

4 日 理系 した できた 95  

4 日 英会話 した できた 90 
普段の生活についての雑談もあれば、真面目な話題についての討論をしたり、様々な話ができてとても楽しかったで

す。今後も利用したいです。ありがとうございました。 （しずか） 

4 日 英会話    It was very nice conversation. I can't wait to come again. （Si Hun） 

4 日 英会話 した できた 70 
アシスタントの方の英語と英語の発音が素晴らしかった。今回、初めて参加してみたけど、リスニングのよい勉強にな

ったと思う。次は、自分の言いたいことを言えるように頑張りたい。 （トモ） 

4 日 英会話 
ど ち ら で

もない 
できた 50 英語を話すときに、考えすぎてしまい声に出せない。後半になるにつれて少しずつ慣れてきた気がした。 

5 日 理系 した できた 100 自分で考えさせながら解けたのでよかったです。 

5 日 理系 した できた 100 
何時間も自分の導出過程にまちがいがないかチェックして、それでも納得いかずに SLA に来ました。まちがっていると

思っていた答えが正しいことをていねいに教えて頂きました。ありがとうございます。 （うっちー） 

5 日 理系 した できた 100 丁寧に対応して頂き、満足しています。 

5 日 理系 した できた 100 優しく親身に教えて下さいました。 

5 日 理系 した できた 100  

8 日 理系 した できた 100 
すごく分かりやすく、ひもまで使って自由端の振動の仕方を演示してくれて、感動しました。吉川さんは本当に頭いい

人で熱心なサポーターさんだと思います。 （桿菌） 

8 日 理系 した できた 90 授業中に理解出来ないところが分かりました。 

9 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

9 日 英会話  できた 100 It was so enfoyable time. Thank you!! （Y.Y） 

9 日 理系 した できた 90  

10 日 理系 した できた 100 非常にわかりやすい解説でした。 

10 日 理系 した できた 100 英会話の期間を延長してほしいです！！ 

10 日 理系 した できた 80 丁寧に相談に乗っていただけて、ありがたかったです。 

10 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 （うお） 

10 日 理系 した できた 100 計算が合っていないのを教えてもらえて問題が解けました。 （tomugs） 

10 日 理系 した できた 90 わかりました。 

10 日 理系 した できた 100 よく理解できました。文句なしです。 

10 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 80  

10 日 理系 
ど ち ら で

もない 

どちらでも

ない 
80  

10 日 理系 
ど ち ら で

もない 

どちらでも

ない 
70  

10 日 英会話  できた 100 
最初はみんな静かだったけど、だんだん盛り上がってきて、とても楽しかった。みんな面白くて良い人ばかりでした。 

（コウキ） 

10 日 英会話  できた 80 とにかく楽しかったです！毎日参加したいです！ 

10 日 英会話  できた 80 楽しく英会話をすることができました。ぜひまた参加したいです。 （Yuya） 

10 日 英会話  できた 70  

10 日 英会話 した できた 90 とても楽しく英会話できました。また、参加したいです。 （ノリ） 

11 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

11 日 理系 した できた 100 実験の大まかな流れが確認できてよかったです。 

11 日 理系 
し な か っ

た 

どちらでも

ない 
 実験レポートの質問でした。 （鈴木） 

11 日 英会話  できた 85 私たちだけだったので、たくさんしゃべれてよかったです！また来ます ^-^ 

11 日 英会話  できた  ２人だけだったのでたくさん会話することができました。 （Ｒｉｎａ） 

11 日 英会話 した できた 120 もっと早くからここに来ればよかったと本当に後悔しています。 （アルバイター） 

11 日 英会話 した できた 60 
自己紹介の練習をしたけれど、自分の出身地の特徴など詳しく説明できず、海外についてだけでなく、日本につい

てももっと知っておかないといけないことが改めてわかった。 

11 日 英会話  できた 100 英会話の期間を延長してほしいです！！ 

11 日 英会話 した  100 楽しかったです。ありがとうございました！！ （ゆか） 

12 日 理系 
し な か っ

た 

どちらでも

ない 
50  

16 日 理系 した できた 100  

17 日 理系 した できた 100 すごく具体的で分かりやすかったです！助かりました。ありがとうございました。 （あかり） 

17 日 理系 した できた 100 水曜午前だと SLA すいてるんですね！待ち時間なくてよかったです＾＾ （だむ） 

17 日 理系 した できた 100 演習問題をていねいに解説してもらいました。すごく分かり易かったです！ 

17 日 理系 した できた 90 理解が深まりました。 

17 日 理系 した できた 100 テキスト以上のことも教えていただき、とても良かったです。 （H.N） 

17 日 理系 した できた 100  
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17 日 理系 した できた 100  

17 日 理系 した できた 100  

17 日 理系 した できた 100  

17 日 英会話  できた 90 楽しく英会話できた。 （Yuya） 

17 日 英会話 した できた 70 途中参加になってしまったが十分に会話することができた。 

17 日 英会話  できた 85 楽しかったです！水曜日はゲーム感覚で好きです！ 

17 日 英会話  できた 100 初めてでしたが楽しかったです！ 

17 日 英会話  できた 100 I enjoyed! Thank you! 

17 日 英会話 した できた 80 また来ます！ （Mori） 

17 日 英会話 
ど ち ら で

もない 
できた 90 みんなで英語で協力して話せてとても楽しかった。 （Kana） 

17 日 英会話  できた 100 とても楽しかったです。 

17 日 英会話 
ど ち ら で

もない 
できた 100  

17 日 英会話 した できた 100  

17 日 英会話 した できた 100  

17 日 英会話  できた 80 （ユッケー） 

18 日 理系 した できた 100 化学 C のレポートについて質問しました。とても分かり易かったです。 （tomngs） 

18 日 理系 した できた 100 資料選択の手伝いをしていただいて感謝しています。 

18 日 理系 した できた 100 
スライド一枚ずつていねいに説明してくれました。特に適している教科書とこれからの勉強の進め方まで熱心にアドバ

イスしてくれました。 

18 日 理系 した できた 100  

18 日 理系 した できた 90  

18 日 英会話 した できた 100 今日も英語を話すことに大変苦戦したけど、とても楽しかったです。 

19 日 理系 した できた 100 かんちがいで混乱してしまいましたが、フォローしていただき、とても助かりました。 

19 日 理系 した できた 100 なぜまちがったのか、どうしたら解けるのかわかって満足です。ありがとうございました。 （あかり） 

19 日 理系 した できた 100 全く方針も立たないような状態だったので、理解できてとても嬉しかったです！ありがとうございました。 （Y.Y） 

19 日 理系 した できた 100  

22 日 理系 した できた 100 ゆうどうがわかりやすくてよかったです。なるほどー！！という気持ちになるとすっきりします^^* ありがとうございました。 

22 日 理系 した できた 100 分かりやすかったです。ありがとうございました。 

22 日 理系 した できた 100 
大変丁寧でわかりやすかったです！全て解決しました。留数の定理の説明が特にわかりやすかったです。ありがとうご

ざいました。 （Y.Y） 

24 日 理系 した  100 Thanks, man! I love you! (JOHN) 

24 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 95 完全に納得のいく解答は得られなかったけれど、深く考えることができました。 （マテ女） 

24 日 理系 した できた 100 （ニャンマ） 

24 日 理系 した できた 100  

24 日 理系 した できた 95  

24 日 理系 した できた   

24 日 英会話 した できた  楽しかったです。ありがとうございます。 （AYUMI） 

24 日  した できた 100  

1 月 

5 日 理系   80 教科書にのってないことをたくさん学べてよかったです。 （ネオ） 

6 日 理系 した できた 100  

6 日 理系   100 解説がとても分かりやすかったです。また、興味をそそられるような話も出たので楽しかったです。 （ネオ） 

6 日 理系 した できた 90 どこまで理解すればいいか教えてくれたのでよかった。 （キンゾク） 

6 日 理系 した できた 100 丁寧に分かりやすくおしえていただきました。 

6 日 理系 した できた 100 すごく分かりやすかったです。ありがとうございました。 （あかり） 

6 日 理系 した できた 100 数物演習いつも分かりやすくありがとうございます。 

6 日 理系 した できた 95  

6 日 理系 した できた 100 （ネコ） 

6 日 英会話 した できた 90 りかいできたと思います。 （YL） 

7 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

7 日 理系 した できた 95 問題が解けた訳ではないけれど、学習方法をしっかり教えて頂きました。ありがとうございます！ （Nanome） 

7 日 理系 した できた 90 分かりやすかったです！（ふなっしー） 

7 日 理系 した できた 95 分かりました。 

7 日 理系 した できた 100  

7 日 理系 した できた 100  

7 日 英会話  できた 100 とても楽しい時間を過ごすことができました。 

7 日 英会話 した できた 50 SLA の提供する英会話教室 50/50 点、自分の英語力 0/50 点 →50/100 点 

7 日 英会話   100 楽しかった。 （K） 

7 日 英会話  できた 100 英語が分かる、伝わる楽しさにひたることができました。 （うっちー） 

7 日 英会話 
し な か っ

た 

できなかっ

た 
40 もっと活発にしゃべれるようになりたいです。 

7 日 英会話  できた 80  

7 日 英会話 した できた 80  

8 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 100 長い時間一緒に考えて下さってありがとうございました。もう一度、練ってきます。 

8 日 理系 した できた 80 自分では気づかなかった点に気づけました。とても分かりやすかったです。 （S.Y） 

8 日 理系 した できた 100 最高です！！ （sigunamu） 

8 日 理系 した できた 100 大変ていねいに教えていただきました！ありがとうございます！ 

13 日 理系 した できた 100 数物のテスト勉強で質問させてもらいました。とても分かり易かったです。 （tomugs） 

13 日 理系 した できた 95 スッキリ （37） 

13 日 理系 した できた  とても分かりやすかったです。 

13 日 理系 した できた 90  
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13 日 理系 した できた 100  

13 日 理系 した  90  

13 日  
ど ち ら で

もない 
できた 95  

14 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

14 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

14 日 理系 した できた 100 期末試験対策をしました。分かり易い説明ありがとうございました。 （tomugs） 

14 日 理系 した できた 100 テキスト間のつながりの一例を示して頂き、ためになりました。 （うっちー） 

14 日 理系 した できた 95  

14 日 理系 した できた   

14 日 理系 した できた 100  

14 日 英会話  できた 80 英語で何といえばいいのかわからないことがよくありました。もっと勉強しなくちゃ！！ 

14 日 英会話 した できた 99 久々の SLA 英会話、楽しませていただきました。 （CCA） 

14 日 英会話 した できた 85 とても楽しかったです。 

14 日 英会話 した できた  I will practice cooking!! 

14 日 英会話 した できた 80 
今まで聞かれたことがないことを聞かれたのでこういったシチュエーションがあったら対応できるような語彙力を身につけ

たいと思った。 （ねえさん） 

15 日 理系 した できた 90 
先生のプリントがあまりにも記述が少なかったので、見てもらっても分からなかったのですが、残った問題は解決できま

した。 （桿菌） 

15 日 理系 した できた 100 ありがとうございました！ 

15 日 理系 した できた 90  

19 日 理系 した できた 100 これまでにやったものの復習ができました。 

19 日 理系 した できた 100 物理学のレポートの対応をしてもらいました。分かり易い説明ありがとうございました。 （tomugs） 

19 日 理系 した できた 100 説明を聞いたりすることで自分でもひらめけたので楽しかったです。 

19 日 理系 した できた 100 テスト前にすくわれました。 

19 日 理系 した できた 90  

19 日 理系 した できた 100  

19 日 理系 した できた 100  

20 日 理系 した できた 100 非常にスッキリしました！ありがとうございました。 

20 日 英会話  できた 100 
簡単な英語を使って、コミュニケーションができた。次回もぜひ来たい。 

何かワンポイントで使えるフレーズなど教えてもらえたら嬉しいです。 

20 日 英会話  できた 100 気軽に英語が話せてよかったです。ゲームも楽しかったです！ 

20 日 英会話  できた 100 すごく楽しく英会話できました。最後のゲームは難しかったです。 

20 日 英会話  できた 80 何も英語がでてこなくて何度かどうしようとなってしまったので、話題を用意しておこうと思いました。 

20 日 英会話  できた 100 
英語ができたにことが改めて分かりました…。SAP 行く前に単語や文法の復習したいです…。 （ゆうい） 【掲示不

可】 

21 日 理系 した できた 85 非常に助かりました。ありがとうございました。 （物理がんばろう） 

21 日 理系 した できた 100 フーリエ級数の使い方がよくわかった。来てよかった。 （マラリアルの神） 

21 日 理系 した できた 100  

21 日 理系 した できた 95  

21 日 英会話 した できた 80 
ディベート形式だった。とても難しかったが、実際にイギリスでディベートするはずなので、とても良い経験になった。 

（シェリー） 

21 日 英会話  できた 100 
とても丁寧な対応で、楽しく英会話ができました。ディベートはすごい難しかったですけど、知らないことが知れて、新

しいことを経験できて楽しかったです。 

21 日 英会話 した 
どちらでも

ない 
 ←自分が眠かったせいです。申し訳ないです… 

22 日 理系 
し な か っ

た 
できた 70 もっと前から利用すればよかった。 （ラッキー） 

22 日 理系 した できた 90 今まで悩んでた部分がすっきりしました。 

22 日 理系 した できた 100 かなり分かりやすくてよかったです。 （miwa） 

22 日 理系 した できた 100 よく理解できた。本当に助かりました。 

22 日 理系   100 物理の全体的な復習をしました。分かり易い説明でとても助かりました！ （tomugs） 

22 日 理系 した できた 100 漠然とした質問にもきちんと答えていただけて分かりやすかったです！！ （まり） 

22 日 理系 した できた 100 
担当してくれた方が話しやすいし、説明も分かりやすくて良かった！テスト期間で混んでいたので、次からは授業で

分からないことがあったらすぐ来ようと思った。 （おぐってぃ） 

22 日 理系 した できた 100 丁寧に説明してくださり本当にありがとうございました。 （笠） 

23 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 90 初歩的なことから教えてもらえて助かった。 

23 日 理系 した  90 今までわからなかった所がわかった。教え方が上手でした。 （MTA） 

23 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 95 良かった！ （カン） 

26 日 理系 した できた 100 サクサク解決していただきありがとうございました。 

26 日 理系 した できた 100 テスト対策をしてもらいました。分かり易い説明ありがとうございました。 （tomugs） 

26 日 理系 した できた 100 分からなかったところを理解できました。 

26 日 理系 した できた 90  

26 日 その他 した  90 
引用注のつけ方、文章の内容など細かいアドバイスをうけることができました。また話すことにより内容を整理・向上

させることができました。 

27 日 理系 
ど ち ら で

もない 
できた 100 

本質的な意味では解決できませんでしたが対応が非常に丁寧で感動しました！（SLA１回目） ありがとうございま

した。 （－－－） 

27 日 理系 した できた 100 理解するまで丁寧に対応していただけました。問題を解くのに必要な本も探したのが新鮮でした。 【掲示不可】 

27 日 理系 
ど ち ら で

もない 

どちらでも

ない 
  

27 日 理系 した できた 90  

27 日 理系 した できた 100 とても熱心に教えてくれた。 （Ao） 

27 日 理系 した できた 100 とてもよかったです。 

27 日 理系 した できた 100 すっきりしました。ありがとうございました。 
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27 日 理系 した できた 79 じっくりわかった！ （３７） 

28 日 理系 した できた 100 自分の力で問題を解けるようになるところまで丁寧に教えていただきました。ありがとうございました。 

28 日 理系 した できた 100 問題が早く解けて良かったです。 （匿名） 

28 日 理系 した できた 100 分かりました。ありがとうございます。 （さき） 

28 日 理系 した できた   

28 日 理系 した できた 100  

28 日 理系 した できた 80  

28 日 理系 した できた 80  

29 日 理系 した できた 100 すごく分かりやすかったです。 

29 日 理系 した できた 100 基本的な所から丁寧に説明して頂きありがとうございました。 （zk） 

29 日 理系 した できた 100 とても分かりやすかったです。 

29 日 理系 した できた 100 for 山下さん メッチャ分かりやすい。スピーディー。 化学の人が少ない気がします。 （匿名希望） 

29 日 理系 した できた 100 質問以上のことも解説していただき、助かります。 

29 日 理系 した できた 100  

29 日 理系 した できた 100  

29 日 理系 した できた 95  

29 日 理系 した できた 100  

29 日 理系 した できた 100  

29 日 英会話  できた 90 

聞きとりやすいスピードで、とても優しく会話をしていただき、ありがとうございます。なかなか自分が言いたいことを表

現できなくて会話が止まりがちになってしまったので、これからもっと訓練していきたいと思います。ありがとうございま

す。 （くさばっち） 

30 日 理系 した できた  レポートのことだけでなく、今後の勉強についても教えていただけたので、大変参考になりました。 

30 日  した できた   

30 日 理系 した できた 90  

2 月 

2 日 理系 した できた 100 最高に分かりやすかったです。 （ベッキー） 

2 日 理系 した できた 98 問題が解けて良かったです！ （サンタ） 

2 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。頑張ります。 

2 日 理系 した できた 100 的確な、指導をしてくださったので、問題をかいけつできました。ありがとうございます！ （まいける） 

2 日 理系 した できた 100 がんばります。 （さき） 

2 日 理系 した できた 100 分かりやすかったです。すごく助かりました。テストがんばります。 （あかり） 

2 日 理系 した できた   

3 日 理系 した できた 100 利用時間を過ぎた後も丁寧に質問に答えてくれました。ありがとうございました。テストがんばります！ （ウエスギ） 

3 日 理系 した できた 100 ありがとうございました。 

3 日 理系 した できた 100 理解が深まった。 

3 日 その他 した できた  レポートの書き方や問題点について丁寧に教えていただき満足しています。 （AKB8log3729） 

3 日 理系 した できた 90  

3 日 理系 した できた 100  

3 日 理系 した できた 100  

3 日 理系 した できた 100 （ひがし） 

3 日 理系 した できた 100 （しんどー） 

3 日 理系 した できた 100  

3 日 理系 した できた 100  

4 日 理系 した 
どちらでも

ない 
50 

長い時間の丁寧な対応ありがとうございました！私も頭がこんがらがってずいぶんとお手数かけてしまいました。結論

が出て良かったですね＾＾ （直交座標化☆） 

4 日 理系 した できた 90 丁寧な対応ありがとうございました。 

4 日 理系 した できた 100 後は自分で解決できると思います！ありがとうございました。 （きむぅ） 

4 日 理系 した できた 100  

4 日 理系 した できた 100 教員免許の話も出来て良かった。 

5 日 理系 した できた 90 わからなかったところを自分の理解が進むように教えてくれたので、とてもありがたかったです。ありがとうございました。 

5 日 理系 した できた 100 
跳躍伝導を物理的に理解することを助けて頂きました。分野を超えて議論することの重要性を感じたつもりでおりま

す。 （うっちー） 

5 日 理系 した できた 100 
自分では 1 つの側面から考えるので精一杯だったが、詳しい考えを持っている人から色々な観点でものを聞けて、

非常に有意義だった。 （クルマ） 

5 日 理系 した できた 95 ていねいに教えていただきました！これでレポートも院試もばっちりです！ （わくた） 

6 日 理系 した できた 100 1 年間大変お世話になりました。来年度もよろしくお願いします。 

9 日 理系 した できた 80 勘違いだったので、永遠に悩み続けるところでした。 （かとう） 

9 日 理系 した できた 90 
分かりやすくて順を追った丁寧な説明をありがとうございました。教科書で使われていた例が結局よく分からないまま

になってしまいましたね(^^;;) （あれは教科書が悪かったのかもしれませんが…） 
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４． センター内活動（研修等） 

（１）活動説明会・報告会 

① 新規 SLA 向け活動説明会・前期活動説明会          【スライド資料→資料２‐①】 

2014 年度の前期活動説明会は、4 月 9 日（水）に実施された。これに併せて、別時間に新規 SLA 向け

活動説明会も開催した［新規 SLA 向け活動説明会（15:30～16:15）、前期活動説明会（16:30～18:00）］。 

新規 SLA 向け活動説明会には、授業 SLA を含む対象学生 12 名のうち 8 名が出席し、『SLA ハンドブ

ック』をもとに、SLA としての活動の基本的事項の説明を受けた。 

前期活動説明会は、対象学生 41 名のうち 31 名が出席し、『SLA ハンドブック』にて、前年度からの変

更点を中心に説明を受けると共に、パワポ―イント資料をもとに今年度のセンターの目標（課題）につい

て共有するなどした。特に、セクション（理系、英会話、ライティング、授業）ごとに、現状の位置づけ

が大きく異なるため、それぞれの現状に基づいた目標と具体的な TO DO を説明することに重点を置い

た。全体的課題としては「SLA としての成長」を掲げたが、セクションごとの課題は、資料２－①のス

ライド 13 を参照されたい。なお、ここで掲げた「目標」や「課題」は、センターの意向もさることなが

ら、前年度末に SLA に対して実施した「個別ヒアリング」の結果も色濃く反映されている。 
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② 後期活動説明会 

後期活動説明会は、10 月 2 日（木）16:20～17:50 に開催された。参加対象 SLA44 名中 32 名が出席し

た。後期の説明会は、ア）研修合宿の内容の簡単な情報共有、イ）後期活動方針の説明（前期の活動を受

けて修正を加えた点等）、ウ）後期のシフト調整が主な内容であった。 

後期活動方針としては、『ともそだち本 2015』の作成についてや、カルテ（質問対応記録）の記入方

法の改訂趣旨についてなどの説明を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 後期活動報告会 

後期（年度末）活動報告会は、卒業生の送迎会を兼ねた形で開催される。本年度は 2015 年 2 月 16 日

（月）に 16:30～17:50 に第一部；活動報告会、18:00～20:00 に第二部；卒業生送別会・懇親会を開催し

た。参加対象 SLA46 名のうち第一部に 29 名、第二部に 28 名が参加した。 

 活動報告会では、①2014 年度後期利用状況等についてのセンターからの報告、②各部会から 2014 年

度の活動について報告、③活動証明書授与を行った。②の部会報告は、本会開催前に実施した部会最終ミ

ーティングの場で SLA 同士が取り纏めた本年度の活動総括と次年度への課題等が示された。その後、卒

業生に対し、活動証明書の授与式を執り行った。これまでも室員名で作成した感謝状の授与は行ってき

たが、センター長・副センター長名にて、センターとして正式に活動証明書を発行できたことは重要な進

展であった。 
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（２）研修合宿  

① 概要 

研修合宿は、2011 年度（SLA 活動 2 年目）より開催している行事である。研修合宿の目的は、SLA と

しての資質・能力の向上の機会とすることである。具体的には、①SLA の活動への理解（大学教育に関

する課題等も含む）を深めること、②メンバー間の交流を深め、チーム力を高めること、③学習支援者と

してのスキルアップを図ることを目的に掲げている。2014 年度は下表の通り開催した。 

研修合宿の計画にあたっては、参加 SLA の構成も重要な要素となる。今年度は、合宿初参加者が 7 割

を占める一方で、合宿経験者については合宿に数回参加しているメンバーが多く、経験値の差が大きい

ことが特徴であった。そのため、1 日目終了後に合宿初参加者向けの研修の場を設けたことなどが新たな

取り組みであった。 

  

 

開催日 2014 年 9 月 11 日（木）～9 月 13 日（土） （2 泊 3 日） 

場所 白石温泉 薬師の湯 

流れ 

 

1 日目 2 日目 3 日目 

10:00 集合 
7:00~ 
9:00 

朝食 
7:00~ 
9:00 

朝食 

10:10~ 
11:10 

オリエンテーション 
9:30~ 
12:00 

研修会 
10:30~ 
12:00 

合宿振り返り 
11:30~ 
12:30 

移動 

12:30~ 
13:00 

昼食 
12:00~ 
13:00 

昼食 
12:00~ 
13:00 

昼食 

13:30~ 
18:00 

前期総括会 
13:30~ 
17:30 

ワークショップ 

13:00~| 
14:00 

移動 

14:10 解散 

18:00~ 
19:00 

夕食 
18:00~ 
19:00 

夕食   

19:00~ 
20:00 

初参加者向け 

研修会 

  
 

参加者 

センター員：教員 2 名、事務員 1 名 

SLA 学生：20 名（うち、5 名は途中参加 or 途中帰宅） ※研修対象学生 40 名中 

 （内訳） 

   ●合宿経験者…5 名 合宿初参加者…15 名 

   ●Ｄ１…1 名、Ｍ２…8 名、Ｍ１…3 名、4 年…7 名、3 年 1 名 

   ●活動開始～半年未満…6 名、半年～1 年…4 名、1～2 年…4 名、2~5 年…6 名 
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② 前期総括会                       【スライド資料→資料２‐②‐ⅰ】 

前期総括会は、センター員による報告と SLA による報告から構成されている。センター員からは、セ

ンター全体の活動総括、統計データを踏まえた利用傾向についての報告が行われた。 

各部会からは、各科目の利用状況の傾向分析結果や、対応中に感じたこと、他部会に向けてのメッセー

ジなどを織り交ぜた報告が行われた。各部会の報告の特徴は次の通りであった。 

●物理部会 

：次年度の対応に活かせる情報を提供することを目的に、具体的な質問・対応の事例を織り交ぜた報告を行った。

学生の主体性を育む支援の在り方の例を 3 つ紹介し、対応をどう工夫したらよいのかを考えるヒントとなった。 

●数学部会 

：質問に来る学生の傾向として、数学的な議論に慣れていない学生が多いとの見地に立ち、学生のつまづきどころ・

SLA のアドバイス方法などについての紹介を行った。 

●化学部会 

：本部会が独自に行っている「部会ノート」の活用方法や効果等の紹介を行った他、物理・数学部会との境界領域

になるような分野を例に挙げ“化学”のスタンスを紹介することで、部会間の認識の相違点を共有する報告を行った。 

●英語部会 

：日頃の活動から学生と“コミュニケーション”することがメインの活動である英語部会は、主に理系部会に向けての知

見提供として、学生への接し方やコミュニケーション上の具体的なコツ・注意点などの報告を行った。 

●ライティング部会 

：英語部会と類似の趣旨により、理系部会に向けての知見提供として、学生対応時に行う“コンサルティング”（ここで

は学生への聞き取りを通して課題を探っていく作業のことをほぼ意味する）のコツなどの知見を提供した。 

このほか、前期セメスター中に特徴的だった活動について SLA より報告をもらった。 

●特別支援の対応について 

：学生相談・特別支援センターとの連携によりサポートを行ってきた学生への対応について報告を行った。特別支援を

通して、通常の窓口での対応に活かせる知見を得られたとの報告であった。 

●水曜午前シフトについて 

：当該シフトは、特定授業の質問者が殺到したシフトであった。そのため、このシフトでは 1 組 30 分対応の時間制限

を設けて対応を行った。また、質問者が複数人いるグループ対応が多かったことや、特定授業の質問のために同じ個

所の質問が多く来るといった特殊な状況だったため、それらの状況報告と共に、①時間制限を設けても学生側の満

足度にあまり変化はなかったこと、②同じ質問はまとめて対応することもあったが、同じ個所の質問でも習熟度が異な

るために一緒に対応するのは難しいこと、③質問学生たちが知人同士の場合は、理解の速い学生に他の学生へ教

えてもらうよう促すと良い、といった報告者の所感が報告された。 

最後に、今期から活動を開始した新規メンバーより感想等をもらい、前期総括会とした。 

本年度の前期総括会は、これまでの合宿の中で最も充実した情報交換が行われた会となった。各部会

が、それぞれの活動をきちんと他に伝える形に総括できていたことや、他部会を意識した報告内容の選

定を行っていたためと思われる。合宿全体の中での前期総括会が担った効果が、本年度合宿においては

非常に高かったと、センター員としては感じている。 
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③ 合宿初参加者向け研修会・研修会           【スライド資料→資料２‐②‐ⅱ・ⅲ】 

「研修会」は、“教育”や“大学教育”に関する知識的な補充を行う講義型の研修の場である。理系学

生が大半を占める SLA はこれらの話題に触れる機会が少ないため、SLA の活動を俯瞰的に捉えられるよ

うになることを目的にこうした場が設けられている。例年、2 日目の午前中に行われているものである

が、合宿に複数回参加しているメンバーにとっては重複する内容も多いため、重複する部分は 1 日目夜

に「合宿初参加者向け研修会」として講義し、2 日目午前には新たな内容で研修会を編成し直した。 

どちらの会においても、“教育”“大学教育”の広い視野から“SLA”を捉え直し、理解を深めることが

目的ではあるが、これまで＝本年度合宿においては「合宿初参加者向け研修会」では、歴史的な説明が中

心であった。そこで、本年度の「研修会」では、SLA の活動と似ていると考えられる他の活動との比較

の視点を新たに加え、「ピアサポート」「学生 FD」「TA」の活動などを取り上げることで、SLA の特徴に

ついて理解を深めていった。この他、次の時間に企画されているワークショップでの作業につながるも

のとして「評価」についての話題に触れ、学生の見方や自身自身の活動の振り返り方のヒントとなるよう

な話題を提供していった。 

 

④ ワークショップ                     【スライド資料→資料２‐②‐ⅳ】 

ワークショップは、前年度以前のワークショップの経緯を踏まえつつ、本年度の顔ぶれを勘案しなが

ら毎年テーマを定めている。簡単にこれまでの変遷を振り返ると、1 年目は「大学生」に必要なスキルを

考えるワーク、2・3 年目は、「SLA」に必要なスキルを考えるワークであった。ただし 2 年目は、活動し

ている SLA 自身の体験の振返りであったのに対し、3 年目は運営者側の評価の視点に立つワークを実施

した。この流れを受け、合宿 4 年目にあたる本年度のワークは、SLA 自身が自分たちの行動基準≒目標

を創出するワークを実施した。詳細は以下の通りである。 

 

テーマ：『SLA による SLA のための SLA ルーブリックを作成せよ』 

趣旨：SLA の行動基準＝目標を自分たち自身で創出する 

予定時間：13:30～17:30（4 時間） ⇒実際はプラス 20 分ほど 

主な流れ： 

Section1 SLA の“イイ姿”をイメージする（約 40 分） 

 ① まずは素朴イメージ（個、グループ）  

 ② 写真を提示し、「SLA の活動」の指す幅広さを喚起（軽く） 

 ③ ①とは異なる側面でイメージ 

Section2 観点を洗い出す（約 50 分） 

① Section1 の作業からいったん離れ、（このワークショップを特に意図せず書かれた）SLA の

セメスターアンケートにおける、「一目置く SLA」の情報を材料にする 

② そこに書かれた「理由」の記述語を分析し、観点をグルーピングしながら洗い出す 

Section3 Section1 と Section2 の作業をもとに、ルーブリックの観点を５つに選択・決定（約 20

分） 

Section4 ルーブリックの基準部分を作る（約 100 分） 

 ① 尺度は事前に決定。基準の文章の書き方の注意点を提示。 

 ② 途中、簡易的な他家受粉の時間を入れる 

 ③ 完成 
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おまけ  「ルーブリック」全体に 1 票、「観点」に 1 票、よいと思ったものに投票 

グループ構成：くじ引きで決定 

Ａ班…3 名（担当科目：化・化・数、学年：M1・M1・M2、経験年数：1・1.5・2） 

Ｂ班…4 名（担当科目：数・英・数・数、学年：M1・4・4・M2、経験年数：0.5・0.5・1・3） 

Ｃ班…4 名（担当科目：化・物・化・英、学年：4・3・4・M2、経験年数：0.5・0.5・0.5・1.5） 

Ｄ班…4 名（担当科目：物・数・数・ラ、学年：M2・M2・M2・M2、経験年数：3・3・3.5・4.5） 

Ｅ班…4 名（担当科目：物・物・英・物、学年：4・4・M2・D1、経験年数：1・1・1.5・3） 

 

ワークショップは、長時間の作業にも関わらず、休憩時間中に議論を続ける風景が見られるほど集中

が途切れることなく活動が続けられた。本ワークでは「ルーブリック」の作成と掲げているが、成果物は

「ルーブリック」としての完成度は低いものかと思われる。しかし、ルーブリック作成の作業やそれに伴

う議論を通して自分たちの活動を相対化したり、自覚化したり、言語化するという目的は達成できた。参

加学生の感想なども参照されたい。 
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■ワークショップ成果物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 票 

1 票 

1 票 

1 票 

1 票 

4 票 

1 票 

3 票 
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4 票 

1 票 

3 票 

1 票 

2 票 

1 票 
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2 票 

3 票 
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⑤ 合宿振り返りシート（参加者の声） 

 合宿最終日には、合宿で学んだことの振返りを共有する場を設けると共に、「振り返りシート」を個々

人に記入してもらっている。用紙と回答の全てを下記に掲載する。 

 

（用紙） 
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（結果） 

１－① 前期総括会 平均点：92 点 

90 
英語やライティング部会の報告を聞けて、うすうす知っていたことのイメージがはっきりついた。特殊対応の話も参考になっ

た。 

100 
数年にわたって SLA 全体が積み上げてきたもの（対応のノウハウなど）が開花してきた感がある。過去最高の総括会で

あった。 

100 それぞれのプレゼンが特徴的で、レベルが高かった。聞いていて興味深かった。 

90 後輩に指示を出したり、メンバーをまとめたりする作業は大変だったが貴重な経験をすることができた。 

80 長いです。 

80 他の部会のことをよく知ることができたのと、プレゼンの仕方を学ぶことができました。 

100 どの部会の方々も創造性あふれる内容で自分たちもまだまだできることがあるなと思わせていただきました。 

100 例年に比べ情報量が多く、楽しめた。その分つかれたが… 

90 プレゼンの内容が充実しており、とても勉強になりました。特に髙畑さんと寺岡さんのプレゼンが勉強になりました。 

100 
昨年はある部会→ある部会の要望だったので、当該部会以外は置いていかれている感がありましたが、今年は全体に

還元できるような工夫がされていて、かなり頭を使いました。 

100 
他の部会が普段どの様なことをやり、どのようなことを考えているかを知ることができて良かったです。とても勉強になりまし

た。 

100 各発表ユニークな視点で、今後参考にしたい話が多かった。 

80 
報告しただけで終わって、反省や議論が少なかった。（特に SLA 全体の真衣さんの報告は単に報告だけで分析がなか

った） 

80 それなりに発表できたのでよかった。 

90 統計等、今後の活動にすごくためになる内容でした。他の部会？との交流ができて良かったです。 

 

１－②研修会 平均点 85.83 点 

90 
アサーティブなど、普段皆がやっていることに明確な定義や区別を与えて整理することでポイントがはっきりして良いと思い

ました。 

100 「常にアサーティブである必要はない」という内容が印象的。今後の対応に生かしていきたい。 

100 
昨年にないテーマが聞けた。キャンパスライフ支援室ＴＡもやっているので、ＴＡと SLA との違いが分かったのは良かった。

時間があっという間にすぎた。 

80 人とのコミュニケーションの取り方については日常生活でも役立てられそうなことを多く学ぶことができた。 

70   

90 SLA としての活動について、考える機会になりました。 

100 全国的な動きや歴史などもわかって SLA 活動の意義を再認識することができました。 

80 
今年は教育の一般論よりも SLA そのものについて考える時間が長かったように思う。しかし自分の集中が持たなかった

… 

85 
SLA に似た組織について学べ、SLA として何ができるのかを考える上での参考になった。苦楽戦隊ピアレンジャーの印

象が大きかった。 

80 
ピグマリオン効果、ハロー効果、アサーティブなどの概念やＥＱＩなどの指標について学ぶことができ、有意義な場となりま

した。 

80 

午後のワークショップがあまりにも印象が濃くて、それと比較すると 80 点ですが、実際に１対１になって断り方をどうする

か？といったことが実践ですぐに使えそうでよかったです。パワポの資料が手元にあるともっと聞きやすかったかな、と思いま

す。 

80 
知識として、他大学の取り組みを知れたり、コミュニケーションパターンを知れたのでよかった。ただ、眠くなってしまうので、

もう少しディスカッションの時間がほしい。 

90 
普段、教育について勉強できる機会がないのでとても良かったです！ただ、（教職とってないからか？）話がちょっと難しい

と感じることもありました。 

80 聞く話としては面白かったが、そこから具体的なものが想像できず、やや聞き続けるのが苦しかった。 

80 
話の中で、自分の経験とむすびつく所が数多くあり、大変ためになった。Assertion の所は印象深い。自分は明らかに

Aglessive だ。 
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90 学生の評価の観点の比重が、今まで評定によっていたので、学生自身・個人を見た分析・評価を目指そうと思えた。 

80 教育について知れてよかったです。 

90 教育の現場の話がすごく良かったです。 

 

１－③ ワークショップ 92.89 点 

100 
ルーブリックをつくる中で、他の人が日頃感じている・重視していることを知れた。また、観点のジャンルは同じでも、言葉

遣いや切り口が班によって違い、面白かった。 

90 
SLA とは何か？普段からぼんやりと考えてはいたが、それを客観化（文章で可視化）する良い機会であった。集中して

取り組んだものの、まだまだ客観化できていない面も多い。これからも思う存分悩み続けたい。 

90 内容が高度だった。Ｍ２だけのグループができたのは、良くない。 

90 SLA として働く上で必要な能力を客観的に知る良い機会だった。久しぶりにすごい頭を使った。 

100   

100 他の人と協力してルーブリックを作成でき、満足なものができました。 

100 
内容的にとてもハードでしたが、今後の指針や目指すべき姿については自分の中で考え直したいと思っていたのでとても

良い機会になりました。 

90 
Ｍ２たちのグループで楽しくできた。去年の”採用試験”より考えること整理することが多く、時間が足りなかった。もっと良

いものにしたかったので悔しい。 

87 
ワークシートをつくる過程で、今後どのような力をつけていくべきか考えさせられた。チームのメンバーの言葉やアイディアを

まとめる力も感じることができた。 

80 ルーブリックの作成を通して、SLA として求められる能力や心構えなどを確認するいいきっかけとなりました。 

100 

長時間何するんだろう…長いな…と思っていたのも束の間で、グループで真剣に取り組んでいたらいつの間にか終了時

刻でした。時間を忘れて本気で取り組めるワークを作って頂いてありがとうございました。ちなみにうちの班が一番トロい

理由は平均年齢が高かったからだと思います(笑) 

90 
グループでたくさん話せたので、他の SLA がどのような理想像を持っているのかわかってよかったです。理系 SLA と英語

SLA の意識の差もわかった。各グループがみんなの前でプレゼンをする時間がほしかった。 

100 

SLA 活動について、今までにないくらい考えさせられました。また、他の人の考えも聞けたのが良かったです。「時間がもう

少しあれば…」とも思いましたが、制限時間内に最大のクオリティのものを仕上げるのも SLA（大人？）に必要な素質で

すよね… 

100 
一見いろんな作業に振り回されるようで、最後に一つにつながっていって成果物になっていたのは、実際に体験してて見

事だと思った。 

85 

とても苦戦した。観点の項目がはっきりしないせいで、excellence, good, needs work, bad の着眼点に苦戦した。最

終的にはよくまとまったと思う。グループは全員後輩だったので、普段自分がどの様なことを考えて SLA を見ているのかを

強調した。 

100 学問を教える（専門知識）以外の SLA に求められる指標を整理できた。 

85 集中して取り組むことができました。 

85 SLA として自分がどういう所で足りなかったか等、客観的に考えてみることが出来、すごく良かったです。 

 

１－④ 初参加者向け研修会 平均点 86.11 点 

100 大学教育の変化と SLA の関係が明示化され、普段もやっと考えていたことに言葉と後ろ盾が得られた感じです。 

100   

80 研修会と内容がかぶることもあったと思いますが、SLA の活動意義を知ることができました。 

100 実は以前聞いた内容でしたが、自分にとっては難しい内容なので改めて勉強できて良かったです。 

80 SLA の成り立ちを知ることができた。今の大学の役割、その中での SLA の位置づけなどを知ることができた。 

100 
歴史を追って教育を見ていたのが面白かったです。そして研修を短くしてもらったのも有難かった…。もっと時間と体力が

あるときに詳しいこと聞きたいです！ 

80 教育とともそだちの違いを整理できた。 

50 あまり頭に入っていないです。 

85 
おもしろい内容だったですが、時間のよゆうがなく早くすすめたので、ざんねんでした。今度はもうすこしゆっくり聞いてみた

いです。 
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２ 総合 平均点 92.28 点 

100 

いつもはあまり顔を合わせない人とも多く話せた。奥田くんが危険人物だと判明した。今まで「自主性を育てる＝何でも

一人でできるようにする」と考えていたが、特殊対応の話を聞き、「頼れるものを適切に頼って前にすすむ」も自主性だと

感じ、考え方が広がった。 

100 
総括会・ワークショップ共に質・量の両面で過去にないほど充実していた。この 2 つの企画に集中していたら 2 日間があ

っという間にすぎ、暇を感じることが一切なかった。これまでよりも色んな SLA とお話しできたのも良かった。 

100 前期のふりかえりはレベルの高いプレゼンが聞けた。研修会では、自分と大きくかかわるテーマで興味深かったため。 

90 他のメンバーと仲良く話すことができたのが一番の収穫だった。 

90 

前期総括会のレベルが思っていたより高く、ワークショップ等 SLA 間の交流を促す企画があり、非常に実のある合宿で

ありました。しかしご飯が冷たく、悲しかったので-10 点し、90 点にしました。学さん、足立さんのせいではありません。とて

も楽しい合宿でした。ありがとうございました。 

100 楽しかったです。来年も参加して、SLA の活動をよりよくするために頑張りたいと思います。 

100 
初参加で始めはスケジュールがぎっしり詰まったハードなものを想像していましたが、意外とゆとりもあったし、料理も豪華

でお風呂も気持ち良く、夜も長時間寝られて良かったです。 

90 
SLA との交流、ワークショップなどのおかげで、詰まった日程の中でもにぎやかにやれたと思う。詰まったスケジュールのため

か、３日間があっという間でした（去年はもっと長く感じたような）。しかし、間に外をふらつく時間がとれる方が良かった。 

88 
SLA の活動をこれから行っていく上での課題や身につけるべきスキル、例えばコンサル力などが分かった。何といっても、

SLA 同士のコミュニケーションがとれたことが大きい。これからの連携に役立てたい。 

80 
一日目、参加できなくてすいませんでした…。SLA に求められる能力、SLA としての活動を振り返ることができたからで

す。SLA メンバーとの飲み会は、本当に楽しかったです！ 

100 
昨年よりも内容が濃く、疲れました。全体に内容が還元でき、全体として考えなければいけない仕掛けとなっており、チ

ームとしての意識も高まったように感じました。 

85 

1 日目の前期総括会がとても濃かったそうなので、途中参加にしてしまったのが悔やまれたけれど、それを補うくらいワー

クショップやみんなとの食事、飲み会が楽しかったからです。後期からの SLA 勤務に向かう気持ちが変わりそうです。…

あとの 15 点は、宿のご飯が私には少し合わなかったことです…（食べたけど）。 

100 
知っている参加者が少なかったので不安でしたが、SLA の先輩方がとても優しく多くのことを学べました。他の部会の人

と会えたことが一番の収穫だったのかな、と思っています。今回学んだことをこれからの活動に生かしていきたいです！ 

100 
初参加で、何をやるのか想像がつかなかったが、実際はとても面白かった。普段自分が考えていることを聞いてもらう一

方で他の人の意見をもらえたのは楽しかった。後、個人的には白石なのがポイント高い！！ 

90 
初参加の一昨年の合宿よりも顔が広くなったせいか、多くの人と話ができたという印象。Ｍ２の仲間がもう最後の参加に

なると気づいたら、さびしくなった。 

80 
概ね、SLA に求められているものの認識を深められた、という意味では良かったが、わかった、だけで終わって、だからどう

すればいいのか、まで続かない企画があり、残念だった。 

80 研修などの活動は割と集中力を保って取り組めた。花粉のせいで死にそうでした。次回は医者に行ってから来たいです 

88 自分で考えてみる課題をだしてもらって、いろいろ考えてみるきかいになりました。 

※＊＊部分について、冗談なのですが誤解を招くので個人名は伏せました。 

３．要望提案 

（無理を承知でいえば）学会と時期がずれているとありがたいです。 

秋保や作並か忘れたが、おいしいおはぎが売っているスーパーがある温泉街で研修合宿をしてみたい。 

飲み会に参加していない人への日程変更の連絡をしっかりした方が良いと思う。 

来年以降も温泉があるところがいいですね。 

前期総括会で時間制限を意識するため、ベルを鳴らすのはどうでしょう。持ちタイム残り 2 分の時と、持ちタイム終了時に 1 回

ずつ鳴らすだけでもテンポよく進行してくれると思いました。 

また温泉で合宿したいです！！ 

移動にあまり時間がかからない場所であれば、３日目も何かあったらいいかもしれない（頭を使うものでなく、体を動かすゲーム

等）。 

来年からは参加できないですが、今年のように全体が考えることが多ければどの部会にとっても有意義なものになると思います。 

研修会の時間はもう少し縮めて、グループワークやディスカッションの時間にあててもいいのかな、と思いました。 

特にないです。 

観光する時間が…！と思いましたが用意していただけて嬉しかったです。 

朝が早いです。 
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（３）部会活動 

学習支援センターでは、担当科目（物理、数学、化学、英語、ライティング）毎に部会を設定し、毎月

1 回（90 分）定例会を開催している。これまでの定例会は各部会の特性に応じた方法で運営してきたが、

本年度は理系の部会は運営方法を共通化し、提携の枠組みを作った上で、運営を行った。 

具体的には 90 分の定例会を二部構成にし、前半 45 分を情報共有、後半 45 分をケーススタディとし

た。これにより、各科目全体の情報を集約する動きと、学習支援のスキルアップをはかる動きを兼ね備え

た定例会となった。前半の取りまとめは部会長が行い、後半の企画・運営を月替わりの担当者（ホスト）

が行うように変更したことも特徴である。加えて、議事録の作成を取り決めたことで、定例会欠席者への

情報共有が比較的容易になった。 

以下、部会ごとの活動報告を行う。活動報告には、部会長が執筆したレポートも併せて掲載する。 

 

①物理部会活動 

 本年度の物理部会は、2 つのグループに分かれて活動を行った。物理部会は SLA の中で最多のメンバ

ーを擁する部会である（前期 14 名、後期 17 名）。そのため、日程調整が困難なこととや参加人数が多す

ぎると一人一人の部会への貢献度合いが低くなってしまうこともあり、本方式を採用した。そのため、部

会長も 2 名体制（いずれも M2 生）とした。2 グループに分けての活動は、参加者が当事者意識を持って

会に臨める点や、別の発想からの提案が生まれることなどがメリットであったが、部会全体としての連

帯感を醸成する点ではやや例年より劣る結果となった。またグループに関しても、グループメンバーを

固定したわけではなく、その都度 2 班に分ける形を取った。これについても良し悪しは両面あり、メン

バーを固定しないことで、メンバー間の多様な交流を生める反面、継続性のある活動を生みづらくなる

というデメリットが生まれた。 

 定例会の開催過程は次の通りである。 

 Ａ班 Ｂ班 

5 月 

Ⅰ．対応が難しかった事例 4 件の検討 

Ⅱ．「回転座標系で、コリオリ力が働く原因を数式を

使わずに分かりやすく説明せよ。」（出題；センター） 

Ⅰ．対応が難しかった事例 3 件の検討 

Ⅱ．定積比熱と定圧比熱の大小を考えた時定圧比

熱の方が大きくなることを式を使わずに説明せよ」（出

題；センター） 

6 月 

Ⅰ．工学系の力学「クサリ問題」についての検討 

Ⅱ．数物演習 11 章 非同次線形微分法の問題に

どのように対応するか？（ホスト；髙畑） 

Ⅰ．「レビチビタの記号」の問題についての検討等 

Ⅱ．極座標のラブラシアンの導出問題を使った模擬

対応（ホスト；北原） 

8 月 前期の総括と合宿における部会活動報告作成の検討（合同で開催） 

10 月 『ともそだち本 2015』の方針検討（合同で開催） 

11 月 

Ⅰ．各シフトの状況共有等 

Ⅱ．学生の情報（理解度を含む）を引き出すための

模擬対応（ホスト；白井） 

Ⅰ．対応中に感じた疑問点などの共有 

Ⅱ．ある問題について「定性的理解」を得るための対

応方法の検討（ホスト；別所） 

2 月 本年度総括、次年度への課題 本年度総括、次年度への課題 

※Ｉ＝情報共有、Ⅱ＝ケーススタディー 

 物理部会は、ケーススタディに力を入れた学生が多く、単なる物理的内容理解に留まらない関心でケ

ーススタディが企画されていた。中でも、ケーススタディに模擬対応形式を取り入れた回は、部会メンバ

ーにとっても強く印象に残ったようであった。ケーススタディを企画したホスト役にとっても、自身が
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SLA の活動で大事にしていることを見直す機会になると共に、ワークショップのような企画の設計・運

営の難しさを知る貴重な学びの機会となったようである。以下、ホスト役となった 2 名の学生の振り返

りの文章を、部会記録より転載する。 

 

学生Ａ 

今回は、ケーススタディのホストとして、問題、学生、対応の目標の設定等を行った。準備として学生の設定、教科書、

授業プリント、解いたレポート等の準備をし、できるだけ実際の学生の条件に近づけて、状況づくりを行った。対応は、単独

対応、チーム対応に分けてそれぞれの対応の違いを見るようにした。 

状況づくり、対応の雰囲気づくり、学生のキャラづくりに関しては告知から 1 週間という短い時間で作ったにしては、上出来

だったのではないかと思う。細かい部分、特にどこに主眼をおいて対応するか等、については学さんに助言をいただいて行った

のでそれほど悪くなかった。 

1 つ心残りなのは「議論」のパートである。議論をもう少しうまくできなかったかなと思っている。全体的な印象としては、うまく

まとまらなかったという感じを私は非常に受けた。原因の一つとして、私に迷いみたいなものがあったからではないかと考えてい

る。今回、ホスト役をやらせていただき、ねらいについては、結構深く考えた。そのため、共有したいことが多くあった。その一方

で、ホスト役として「議論を回す」という役目もあり、「こういうことを共有したい、議論したい」という自分と「議論の主役はあくま

でみんな」というところで葛藤があった。ホスト役が議論を回す場合には、「意図」を一度忘れ去ることが重要であるということを

学んだ。 

これは、私の問題だが、私は議論をする際にどうしても主観的になってしまいがちで、議論を回す際に客観性を保つのが

結構難しかったりする。議論を回す際、ホストが傍観者を貫けない場合は、客観的な観点から議論を回す役割を足立さん

や学さんなど違う立場の人が行った方がよいのかもしれないと感じた。 

よいケーススタディであったとは言えないかもしれないが、私個人としては自分の課題点が多く見つかり、非常に収穫の多いも

のであった。参加していただいた皆さんの対応の役に少しでも立てばよいなと思う。 

 

学生Ｂ 

まず，今回のケーススタディでは学生の設定や質問内容，皆で議論したい内容を記したレジュメを作れなかったので，進行

がぐだついてしまった．その点は反省したい．特に議論したい内容については皆で話を進める中で掴めてきた感じがあったの

で，予め十分に煮詰めるべきであった． 

今回のケーススタディで主に話し合ったのは，「SLA は学生に対してどの程度まで説明すべきか」という点だった．端的に言

えば学生が質問してきた事に対して，必要最低限で簡潔に説明すべきなのか，逆に大切と思われる関連事項について SLA

が補足説明もすべきなのか，という事である． 

このことについて部会後に足立さんと学さんと夜９時まで話した．結局学生さんは十人十色なので，どこまで説明するかは

学生さんの立場やモチベーションなどを見て総合的に判断すべきで，一意に判断は出来ない．まぁ，当たり前の結論ではあ

る． 

が，ここで，SLA の目的が利用学生さんのより高い「教育的満足度」(その場限りの学生満足度ではなく，長い目で見て

学生さんにいい影響を与えられたか，学生さんの学びをサポートできたのか，というのを教育的満足度と定義する．) を得るこ

とだとすれば，いったいどうすれば教育的満足度が高くなるのだろうか？という別の疑問がわき上がった．（故に 9時過ぎまで議

論することになったわけだが） 

SLA が説明を沢山すればするほど，教育的満足度が上がるわけではないだろうし，学生さんのその場の希望に応えれば

教育的満足度が上がるというわけでもないであろう．SLA も回答が分からずに答えられなかった場合でも，一緒に悩んで考え

ることで学生さんの学習意欲が向上し，結果的に教育的満足度が高まる場合だってあり得る．教育的満足度と相関があ

るであろうパラメータは無数にあり，それらを全て考慮して評価するのは不可能である．有意に効くと思われるいくつかのパラメ

ータをピックアップして評価することもある程度は有効だと思われるし，また他のより良い方法があるのかもしれない．一意に答

えが無いため複数の方法で評価して総合的に考えることが有効かもしれない． 

教育的満足度を上げる方法はおそらく無数にあり，またそれも学生さんによりけりだとは思うが，ある程度の指標・方針とな

るべきものは無いのだろうか？今回の部会を通してそんなことを考えた． 

 

 

 

■SLA による部会活動報告 

なし 
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②数学部会活動 

 数学部会は、M2 以上の経験豊富な SLA が約半数、新規メンバーが約半数、その間に位置するメンバ

ーが部会長を務めるというメンバー構成で活動がスタートした。部会全体の課題も、このメンバー構成

に紐づいており、これまで部会の雰囲気を形作ってきた主力のメンバーが次年度には卒業していなくな

ることが分かっている中で、いかに経験者メンバーが後輩を育成する視点で部会活動に臨めるかという

点が最たる課題であった。ただしこのことは、個々人の目標としては意識づけられたものの、部会全体の

課題に据えることはなかなか難しかったように思われる。 

各定例会の活動は SLA からの報告に詳しいので省略するが、最終回の第 6 回（2 月 10 日）のミーテ

ィングの内容を補足して、センターからの報告とする。 

最終ミーティングでは、全部会共通のタスクとして、本年度の活動の総括と次年度に向けての課題を

話し合った。評価できる点として、部会全体で問題意識を共有することで、日々の学習支援における課題

への対応策を共有できたことが挙げられた。具体的には授業のレポート課題をどこまで教えるかの「基

準」について共通意識をもてたことである。一方で、反省点にはケーススタディのパッケージ・やり方が

マンネリ化したことが挙げられた。議論の方向性が数学の内容（解法）を検討するものに偏りがちだった

ので、今後はもう少し学生の課題状況を把握するスキルや学生対応全体をマネジメント（計画）するスキ

ルの向上に資する企画にも着手していきたいとの指摘がなされた。センターから見ていても、数学部会

は数学的議論への熱意が強く、議論を続ける力などを持ち合わせている。また、本年度の部会活動におい

ては、それぞれに持っている“対応時のポリシー”や“教える手法”について開示し合うということも、

比較的達成できた。しかし、開示された意見やコツを、それぞれ意味あるものとして捉え直したり、自分

のものとして取り込んだりするという作業に関しては、まだ十分に改善の余地が残されていると思われ

る。この点を次年度の課題に据え、部会定例会を位置付けていきたい。 

 

■SLA による部会活動報告   

執筆：小田部秀介（理学研究科数学専攻 博士課程前期１年） 

 

0. はじめに 

 今年度、数学部会は新規加入メンバーが多く、部会の雰囲気が大きく変わった年であった。新規メ

ンバーは皆、真面目で意識が高く、積極的に SLA の業務に関わっていた。先輩方はますます力強い存

在になっていったが、後輩を見守る余裕も持ち合わせていたので、私たちにも活躍の場は多く与えら

れた。走り出したとき、修士１年は私だけだったので、ほとんど消去法のような形で、私が部会長に

就任することになった。結局、部会長らしいことを一つも成し遂げないまま１年経ってしまったが、

足立さんや学さんを含め、皆の協力のおかげで大きな事件もなく、この１年を無事に過ごすことがで

きた。感謝したい。以下で今年度の数学部会の活動報告を行う。 

 

1. メンバー構成 

 今年度は以下のメンバーで活動を行った： 

・ 博士１年・・・沖坂、佐藤（龍） 

・ 修士２年・・・金子、石井、中村（聡）、小林* 

・ 修士１年・・・小田部、久守*、檜垣*、木村* 

・ 学部４年・・・中島 
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（＊は今年度新規加入メンバー、下線は部会長を示す）。 

2. 定例会活動報告 

 原則的に、月に一度定例会を実施している。情報共有及びスキルアップが主な目的である。今年度

は計６回行うことができた。各回の内容は以下の通りである： 

○第一回（５月２６日）・・・情報共有・ケーススタディ 

・情報共有： 

＜議題＞ 

 ①偏微分や全微分のイメージをどう説明するか（金子） 

 ②解答を知っているときの対応（小林） 

＜背景＞ 

 ①については、例年この時期にテーマに上がる。②について、対応の際、SLA 側が解答を把握して

いると、見通しがつく反面、解答に引きずられ対応の入りがかえって難しくなるという意見があった。

この二面性について議論した。 

＜結論＞ 

 ①について、イメージについては各自工夫して説明する。当然、イメージを理解することは大切だ

が、計算ができるようになることを目指すように促すことも有効な対応方法の一つである。②につい

て、解答に頼らず学生の様子を見ながら対応することが大切である。 

・ ケーススタディ： 

＜テーマ＞ 

 全単射をイメージが分かるように説明する。（担当：サポート室） 

＜総括＞ 

 イメージを説明するにも様々な手段が考えられる。この回で上がったものとしては、「日常的な例を

用いて説明する」、「グラフを使って視覚的に比較できるように説明する」、「言葉や概念図で説明する」

である。質問学生にあった手段を選ぶことが大切である。 

○ 第二回（６月３０日）・・・情報共有・ケーススタディ 

・ 情報共有： 

＜議題・報告＞ 

 ①学生の理解度と授業の進度のミスマッチについて（小田部） 

 ②数物演習のテキストの例題の解説に誤りがあったことの報告と、正しい解説の提示。（佐藤） 

＜背景＞ 

 この時期、ある特定の授業の受講生が多く質問に来るということがあった。皆、中間試験の救済レ

ポートに関するものであった。その中間試験は受講学生の学年や学部を見て判断しても難しいもので

あった。このとき、私たちはどの程度、手を差し伸べるべきなのかについて議論した。 

＜結論＞ 

 内容が難しいものであっても、基本的に学生に考えさせるという態度を崩す必要はない。 

・ ケーススタディ： 

＜テーマ＞ 

 テイラー展開をわかりやすく説明する。（担当：小田部） 

＜総括＞ 

 テイラー展開を説明する際、動機・定義・応用のうち、どれを主眼に置くかで、様々な説明が可能で
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ある。応用を主眼に置いた説明をもっと積極的に用いても良いのではないか。 

○ 第三回（８月６日）・・・夏期研修合宿に向けての打ち合わせ・ケーススタディ 

・ ケーススタディ： 

＜テーマ＞ 

 コンサルティング力を高めよう！（担当：佐藤） 

＜総括＞ 

 教育実習の経験がある人と無い人で対応の際、コンサルティング力に違いが現れるかをみた。実際、

大きな違いは見られなかった。 

 ＊後の夏期研修合宿の際、活動報告を行ったとき、この回のテーマについて、山下君と千葉さんが

興味を示して下さった。特に千葉さんからは、「教育実習の経験の有無では、コンサルティング力に違

いは現れない。塾講師の経験の有無によって班分けをした方が良かったのではないか」という有益な

コメントを頂いた。 

○ 第四回・・・とも育ち本の部会ページ作成に関する打ち合わせ 

○ 第五回（１１月２５日）・・・情報共有・ケーススタディ 

・ 情報共有： 

＜議題・報告＞ 

 ①表現行列を説明する際、うまくいかなかった。何がまずかったのか（中島） 

 ②授業全体の整理を手伝うというタイプの対応が立て続きにあったが、質問学生の反応もよく、成

功したので、全体で共有したい（中村） 

 ③質問が漠然としている上、レスポンスも少ないという学生の対応について（久守） 

＜背景＞ 

 ①について、抽象的な一般論から対応に入ってしまった。③について、質問が「テイラー展開を理

解したい」という漠然としたものだった。このとき、本当の問いは何か探る必要があるため、多くの

質問を投げかける。しかし、返答が少なく、真意をつかめないまま対応せざるを得なくなってしまう。

こういった事例はどう乗り越えたら良いかということについて議論した。 

＜結論＞ 

 ①について、一般論から説明するのではなく、具体例から入り、イメージを掴んでもらう、あるい

は計算できるようになってもらうことを先にした方が良かった。一般論は、その後、学生に余裕があ

りそうだったら説明する。③について、レスポンスの少ない学生の対応においては、SLA 側で、目標

や対応の方針を決めてあげるというのも一つの手である。また、その場で全てを理解させる必要もな

く、好反応を常に求めることは難しい。 

・ ケーススタディ： 

＜テーマ＞ 

 抽象的な概念に関する説明・対応の仕方、①ε-N 論法で数列の極限を定義することについて、②

「 lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 = 𝑎 ⇒ lim
𝑛→∞

2𝑎𝑛 = 2𝑎」の証明について。（担当：石井） 

＜総括＞ 

 高校数学での極限の扱いと大学数学での極限の取り扱いは全く異なる。しかし、その抽象性ゆえ、

初年級の段階で、その違いを肌で感じることは難しい。そのため、ε-δ論法の威力やメリットも実感

できずに、「何故こんなことをするのか？」と疑問に思う学生が多い。実際、こういった類いの質問は

少なくない。この質問にどう対応するかを全体で共有した。 
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○第六回（２月１０日）・・・情報共有  

3. 夏期研修合宿（前期活動報告） 

 ９月中旬の SLA の研修合宿にて、前期活動報告を行った。小田部、木村がこれを担当した。このと

き、利用学生の傾向を分析した上で、「数学担当の SLA として利用学生にアドバイスできることは何

か」という問題に取り組み、得られた成果をまとめ、全体の前で報告した。 

 

4. とも育ち本の制作 

 新入生向けに SLA が発行する冊子『とも育ち本』の数学部会ページの作成に１１月から取り組んだ。

部会ページは「大学での数学の学び方・SLA の利用の仕方」と「日常に潜む数学」という二つのトピ

ックから構成される。前者は、修士２年以上のメンバーが作成に取り組み、SLA を利用する学生の質

問の傾向や、その質問に対する私たち SLA の対応方法を実際の対応事例を交えながら紹介している。

また、大学での数学の勉強の仕方についても取り上げており、新入生に向けてのアドバイスをまとめ、

形にすることができた。修士１年以下のメンバーで後者のトピックに取り組んだ。前者とは、趣旨が

異なり、新入生に数学の面白さを伝えようと、「意外性」をテーマに日常の中で数学が現れる場面を多

く取り上げることを目標とした。実際、そのことに成功し、形にすることができた。「日常・生活の中

の数学」というテーマは例年になかった発想で、今回実現できたことで、数学の面白さを非専門外へ

発信するという点において、私たちの可能性が広がったと言える。 

以上 

 

 



  

71 

 

③化学部会活動 

化学部会は、総勢 6 名の少数メンバーの部会である。しかしながら、学部生・修士学生・博士学生各 2

名というバランスの良い構成、約半数は SLA 歴の長いメンバーであるといった利点を活かし、M2 生の

部会長を筆頭に全員で活発に意見交換し、主体的・自律的に活動を展開していった。 

本年度の化学部会の特徴的な活動としては、①部会ノートの積極活用による日常的な情報共有の推進、

②正課への学習支援情報（学生のつまずき所等）フィードバックの実施が挙げられる。①については、メ

ンバー自身が部会運営の改善を意図し、計画・実行していったものであった。②についても、センターと

共同しての動きではあるが、こうした活動の必要性自体はメンバー自身が日頃から意識していたもので

あり、彼らの声も参考にする中で、センター全体の動きが形作られていったという経緯もある。 

これら部会活動を進める上で化学部会に特徴的なのは、“全員参加”の動きが可能になっている点であ

る。定例会の場で全員で取り決めた課題に全員が意識して日常業務にあたる動きが化学部会には定着し

ている。こうした在り方を SLA 全体にも広げられるよう、彼らの動きから私たちも学んでいきたい。 

 

■SLA による部会活動報告   

執筆：佐藤悠介（理学研究科化学専攻 博士課程前期２年２年） 

  

1. 今年度の化学部会の活動 

今年度の化学部会は、各自の窓口対応に加え、部会として定期的な話し合いと合宿における発表・

他部会との議論を行った。 

・第一回部会(5 月 8 日) 

年度初めに比較的多い実験の質問への対応を取り上げ、各部員によってばらつきがある説明内容

に統一を持たせた。 

部会員間の連絡を密に行うために、日々の活動の簡潔な報告をノートに書きそれぞれ必ず目を通

すことを通年の目標とした。 

・第二回部会(6 月 24 日) 

増加する窓口対応に対し、できるだけ多くの学生を対応するにはどのように効率化する工夫があ

るかを話し合った。あらかじめ説明用のプリントを作っておき活用するという方法を実際に行うこ

とになった。 

・第三回部会(8 月 7 日) 

学問的に難しい問題に対しどう対応すべきか、単なる学習支援にとどまらない領域について話し

合った。学生の履修状況や今後の進路における重要度など、様々な要因が関わっており、はっきり

とした結論は出なかったが、意識して考えるべき点を確認することができた。 

合宿について発表する内容を決め、それぞれの役割分担を行った。他部会と化学部会との教え方

の姿勢の違いを意識した発表内容となった。 

・第四回部会(10 月 30 日) 

ともそだち本の執筆内容と担当、全体のスケジュールを話し合った。初学者が大学で化学を学ぶ

にあたりつまずきやすいポイントを紹介する内容になった。部会員自身の体験や窓口対応の傾向な

どから細かい内容を決めた。 

・第五回部会(11 月 28 日) 

対応件数が増え始めた有機化学について模擬対応を行い、有機化学の対応経験のない部会員と経
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験者とで、対応内容の違いを考察した。結果、対応経験や問題演習の量が対応内容に大きく反映さ

れるとわかった。未経験部会員への知識の継承が必要であると同時に、化学部会の中に有機化学を

専門としている学生が求められると結論した。 

・合宿での発表 

それぞれの部会を横断した対応がスムーズに行えるようになることを目的とし、化学部会と他部

会で教え方や教える範囲が違う問題について、化学部会の立ち位置とその理由を説明した。他部会

からの意見を受け教える内容について改めて考えた。 

 

2. 今年度のよかった点と反省点 

今年度は、これまでの 5 年間の活動を通じて浮き上がってきた問題点や課題を解決するために前向

きな検討を多くすることができた。自然科学総合実験への対応における単に問題に答えるだけではな

い教え方の工夫や、利用者が多く対応も長くなりがちな有機化学の対応における効率化など、利用学

生・SLA 双方にメリットのある結論を出すことができた。また、その解決にあたり、年度初めに目標

としたノートによる情報交換が大きな役割を果たすことができ、部会員が少ない中でも工夫次第で良

い成果をあげることができた。 

部会員の少なさも、部会内のまとまりがあるというよさとして活かすことができた。合宿の発表資

料作成やともそだち本の執筆において、役割の分担やスケジュール管理などを素早く確実に行うこと

ができ、またそれに関わる全体連絡も全員が参加する形で進めることができた。 

一方、対応における時間の使い方について、徐々に改善は見られつつも、なお対応が長時間に渡る

という点が全体の感じる問題点として上がった。一人の SLA が対応しきれる人数を超えた利用学生が

訪れることも多く、化学部会員の少なさもあり、対応の効率化だけでは解決は難しいだろうと考えら

れる。 

利用学生へとこちらからもっと働きかけ、テスト直前よりももっと前から窓口を利用する、疑問点

を明快にしてから質問に来る、などお互いに助けあう形での解決を目指すことができるのではないか

と考えた。 

 

3. 来年度に向けた活動の展開 

来年度は授業や先生とより連携した形で学生の学習支援にあたることになっており、SLA として今

までの窓口対応から提供できる情報の準備を進めている。それにより、学生のつまずきやすいポイン

トや質問が多い領域について先生方に把握していただき、授業内容へとフィードバックすることがで

きる。 

また、他部会と助け合い活動をしていく準備も必要だと考えられる。化学部会は来年度人数が更に

少なくなり、質問に来る学生に対応するのが難しくなる。また他部会も必ずしも一定のペースで学生

が質問に来るわけではないため、一時的に対応しきれない学生が出ることも多い。そのようなときに

部会の違いを超えてお互い助けあうことで窓口の混雑を解消することできる。実際、数学・物理・化

学はそれぞれ独立した科目ではなく、学部生が質問する難易度であれば答えられることも多い。しか

し、完全に専門家ではないため戸惑うこともある。その際に各部会がその分野についてまとめてくれ

た資料があれば学習支援の補助教材に使うことができる。今までは対応記録という形でそのような資

料を残してきたが、ある程度学生のつまずきやすいポイント、質問が多い問題がはっきりしてきたの

で、そのような領域について資料を作っておくことは有益だと考えられる。 
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④英語部会活動 

本年度英語部会の最大の特徴は、“部会”としての活動（定例会の開催など）を継続的に実施できた点

にある。従来、英語部会は、英会話支援の在り方自体がまだ発展途上で固定化されていなかったこと、

個々の資質・能力である程度活動が可能であること、メンバーの入れ替わりサイクルが比較的早いこと、

ミーティング開催に関しても、多様な学部のメンバーの集まりであることから日程調整が困難な場合が

多くなるといった諸々の要因により、「部会」としての動きは理系部会に比して活発な状態にはなかった。

そこで本年度は、年度当初に「部会活動」の恒常化を目標に掲げ、定例会を定期的に開催し、英語部会活

動の活性化を図っていった。この目標は、本年度、ある程度達成することができたと思われる。 

開催した定例会での具体的な情報共有の内容は下記報告の通りである。1on1 英会話や英会話カフェの

企画を共有したり、学生対応で困った・悩んだ事例を話し合ったりすることで、日本人 SLA と留学生 SLA

の意識を少しずつすり合わせることができたように感じられる。英語部会は多国籍な部会ということも

あり、これまでも学習支援の理念や方法の共通認識を持つことが容易でなかったが、今年度の動きはこ

の課題を解決する上で効果的であった。 

一方課題としては、当初、理系部会と同様の形（情報共有とケーススタディの二部構成）で定例会を企

画したが、この形はあまり英語部会には向いていないということがわかったことである。具体的な“問

題”があるわけではないため議論のネタがマンネリ化しがちであり、ケーススタディについても、月に一

度の定例会の場で行うに相応しい方法がまだ見つからないという状況であった。次年度はこの点を改善

したい。 

 

■SLA による部会活動報告   

執筆：房内まどか（文学研究科文化科学専攻 博士課程前期２年） 

 

1. はじめに 

 本年度の英語部会は、以前からの SLA の 4 人（スミット、濱橋、原、房内）に、新規 SLA を前期

は 3 人（席、寺岡、プラーチュ）を、後期はさらに 2 人(五十嵐、服部)を加えて活動を行った。普段の

活動として昼休み以降の時間に英会話カフェ・1on1 を行い、定例部会を計 5 回開き、夏合宿では前期

の活動報告をした。また、後期はともそだち本の作成を行った。 

 

2. 定例ミーティング 

 英語部会の定例ミーティングは前期に 2 回、後期に 3 回開かれた。各ミーティングでは、それぞれ

の SLA が自分のカフェあるいは 1on1 でどのような活動を行っているかを報告したり、抱えている課

題を共有して解決策を議論したり、利用学生の特徴などを情報交換したりすることが主な目的だった。 

 

(1)第 1 回 平成 26 年 6 月 6 日(金) 9:00-10:30 

 この日はスミット、プラーチュ、原、席、寺岡、濱橋、房内の 7 人が参加した。本年度最初の部会

だったので、各カフェ・1on1 の紹介から始めた。カフェと 1on1 両方を担当していたスミットは｢楽し

く｣をコンセプトに Funny Pictures Game をしていることを紹介した。その他、面白い質問をしたり、

ディベートをしたり、単語クイズをしたりするが、スミットは昨年度までのストックが多いため、そ

の日に来た学生に何がしたいか尋ねることもあると言った。1on1 を担当しているプラーチュは自己紹

介や最近の出来事を話すのに加え、手持ちホワイトボードを使って利用学生の英語表現をアドバイス
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したり、持ち時間の終了前 10 分間で復習を兼ねた単語ゲームをしたりすることなどを報告した。原は

1 人でカフェを担当しており、毎回フリーディスカッションの形式をとり、14 個のトピックを事前に

用意しておいて利用学生に選ばせるという。また、リピーター学生には前の週の出来事を質問してア

イスブレークとする工夫を紹介した。席も同様に 1on1 では利用学生の前の週の出来事などから話題

を広げているとし、また、6 月 5 日から木曜日にプラーチュと一緒に 1on1 をしているので、きめ細か

いアドバイスができると報告した。寺岡はカフェで初めての学生とリピーターでは質問する内容を変

えたり、｢今セメスターの英語の目標は何か？｣を尋ねることで学生のニーズを把握したり、学生同士

でそれぞれのモチベーションを認識したりするといった工夫を述べた。 

 その後、最近の課題について議論した。「来た学生のレベル差が大きい場合にどのような工夫をして

いるか」という話題において、寺岡はそれぞれの学生の目標を聞くことで、それぞれ違うモチベーシ

ョンであることを認識させたり、相手によって話すスピードを早くしたり遅くしたりしていると述べ

た。原は、自分が投げかける質問を相手によって変えているとし、例えば上級者には 5W1H 型の質問

をし、あまり自信がない学生には Yes/No で応えられるような質問をするという工夫を紹介した。スミ

ットは自分が投げかける質問に必ず答えてもらうようにしているという。席は、必ず質問に答えても

らう時間と自由に会話する時間の両方を設けているとした。このように、各々がどのような活動をし、

どのように課題に向き合っているかを情報交換することができた。 

 

(2)第 2 回 7 月 4 日(金)  9:00-10:30 

 この日はスミット、プラーチュ、寺岡、原、席、房内の 6 人が参加した。まずはじめに最近の活動

の報告を各々が行った。寺岡は話すテーマを用意するのではなく、学生の自己紹介からそれを深く掘

り下げることで話題を広げるようにしていると報告した。この方が学生は自分の得意な話ができるた

め表情が明るくなり、学生同士で質問しやすくなるといのことである。席の 1on1 も場面に応じて話題

を対応させており、プラーチュが入ることで会話が広がって明るい雰囲気で会話ができているという。

プラーチュは自分の 1on1 で手持ちのホワイトボードを使って最後にフィードバックをするとのこと

だった。原は、前回の報告と同様ディスカッションを続けており、人数が多いときはグループに分け

て行っていることを紹介した。スミットは新しい学生があまり来ないことを悩んでいた。このことか

ら、最近は新規利用者ではなくリピーターが多いことについて話題が及び、何人かは英語の上達が顕

著で、さらに打ち解けてきて積極的に話してくれるようになった現状を共有した。リピーターの成長

を感じた時どのような変化を加えているかということに関して、同じテーマの話でも少し凝った質問

をしたり、前回に使った単語をもう 1 回使って復習させたり、宿題のようなものを SLA と学生お互い

が持ち帰ったりするなどの工夫が挙げられた。寺岡が挙げた最近の課題は、カフェが終わった後に一

緒に話した学生と仲良くなろうとして Facebook の友達申請をしていいかなどと言う積極的な人がい

る一方、そのような誘いが苦手な人もいることだった。そのような場合に SLA はどのような対応をす

べきかということでケーススタディを行った。SLA がとるべき行動としては、ジョークを言ってはぐ

らかしたり、｢まだ早いから、来週もっとお互いのことを知る時間を作ろう｣と先延ばしをさせたり、

積極的ではない人に対してこっそり本音を聞いてみるなどの案が出た。 

 

(3)第 3 回 10 月 30 日（木）16:30-18:00 

  後期に入って初めての部会では、主にともそだち本の構成・作成手順についての相談をした。参加

者は席、原、濱橋、房内、五十嵐、服部の 6 人だった。 
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 本年度の英語部会が担当するともそだち本のページは、利用案内として英会話カフェ・1on1 の紹介

や、どのように利用されているかを紹介するページ、英語学習について紹介するページ、SLA のメン

バー紹介や国際交流の紹介をするページの 3 つに分けて作成していくことになった。この日までにそ

れぞれのページ担当者たちが内容やレイアウトの案を考えてきていたので、それに対して他のメンバ

ーがアドバイスをするという形をとった。 

 特に議論をしたのは寺岡・服部が担当する英語学習についてのページで、挨拶などの簡単な英会話

の表現を絵入りで紹介しようと考えているが、あまり簡単な表現では意味がないし、かといってスペ

ースも限られているのでどうすればよいかという悩みだった。このことに対し、挨拶ひとつとっても

様々な表現があるから、各場面でいろいろなバリエーションを紹介するのはどうかという提案があっ

た。また、メンバー紹介のページで、SLA に対する質問事項の案として、「国際結婚はあり？」｢生ま

れ変わったらどの国の人に生まれたいか？｣などユニークなものがあがった。 

 

(4)第 4 回 平成 26 年 11 月 26 日（水）17:00-18:30 

  この日の参加者は原、濱橋、房内、寺岡、服部、五十嵐の 6 人で、最近のカフェで行っているゲー

ムやアクティビティの共有をした。ただ紹介するのではなく、他の SLA が自分のカフェで教わったゲ

ームができるようにすることを目的とした。 

 まず五十嵐からストーリーゲームが紹介された。これはランダムに選んだ 6 つの英単語を使って物

語を作るゲームで、文章作成能力が試される。席は毎回テーマを設定し、関連する情報やいくつかの

質問を用意しておくことでディスカッションを回しているとのことだった。服部・寺岡からは足し算

自己紹介、What if game、Story telling、ショートプレゼンテーション、上級者向けとしてディベー

トを紹介した。また、五十嵐などが挙げた Guessing Game は、写真や単語が記されたカードを頭の上

に持った人が、周りの人の説明によってカードの内容を当てるというものだった。五十嵐は日本文化

の写真を使ったそうだが、これは職業や、自分の夢など、いろいろなテーマに応用できるとのことだ

った。また、スミットとカフェを運営する原は、ディスカッションでは来た学生のレベルに合わせて

テーマの難易度を変えているという工夫や、前期でも紹介したピクチャーゲームをやっていることを

報告した。 

 また、最近 SAP の申し込みを考えている人やすでに応募したので英語を使いたいという学生が増え

ていることに話題が移った。その時に申請している TOFEL の点数を学生に聞くのはどうなのかとい

う質問があったが、点数アップのためなら良いのではないか、聞く理由・目的があればよいのではな

いかという意見が出た。本年度の SAP は英語圏だけでなく、ヨーロッパやアジアの国々も多数あるよ

うだということなどを情報共有した。 

 

(5)第 5 回 平成 27 年 2 月 10 日（火）14:00-15:30 

  本年度最後の部会として、原、房内、服部、席、スミットが参加した。まず後期の良かった点と反省

点をそれぞれが挙げた。良い例として、レベルが高い人が集まった時に活発なディベートができたこ

と、2~3 人のグループを作って、ミニプレゼンテーションが新しくできたこと、ペアによる職業当て

ゲーム（Guessing Game）は雰囲気がよかったことなどが挙げられた。一方、反省点としては、11 月

末頃から SAP に参加する学生が大量に押し寄せたことについて話題が集中した。多いときは昼・3 限

を含めて 20 人以上がカフェに訪れていたので焦ったこと、1on1 も予約がいっぱいでやれない人がい

たことがまず挙げられた。また、参加者の中でも英語力のレベル差があるだけでなく、スタンプだけ
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欲しくて英語に興味がない人がいるなど、モチベーションにも差があるため対応が難しかったことな

どが語られた。それらを踏まえて来年度にできそうな対策として、大人数・少人数さまざまな状況を

想定すべきという意見が出た。また、ネット予約や、SAP の時期には臨時に人を増やしたりするとい

った、英語部会のシステム自体を工夫する意見も挙がった。また、SLA 間での情報共有の機会やゲー

ムを実際にやってみるなどのトレーニングを増やしたいという提案があった。 

 

3. 夏合宿での報告 

 1 日目の報告会で、寺岡がプレゼンテーションを行った。まず英会話カフェと 1on1 の紹介をし、事

前に英語部会のメンバーにとっていたアンケートの結果を発表した。特に、人と話すことが大きな仕

事の英語部会メンバーが、コミュニケーションを行う上で気をつけていることなどを、他の部会の人

に紹介した。 

 

4. おわりに 

 本年度の英語部会は、昨年度と比べてスタッフの数が増えたので全体として盛り上がった雰囲気だ

った。また、以前に比べると部会も多く開けたので、情報共有が進み、SLA 同士で切磋琢磨できてい

たように思われる。特筆すべきは、やはり 11 月末から SAP に参加する学生が多くやってきたことだ。

来年度以降も、SAP をきっかけに SLA を利用する人が増えるかもしれないし、夏休み前と春休み前

は今回と同じ現象が起こるかもしれない。新メンバーを増やしたり、時期によって体制を変えたりす

ることも想定しつつ、SLA 内でさらに密な情報共有をするなど、工夫すべき点がたくさん見つかった

年度だった。今後は、大学内での英語学習・国際交流へのニーズも察知しながら、柔軟な対応がして

いければよいと考える。 

 以上、平成 26 年度の英語部会の活動報告とする。 
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⑤ライティング部会活動 

■センターから 

 ライティング部会は、支援の在り方を検討するところからの活動であった。そのため、これまで授業

SLA の活動で長く SLA に関わってくれていた 2 名の文系院生を主力に据え、SLA とセンター教員 2 名

で勉強会、窓口対応、その他の活動の検討と開発を進めて行った。 

 これに加えて、レポート作成に関わる授業の授業 SLA ともリンクをしながら活動を行った。具体的に

は、前期セメスター中は、「社レポ」の授業 SLA3 名のうち 2 名とライティング担当 SLA のシフト時間

を重ねることで、ゆるやかに情報交換を行い互いに学び合いを深めた。後期セメスター中は、図書館の授

業で活動していた SLA1 名に、部会のミーティングの場に参加してもらい、情報交換を行った。 

 窓口対応以外の活動としては、セミナー型の企画とポスターの作成を行ったが、これらの活動につい

ては、次項の SLA による活動報告を参照されたい。 

 定例ミーティングは、次の通り開催された。 

第一回（4 月 28 日） 

・ライティングセミナーに参加した感想を意見交換 

・これまでの活動の振返り 

・今年度の計画 

第二回（5 月 19 日） 
・前回ミーティング振り返り 

・今後の計画（具体計画） 

第三回（6 月 10 日） 

・ポスター作成進捗状況確認 

・セミナー企画検討 

・授業での告知 

第四回（7 月 16 日） 

・現状確認 

・短期、長期 TO DO 確認 

・部会合宿報告の検討 

第五回（11 月 10 日） 
・図書館授業の情報共有 

・『ともそだち本』構想 

第六回（2 月 9 日） ・活動振り返り（年報構想） 

 

 

■SLA による部会活動報告 

執筆：近藤百世（国際文化研究科 博士課程後期３年） 

千葉陽子（教育学研究科 博士課程前期２年） 

 

1．はじめにに代えて（※センター補足執筆） 

 ライティング部会は、2014 年度はまだ「部会」としての形が整うまでには至っておらず、センター

スタッフが主導する形で活動をスタートさせた。そのため、部会の方針や定例会の流れなどの報告は、

SLA メンバーではなくセンタースタッフが行うことを前提として、SLA の 2 名には活動報告の執筆を

依頼した。当初、「1.概要」「2.定例ミーティング」とし、以下「3.合宿報告」…と続く目次構成を予定

していたが、本年報の編集上、1・2 に該当する部分は、他部会の形式に則り、前ページのセンター執

筆部分にて紹介する形を取った。そのため、本項「SLA による部会活動報告」が、唐突に「合宿報告」

から始まるが、編集の経緯をご了解いただいたうえでお読みいただければ幸いである。 
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以下、SLA 担当部分の報告原稿である。 

 

2.合宿報告 

ライティング部会では、2014 年度の SLA 研修合宿において活動報告を行った。この報告では、主

に理系 SLA にコンサルの重要性を伝えることに焦点を当てた。実際に報告で用いるパワーポイントを

作る過程において、対応の際に何を意識しているのか、他部会と異なるのは何かを改めて考え、「ライ

ティング＝コンサルが命」という結論となり、ここに重点を置くこととした。 

ライティング支援の場合には、学生の「課題（質問）」と本当の「課題（直すべき点）」が異なる場合

があるため、支援者にとって必要な能力は学生の状況を把握する力と本質的な問題への気づく力であ

る。しかしながら、これらの能力は他部会において不要なものではない。そのため、報告においては

複数の具体的なコンサル・テクニックを示した。例えば、必ずひとつのことについて褒める、学生の

表情を見ながら会話をする、学生が理解しやすい言葉でアドバイスをする、学生の言葉を要約して考

えをまとめる手伝いをするというものである。 

 この報告後から、しばしば理系 SLA の口から「コンサルに力を入れるべき」という言葉が聞かれる

ようになり、SLA 全体にコンサルという言葉が浸透してきたように感じられる。 

表面的な課題に答えることによって、学生は満足感を得ることができるが、本当の「課題（直すべき

点）」に気づき、その課題を解決することが学習支援として重要であり、学生のためにもなる。したが

って、今後もコンサルを意識してよりよい支援を行うべきであると改めて感じた。 

 

2. その他の活動 

2-1．ライティング・セミナー参加 

 ライティングの研修を兼ねて、高等教育開発推進センター主催のライティング・セミナー（教育関

係共同利用拠点提供プログラム「ライティング支援者を育成する」）に参加した。本セミナーでは、SLA 

2 名が東京大学と早稲田大学のライティング指導機関と東北大学のアカデミック・ジャパニーズの指

導に関する報告を聴講し、カウンセリングのワークショップにて研鑽を積んだ。 

 この経験から、ライティングの基本が「思考整理の補助」であり添削ではない点、対話によるコン

サルが難しいことの 2 点を学んだ。同時に、学部 1・2 年生をその支援の対象とする本学において、ど

のような運営形態が最適であるのか検討する必要性が確認された。また、カウンセリングにおいては

SLA 側に高度な対話のスキルと教養が求められることが再認識され、その質をどのように獲得し保持

するかという点が課題として見出された。 

本セミナーへの参加は部会にとって大きな刺激となった。特にライティング部門が全国的な規模で

必要とされていること、立ち上げ段階にあるこの部門についてそれぞれの大学にあったやり方を模索

中であることを実感できたのは有意義であった。 

 

2-2．プチ・セミナー＆ポスター企画実施 

 学部 1・2 年生のライティング・スキル向上を目指すと同時に、ライティング部門の周知と窓口対応

のニーズの創出をその目的として、ライティングに関するプチ・セミナーを実施した。セミナーは「レ

ポートって何もの？」、「初心者向け★レポート作成に必要な PC スキル」、「実践！どんな文が良い文？

悪い文？」の 3 つのトピックで構成され、2 名の SLA によって 2 回ずつ計 12 回のセミナーが設けら

れた。また、それぞれのセミナーに連動する形で、事前に関連する内容のポスターが作成された。 
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 本企画の実施にあたり、次の作業が行われた。①ポスターの原案作成、②セミナーの資料作成（配

布資料・スライド）、③セミナーの実施。特に②の資料作成に多くの時間が割かれたが、それはサンプ

ルとなる文章が思うように集まらないからであった。 

 作成されたポスターはキャンパス内に張り出された他、SLA ラウンジにも持ち帰り自由な配布物と

して設置された。これらは概ね好評で、特に後者は自宅に持ち帰る学生が出て何版か増刷された。こ

のポスターは、その後の窓口対応においても説明資料として有効活用されている。 

 セミナー自体の参加数は少なかったが、受講した学生の意識が変化したこと、コンサルの際の方針

が検討されたこと、準備段階で SLA 同士の交流が深まったなどの多くの影響が見られた。それらを鑑

みても今後のライティング運営のための基礎形成の好機となったといえよう。 

本企画全体を通して、ライティング支援のニーズをどう創出するかという点が今後も一番の課題に

なることが再確認された。同時に SLA 側の指導スキルの向上や有用な資料作成、学部生のレポートの

ストックやコンサル内容の共有・再検討などの地道な努力の必要性も痛感した。 

 

2-3．ともそだち本作成 

 後期は、毎年恒例のともそだち本のライティングのページ制作に取り組んだ。ライティング部会で

は、この作業を今年度の活動の総まとめと位置づけて経験のふりかえりと蓄積に従事した。 

 制作に先立って図書館の TA を迎えてミーティングを開き、あらためてライティング・スキルの見

直しや意義付けなどを行った。その上で 3 名の SLA が項目毎に担当を振り分けられ、各自作業を行っ

た。その際、部会全体の意思疎通を円滑に図り、整合性のある記事を作成するために、共有ログが設

けられ作業が進められた。 

 これらの作業を通して、それぞれの SLA が持っているスキルが具体化され共有された。また、考え

が体系化されることで、まとめた本人も改めて自身のふりかえりの機会を持つことにつながり、概ね

よい機会となった。 

一方で、ログ以外に作業について話し合いの機会がなかったことで、SLA 同士の意見交換がなされ

なかったことが残念であった。また、前年度のともそだち本との差異化や、内容更新の意義、他部会

のページとの共通性をどうするかなど、課題も多く見出された。それとあわせて、今後はこれらのと

もそだち本にまとめられた成果がどのようにコンサルに生かされていくのか。また、学生側の意見を

いかにコンサルやともそだち本にフィードバックしていくのかという点が課題となっていくだろう。 

 

2-4．対応報告まとめ作業 

 今年度は前期・後期あわせて 24 件の窓口対応があった。他部門と比べると圧倒的に少なくはある

が、前年度と比べると飛躍的に人数が増加している。そこで、対応のふりかえりを報告の形でまとめ

ることによって、経験の集積を行うこととした。これは、対応した SLA 自身のふりかえりと共に、他

の SLA や次世代の SLA に対して、対応例やサンプルを残すことをその目的としている。 

報告書は、次の 5 段階を意識して作成された。①学生・対応全般に関する情報、②学生からの質問

内容、③SLA 自身が見出した課題、④対応の内容（基本は対話型で）、⑤所感や感想など。 

②と③については、3 の合宿報告でも触れられたとおり、学生の申告した課題と本来の問題点が噛み

合っていない場合があるので、意識的に分けることとした。④を対話形式としたのは、コンサル内容

を再現することで具体的な対応内容を伝えるようにするためと、対応者自身のふりかえりのためであ

る。 
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 本作業は、SLA のスキル向上に大いに貢献した。特に対話を中心としたコンサル全体の再構成作業

は、対応者に自省の機会をもたらしただけでなく、他の SLA にとっては対応者のコンサルのやり方を

学ぶ手段となった。具体的な質問やそれに対する返答の仕方、あるいは言葉がけの方法が明らかにさ

れることによって、SLA 同士が互いのスキルや知識・見識を知ることができるようになった。定例報

告会のないライティング SLA にとっては、この対応報告書が貴重な学び合いの機会となったのであ

る。 

 これらの対応報告書を生かしていくためには、今後、ある程度これらの書式を統一させていく必要

があるだろう。現段階では各自の裁量によってまとめられているため、SLA 毎にムラがある。その上、

報告書をまとめるのに多くの時間を必要とするので、同時に効率化も図っていかねばならない。また、

報告書をもとに実際に SLA 同士で意見交換する機会を設けることも急務である。今年度の作業を通し

て、事例研究ができるぐらいの資料ができてきたように思う。これらの報告書を有益な形で生かせる

よう、部会や勉強会などライティング SLA 内での交流を活性化させていきたい。 

 

3．おわりに 

 ライティング部門は未だ発展途上の段階にあるが、今年度の終わりには部会員も 4 名となり、部会

として本格的な形を整えつつある。今年度はその立ち上げ、ライティング・スキルの向上、ライティ

ング部会の周知とニーズ創出に重きが置かれたが、来年度以降は、ライティングの窓口対応数の増加

促進、部会員同士の経験知の共有・伝達といった、より具体的な課題が挙がることになるだろう。 

これらを解決するためにも、ライティング部会でも他の部会同様に定例報告会を開催する必要があ

ると考えられる。不定期あるいは自発的なミーティングやログでのやりとりだけでも部会員間の学び

合いが促進され、様々な企画やアイデアが生まれた。これが定期的に行われたら、更によい影響をも

たらすことは明らかである。来年度は今までの活動に加えて SLA 同士の連携がよりよいものとなり、

活動が更に充実したものになるよう期待したい。 
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（４）SLA 活動振り返り作業 

SLA には、自身の活動を振り返り、次の改善につなげてもらうために、毎セメスター末にアンケート

（レポート）を実施している。このシートは、統計的に処理をするというよりは、SLA が自身の活動を

PDCA サイクルに乗せることができるようにするための一種のワークシートのようなものである。その

こともあって、セメスターごとに少しずつ項目や様式を変更させている。シートの記入に併せて、年度末

にはこのアンケート（レポート）をもとに、1 人 30 分の個別ヒアリングの時間を設け、直接声を聞く機

会を設けた。個別ヒアリングは、前年度までは必要に応じて行ってきたが、次年度の活動を検討する上で

欠かせない作業であることから、本年度より、全員必須の形で実施した。 

ヒアリングは、次年度の各々の忙しさなどを把握し、個々人の具体的な働き方を相談する場でもある

が、センター員が本年度のヒアリングの際に共通で意識したのは、「個々人のモチベーションはどこにあ

るか」「個々人の SLA の活動に求めるものは何か」を聞き取ることであった。これは、SLA の人数が拡

大していく中で、個々のモチベーションがより多様化していることを 2014 年度の活動を通じて実感した

ことから来ている。また、規模の拡大と相まって、相対的に一人一人と話をする時間が減ってしまったこ

ともあり、個々のモチベーションに触れながら“新たな活動の可能性”を探るという作業がやりづらくな

ってきたことを補う機会でもあった。 

別の側面としては、本年度中、SLA 学生から「センター／SLA の課題（目標）が何かが分かりづらい」

といった声をちらほらと聞くようになったことも背景としては大きい。この“声”の解釈は幾通りか考え

得るが、背景の一つとして、先述の通り、センター員と SLA 一人一人のコミュニケーション―具体的に

は、「何を目指していきたいのか」をそれぞれ語り、共有する場―が減ってきたことが影響したと捉えて

いる。同時に、この“声”は、SLA の“業務感”が増してきているという危機感を覚えるきっかけとも

なった。これまでは、“共に活動を創りだす”というスタンスで運営してきた SLA の活動であったが、一

定程度ルーティーンとして行うべき活動の形が定まる中で、「何をすべきか」をセンターに問う姿勢が少

しずつ増えてきたように感じている。こうした変化は、組織の発展・拡大の中で生まれるやむを得ない側

面でもあるが、ここをどう乗り越えて行くかが、次年度以降の課題である。 
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■前期分 
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■後期分 
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（５）対外的活動  

① 発表・講演等 

・福島大学 FD 合宿 講師（足立、鈴木） 

  ■報告「東北大学の教養教育と学生支援」 

・正午 PD（高度教教育・学生支援機構主催） 報告（足立、鈴木、SLA 学生 2 名） 

  ■話題提供「“ともと学ぼう、ともに育とう、ともそだち”」 

・ピア・サポート科研（代表：小貫氏〔大阪大学〕）  

■事例報告「SLA 学生の成長とその仕掛け」 

・第 21 会大学教育研究フォーラム（於：京都大学）発表（足立、鈴木） 

 ■自由研究発表「『学生の力』を活用した正課外学習支援活動の可能性―学生アドバイザー（ＬＳＡ）

の成長に焦点を当てて―」 

② 調査活動 

・平成 26 年度東北地域大学教育推進連絡会議 参加（足立、鈴木） 

・平成 26 年度秋田大学高大接続教育フォーラム 参加（鈴木） 

・大阪大学、同志社大学訪問調査（足立、鈴木） 

  ＊科研プロジェクト「グローバル社会におけるコンピテンシーを具体化する高度教養教育の開発研

究」（基盤研究Ａ、研究代表者：羽田貴史）に基づく調査訪問 

・第 20 回 FD フォーラム「学修支援を問う～何のために、何をどこまでやるべきか～」（主催：公益財

団法人 大学コンソーシアム京都） 参加（関根、中川） 

③ 訪問受け入れ 

・「学生の学習成果に基づいたピアプログラムの開発研究」（基盤研究(C)  研究代表者：小貫有紀子）に

基づく調査訪問 …来訪者：安部（小貫）有紀子（大阪大学）、望月由起（お茶の水女子大）、橋場論（福

岡大学） 

④ 他大学連携合同研修 

・北海道大学アカデミック・サポートセンターとの合同研修会実施 

⑤ その他 

・高度教養教育・学生支援機構主催 PDP プログラム「アカデミック・ライティングを指導する」セミナ

ー企画実施 

 

（参考） 

北海道大学（ＡＳＣ）・東北大学（ＣＬＳ）合同研修会 

 

＜実施日＞2015 年 3 月 10-11 日 

＜参加者＞ 

東北大学 高度教養教育・学生支援機構 学習支援センター（CLS） 計 8 名 

・センター長：関根勉 

・センター員：足立佳菜、鈴木学 

・SLA：北原理弘、奥田貴、木村あさ美、中島啓貴、山下琢磨 5 名 

北海道大学 アカデミック・サポートセンター 

・センター長：川端 潤 

・特定専門職員：清水 将英 ほか 

・チューター：4 名 
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＜目的＞ 

・情報交換を通して、互いの組織改善に資するアイディアを得ること。 

・学生スタッフ育成の場とすること。具体的には、比較の視点から、所属組織および自身の活動を省察できる力を

身につけること。 

 

＜日程・内容＞ 

3 月 10 日（火） 

10：00～10：20 開会、趣旨確認 

10：20～11：00 ①SLA による CLS 活動紹介 

11：00～11：40 ②チューターによる ASC 活動紹介 

11：40～14：00 昼休憩（学生） 

13：00～14：00 ③センター長打合せ（教員のみ） 

14：00～17：00 ④ワークショップ 

『トリセツ～正しく・楽しく・上手に私たちを活用するために～』 

18：00～ ⑤交流・親睦会 

3 月 11 日（水） 

10：00～12：30 ⑥座談会・ディスカッション 

12：30～13：00 閉会 

 

 

＜ＳＬＡへの課題＞ 

・北大との違い、共通点を探すこと  

・ＳＬＡの武器は何かを考えること（組織として） 

・「自分自身は、何を大事にしたいと考えているのか？」の省察を深める 

【提出課題】 

１．北大アカサポとＳＬＡの違いは何か、それは、具体的な実践・言動等にはどのように現れているか（あ

るいは、どんな具体的実践・言動等からそれを感じたか）を論ぜよ 

２．北大アカサポとＳＬＡの共通点は何か、それは、具体的な実践・言動等にはどのように現れているか

（あるいは、どんな具体的実践・言動等からそれを感じたか）を論ぜよ 

３．１・２を通して考えた、ＳＬＡにおける活動に対する考えや提案を述べよ 

 

― Ａ４版用紙１～３枚以内、３月末日まで〆切 
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４．SLA による活動振り返りレポート 

 

英会話の楽しさを広げるためにやってきたこと 

 

教育学研究科総合教育科学専攻 博士課程前期２年 

SLA 英語担当 浜橋めぐみ 

 

１．英語部会担当として働き始めた動機 

私が英語部会所属の SLA として働き始めたのは、「英会話って楽しいと思ってくれる１，２年生が

増えたらいいな」という思いからでした。私自身、幼稚園のころから英会話教室に通っていたことも

あり、英語が好きで英語の教員免許も取得しました。自分自身も英語で話す機会を得ることができ、

なおかつ英会話を楽しいと思ってくれる仲間を増やすことができるかもしれないという、そんな思い

が活動を始めた動機でした。この気持ちはその後も変わることなく、活動を終えるまでそのモチベー

ションで SLA として学生と接してきました。 

 

２．行ってきた活動 

 英語部会には大学 3 年から修士 2 年まで在籍しました。大学 3 年のときはネイティブ主導で行われ

る英会話カフェ（当時の名称は英会話ゼミ）の補佐役として主に活動し、大学 4 年のときはカフェよ

りも新たな試み（Movie Night など）に奮闘していました。修士（主に１年）では英会話カフェを SLA

数人と、もしくは１人で担当しました。 

 

３．英会話カフェで意識していたこと 

 上記のような動機から英語部会に所属したこともあり、実際の対応で心掛けていたのは「居づらく

ない雰囲気づくり」でした。英会話カフェには、様々な学生が一度に訪れることがあります。「様々な

学生」というのは、具体的には、比較的流暢に英語を話す学生からゆっくり話す学生、積極的に発言

する学生からそうではない学生、友達同士で来た学生から一人でやってきた学生、何度も来ているリ

ピーター学生から初めて参加した学生などです。そのようなときに居づらく感じやすいのは、「流暢に

はまだ話せない学生」や「あまり自ら発言しない学生」、「一人でやってきた学生」、「初めて参加した

学生」です。そのような学生にも「英会話カフェに来てよかった」と思って帰ってもらうことが、「英

会話って楽しい」につながると私は考えています。 

 「居づらくない雰囲気づくり」のために行っていたことは、「上記のような学生に話を振る」、「初め

て来た学生やカフェの途中から参加した学生には、カフェ全体で話している内容についていけるよう

情報を共有する」ということです。英会話の楽しさは、「会話」であるだけに「話す」ことを通して感

じることが一番多いと思います。「聴く」や「与えられたフレーズを読む」も英会話の練習にはなりま

すが、自分の思いを英語にして伝えられたときの喜びは、「英語が話せるようになりたい」という思い

に直結すると思います。そのため、私は「カフェに来てくれた学生全員が１回は発言して帰ること」

を目標に、話を振るようにしていました。また、発言するためにはカフェの進行・内容を理解してい

ることが必要です。そのため、情報の共有も意識して行っていました。情報共有の方法は、直接学生

に話しかけて説明する方法もありますが、ときには SLA がわからないふりをして全体に質問を投げか
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ける形で情報共有をすることも可能です。個別に説明するとカフェ全体の話が聞けなくなったり、「自

分だけわかっていない」ことを強調してしまったりするためです。以上のようなことを意識すること

で「居づらくない雰囲気づくり」を心掛けていました。 

 

４．SLA の活動を終えて思うこと 

 東北大学内には英語力上達を目的にしたサークルや団体がいくつもあり、流暢に英語を話せる学生

がたくさんいると思います。しかし、「まだ流暢には話せないけれどたくさん練習してもっと話せるよ

うになりたい」という学生も多くいると思います。SLA はその両者に英会話を楽しんでもらえる場を

提供することが役割のひとつではないかと思います。SLA と他のサークル等との違いは、同じ大学生

同士であっても「教育的な意識を働かせられる点」だと思います。ただの大学生同士の集まりだと、

どうしても流暢に話せる人に合わせることが多くなりがちかと思いますが、「教育的な意識を働かせつ

つ教師の立場に立たないこと」が SLA の発揮できる力のように思います。「教育的な」と言ってもあ

まりおおげさなことではなく、例えば英会話カフェの参加者が SLA 含めてみんな流暢に英語が話せた

ら「まだ流暢に話せない人」は発言しづらく感じるかもしれません。しかし、そこで SLA が１人でも

ゆっくり英語で話したり、分からないふりをして全体に質問を投げかけたりすれば、発言したり質問

したりすることをためらっていた学生が自ら話し始めてくれることもあるかもしれません。SLA が持

てる力（英会話力など）をすべて発揮することも学生のモデルとしてときに必要ですが、「状況に応じ

て SLA として自らの力を調節することで、まだ流暢に話せない人と英会話の楽しさを共有すること」

も大切だと思います。そしてそれは、SLA で英会話カフェを開く意味につながるのではないかと感じ

ています。 

 私自身、留学経験があるわけでもなく、英語を強みとするような仕事に就職するわけでもなく、た

だ単に英語を話すことが好きで SLA として活動してきました。どのような目的をもった学生であって

も、英会話カフェにやってきた学生が「楽しかった」と思って帰ってくれるようなカフェが続くこと

を願っています。 
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SLA を通して得られたもの 

 

理学研究科数学専攻 博士課程後期 1 年 

SLA 数学担当 沖坂祥平 

 

1． イントロ 

学部 3 年時に SLA に加入し 5 年が過ぎた。お話を頂いた時は学部生が行う TA のような仕事という

認識であり、軽い気持ちで引き受けた業務であった。しかし、学生としても人としても未熟な時期に

この業務に携われたことは今考えると自分にとって幸運であったという他無い。 

中学、高校の時期から友人からの数学の質問に答えるといった経験をしてきたので、正直 SLA の

お話を頂いた時はこの業務に対する自信があった。数学の理論的な部分は言葉の定義を確認し、議論

の中に現れる論理のステップを可能な限り細かくして、1 つ 1 つを明らかにしていけば誰にだって理

解できるはずだ。そのように考えていた。しかしいざ対応を始めてみると、1 つ 1 つをどれだけ細か

く説明してもどこか納得のいかない表情をし続ける学生に数多く出会った。自分の中で様々な不安が

生まれ始めた。学生の質問に答えていたつもりが自分の中で問題点はここだ、と勝手に解釈してしま

っていたのではないか？自分では細かく説明していたつもりでも気付かないうちに何かを当たり前の

ものとして扱ってしまっていたのではないか？そもそも「学生の質問に答えること＝問題を解決する

こと」なのだろうか？考えると可能性はいくらでも存在し、私は自分の対応の仕方について考えるよ

うになった。 

以来、本来の問題点はどこにあるのか、すなわち学生が理解できない理由がどこにあるのかを意識

して対応するようになったわけだが、今回 SLA を辞めるに当たり、このような年報執筆という機会

を頂いたので、その“理解できない理由”の 1 つに対する私なりの考えを、対応における反省を踏ま

えて述べたいと思う。 

 

2． 「数学的な議論に慣れていない」 

理由を探った際、上に書いたことが原因であると感じた事は少なくない。まず、数学的な議論とは

何か。言葉の意味を厳密に定め、ある仮定から論理のみによって結論を導く。数学の“学問”として

の特徴は大きく言えばこの 2 つに集約されると思う。正直これ程単純な構造をしている学問は他にな

いだろう。だからこそ、1 つ 1 つの論理を明らかにすれば誰にでも理解してもらえると思っていた。

しかし、まさにそれこそが自分でも気付かないうちに当たり前にしてしまっていたことなのである。

学問が「分析する対象」と「分析する方法」で特徴付けられるとするならば、学問を学ぶという事は

ある対象を分析する方法を身に着けるという事でもある。そして数学的な議論とはまさに数学におけ

る「分析する方法」なのであるから、1 年生という大学の数学を学び始めた段階でその議論の仕方に

慣れていないのは当然である。 

ただ、私が今回ここで主張したい事は、慣れていない学生も勿論いるだろうが、そもそも“数学で

はそのような考え方をする”という事を知らない学生もいるのではないか、という事だ。数学に限っ

た話ではないだろうが、高校の数学と大学の数学はギャップが激しいとよく言われる。それまでは計

算が主体で問題を解くといえば何かしらの答を出すことが数学であったのに、大学の数学は何かを示

すこと、すなわち証明することが主体になる。要は、数学を勉強する上で重きを置くポイントが少し



  

91 

 

変わる。また、考える対象も具体的なものから抽象的なものに変わっていく。つまり、今まで扱って

いた数やベクトルといったものは、これから扱う対象の具体例でしかない。しかし学生は講義を受け

る中で、その変化に自分自身で気が付かなければならない。学生が大学の数学で躓く理由はここにあ

るのではないか。そして“慣れていない”ならば「慣れるまで自分の手を動かして練習しましょう」

としか言いようがないように思うが、学生が“慣れていない”のではなく“知らない”のであれば、

まずはその先入観を捨ててもらわないといけないので私たち SLA がやるべきことも当然変わってく

る。学生の立場でも、SLA の立場でも、大切なのは「自分の中にある“当たり前”に気付き、その外

側の可能性に目を向ける事」なのではないか。 

 

3．終わりに 

私が、当然と思っていることに意識を向けなければならないと考えるようになったのは間違いなく

SLA を経験したからだ。SLA に所属していなければ同じ理学部でも化学科や生物学科、ましてや工

学部や文学部、教育学部の方々とこれ程までに密に関わる機会は訪れなかったと思う。様々な分野の

専門家がいるこの組織の中で、私はその方々との考え方の違いなどに触れる事によって自分の視野が

いかに狭いかに気付かされた。そしてそれは同時に、自分の周りには自分の見えていない世界が存在

しているという事実を実感するという事でもあった。 

見えないものに意識を向けることはとても難しいことであるが、SLA は未熟な私にそのきっかけを

与えてくれた組織である。学生に対しても SLA で勤める人たちに対しても、自分の知らなかった何

かを提供してくれる組織として、SLA というチームがこれからも発展していくことを心から願ってい

る。 
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４年間の活動の中で考えたこと 

 

理学研究科数学専攻 博士課程前期２年 

SLA 数学担当 金子理 

 

＜はじめに＞ 

SLA として活動を始めてから４年間になった。活動をする中で考えていたこと、こだわっていたこと

について述べていく。 

 

＜３年生前期＞ 

この頃は、SLA の活動というのは学生が話を理解し納得することが何より重要だと考えていた。その

ため、どんな質問であっても完璧に答えなければならないという考えだった。 

SLA になって最初の対応は線形代数で像と核、全射と単射の質問対応だった。具体例をたくさん出し

たり、図を書いたりして説明した。核の説明には苦労したが、時間をかけて自分なりに丁寧に解説し

た。 

期末試験の時期になると数理統計の質問を持ってくる学生がいた。当時はまだ浅はかな知識しかなか

ったため、決して容易な対応ではなかったが可能な限りすべての質問について丁寧に解説した。 

このように、当時は学生を納得させて疑問を解決することが何より大事だと考えていた。 

 

＜３年次の合宿＞ 

夏休みに SLA の研修合宿があった。周囲は初対面の先輩ばかりであると思ったため、この合宿に参加

することをためらっていた。しかし、通常の質問対応のシフトで関わらない先輩との交流があったため

に、この合宿が大きく自分に影響を及ぼすことになった。 

この合宿では自分とは違う価値観を持った人の話が聞けるというメリットがある。当時、質問に来る学

生が理解して納得することが第一だと考えていたが、理解させることではなく調べさせることも重要

だという価値観には影響を受けた。 

また、SLA には学問や後輩の学習指導に対して熱意に影響を受けた。合宿期間はほとんど徹夜になる

くらい SLA について話を続けるほどである。 

 

＜３年生後期、合宿を終えて＞ 

合宿以降は対応において、「調べさせること」を重視した。対応に入る前にどこまで自分で考えている

かを聞くように意識した。わからないことは自分で調べることが重要なので、こちらがあまり手をかけ

ない方がいいという考え方をするようになった。そのため、このころから対応時間が以前に比べて短く

なった。 

 

＜４年生前期、数学部会長になる＞ 

４年生の前期での１番の変化は数学部会の部会長になったことだ。これまでは、通常勤務において質問

対応の質を上げればよかったが、それからは、利用学生全体の質問傾向に目を向けることが求められ

た。また、部会全体を見渡して自分は何をしなければならないかを考えるようになった。実際、月に一
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度行われる定例部会ではメンバーの考えを聞きだして、まとめることに重点を置いた。その結果、まと

まりのある定例部会になったと思う。 

 

＜４年生後期、雑学ゼミの準備から完成まで＞ 

数学部会の同期で雑学ゼミをやろうという案が４年生の研修合宿の時から話題に上がっていた。そし

て、その年の後期からその準備が始まった。最初は“何を話したいのか”が定まっていなかったため、

準備に苦労した。話したいことありきで取り掛かったわけではなく、とにかく“実施すること”を目指

したため“何を話したいのか”を考えることに時間がかかった。準備に苦労はしたが、自分の専攻分野

は何が面白いのかを考えどのような言葉で話せばわかりやすいかを考えるよい機会になったと思う。 

そして今思うことは、プレゼンテーションは場数を踏みなれることが重要だということだ。雑学ゼミ当

日は決して流暢に話せたわけではない。しかし、結論がはっきりしており、論理のステップがシンプル

なものにできたと思う。そのようなプレゼンテーションも聞く人は印象に残る事が分かった。このよう

な発見は人前で話すことで得られるものなので、プレゼンは慣れが重要だと学んだ。 

 

＜修士、部会長を引き継いでから＞ 

雑学ゼミというイベントが終わり、部会長を引き継いでから利用学生の質問傾向に目を向けるような

マクロな視点を求められることが減った。そのため、個々の学生とのやり取りのようなミクロな視点が

重視されたと思う。利用学生が質問に来ることで、それぞれの学生にとって学びの場とするにはどうす

ればよいかを考えるようになった。この時期から、私の名前を覚えてくれている利用学生が増えた。ま

た私自身、通常シフトでの質問対応が楽しいと思えた。 

今年で夏の研修合宿は４回目を迎えるが、幸いにも私は４回とも参加することができた。修士２年次の

研修合宿は学部３年次の合宿の時以来、初のプレゼンテーションをしない合宿であった。あくまで個人

の意見ではあるが４年目の研修合宿が最も充実していたように思う。理由としては各部会の活動報告

が充実していたということが大きいと思う。「充実していた」とは具体的には２点を挙げる。１点目は

各部会の発表はそれぞれの個性が出ていたということである。例えば、数学部会であればスライドがシ

ンプルにまとまっており要点が見やすかった。２点目は他の部会の発表であっても通常の質問対応で

参考になることが多かったということである。英語部会の学生と接する際に気をつている事を発表し

ており、参考になった。また、化学部会では「化学数学」という分野を発表しており、数学部会の私に

は興味深いものだった。 

修士２年の後期になってからの変化はシフトのコマ数を減らした事が挙げられる。金曜日の２限と昼

休みにシフトに入った。質問件数は少なかったが、それぞれの質問の内容は時間がかかるものが多かっ

た。これは曜日の特色なのだろうと思う。また、ある利用学生の対応を任されたことも大きな変化であ

った。数学に苦手意識があり、少しでもわからないことがあるとパニックになる学生であった。決して

容易な対応ではなかったが、こちらが落ち着いて対応することで、その学生にとって適切な学習方針を

示すことができた。SLA としての経験値を積んだこと、個々の利用学生とのやり取りを重視したこと

による成果だったと思う。 

＜あとがき＞ 

以上、SLA での活動において考えたことやこだわったことを述べてきたが当初から比べ大きく変化し

ている。利用学生にとって良いことを探してきたが、それが人と話すことができなかった頃から特定の

学生の対応を任されるまでに自分を成長させた。SLA として４年間活動できて幸せだった。 
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年長者から見た SLA 

 

理学研究科数学専攻 博士課程前期２年 

SLA 数学担当 石井亮太 

１．はじめに 

 私は SLA の活動に３年半従事した。今年度で SLA は創立５年目を迎えたため、私のポジションはベ

テラン層にあたる。本稿では、年長者という立場として活動を行ってきた中で私の感じた課題と、私

が SLA に対して貢献できたことについて触れる。 

 

２．SLA 年長者としての窓口対応 

 SLA での窓口業務において、同種の質問が何度も来ることは少なくない。例えば、線型代数学での核

を求める問題、解析学でのε‐δ論法の問題は非常に質問の頻度が高い。窓口対応を繰り返し行う中

で、このような質問における学生のつまづき所に対する理解や、その解決策は自然と得ることができ

る。もちろんこの経験値は対応において重要である。しかし、年長者になるにつれて、私はこの経験

値の弊害を実感することが多くなった。実際、上で述べたような典型的質問に対してはルーティンワ

ークのように対応をこなしてしまうことが頻繁にある。これでは学生と近い距離で対応を行う SLA の

良さが損なわれてしまう。このような対応の仕方でも、表面的には学生の問題を解決させてあげるこ

とができ、学生は満足しているように見える。しかし、私が体験したいくつかの対応では、このよう

な経験値による反射的対応では満足して対応を終えることができない学生もいた。この問題点は、学

生の疑問をこちらが勝手に決め付け、典型的質問に対する対応策に持ち込んでいたことである。この

解決策として、コンサルティングへの意識が挙げられる。コンサルティングは夏の合宿でも話題とな

り、これは私の持つ問題点への解決策になると考えた。具体的には、対応最初の５分で学生のわから

なさをこちらが正しく理解し、その対応全体の流れを設計して学生に提示するものである。これによ

って学生への理解を深め、満足の行く対応につなげることができると考えた。後期セメスターではコ

ンサルティングを意識した対応を洗練させたかったが、対応件数の少なさからこの試みは十分に行え

なかった 

 

３．SLA 年長者としての部会活動 

 修士２年という年長者のポジションで部会に臨む際、私は自分の行動をより考えるべきであったと

思う。なぜならば、SLA は可能な限り学部生に動かしてもらいたいため、院生はできるだけサポートに

回るのが良いと考えているからである。しかし、実際には院生が主体の話し合いとなっていた。先輩

が持つ経験から後輩を引っ張ることはもちろん重要であるが、先輩主導による雰囲気のために後輩か

らの意見が得られなくなることは問題である。私がこの問題を意識し始めたのは活動の終わり際だっ

た。そのため、解決策を考え、それを試みることはできなかった。この問題は後輩１人１人のキャラ

クターによって大きく左右されるため、明確な解決策は無いように思う。この解決策を考える中で、

私は後輩のキャラクターを深く理解できていないことに気づいた。窓口対応の際には学生のキャラク

ターを掴むために努力するが、SLA に対しては同等の努力ができていなかったのである。このようなこ

とは部会に限ったことではないと思うので、これからの SLA には学生だけでなく、SLA への理解も深

めていって欲しいと思う。 
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４．私が SLA に対して貢献できたこと 

 SLA のメンバーは全員が学問に対して真摯に向き合っているため、メンバーとの交流は自分にとっ

て非常に良い刺激となる。また、学問以外においても先輩のカリスマ性やコミュニケーション能力、

後輩のまっすぐさなども自分に刺激をもたらすものであった。したがって、SLA 同士の交流はそれぞれ

にとってとても貴重な経験になると考えている。しかし、シフトや部会以外では他の SLA と顔を合わ

せることはほとんど無い。私は今年度が SLA 最後の１年ということもあり、SLA 内でのイベント企画

を積極的に行った。結果として、普段は接点の無い SLA 同士の交流に貢献することができ、SLA 全体を

盛り上げることにもつなげられたと感じている。また、SLA の業務とは異なる先輩の姿を見ることで、

私が自身の成長のために吸収したい所が見えたと実感している。このようなイベントは上で述べたよ

うな SLA 同士の理解を深める場となると考えているので、これからも続けて欲しいと思う。 
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とも育ちのなかで学んだこと 

 

理学研究科数学専攻 博士課程前期１年 

SLA 数学担当 小田部秀介 

  

 私は学部３年の後期に SLA の活動を始めました。一つ先輩の中村さんからの紹介という形で入れさ

せてもらいました。学部１年のときに私が自主ゼミを立ち上げる際、SLA に支援してもらったことが

あり、これが SLA の活動を知るきっかけとなりました。私は学部生のときから勉強が好きだったの

で、SLA に対しては好印象しかありませんでした。しかし、勉強は基本的に一人でするもの、と思っ

ていたので、あまり質問には行かず、自分で調べたり考えたりしていました。このときは自分が SLA

の一員になるとは全く思っていませんでした。 

 一員になってから始めの半年は、足立さんと学さんに言われて、月毎にシフトを動いて多くの先輩

方の対応を観察しよう、ということになりました。この時期に多くの方々の対応を見させていただい

たのですが、私の学習能力が低いためか、残念ながらあまり記憶に残っていません。ただ、最後に同

じシフトになった同じ数学部会の S 先輩（現在は先生をされています）と一緒に対応に入っていたこ

とは覚えています。S 先輩は、対応の際、とてもゆっくりとした口調で基本的な事柄から丁寧に説明さ

れていて、質問に来る学生への思いやりを感じました。また、経験の浅い私を頼ってあげるやさしさ

も持っていて、些細なことでしたが、この時期の私にとっては、自信につながるようなとてもうれし

いことでした。私も後輩の面倒をみることがあれば、このようにしようなどと、入ってから日の浅い

経験不足の私が、後輩教育について学んだのでした。ところで、初対応のときのことも思い出したの

ですが、物理部会の同学年の I 君のサポートの下、対応したのですが、I 君いわく、緊張のせいか、対

応中の私の手は震えていたのだそうです。 

 SLA に入ってしばらくは、部会活動に馴染めずにいました。自己主張の強い先輩方ばかりで、議論

に入り込む余地が見つかりませんでした。始めの１年ぐらいは恐らく部会の中で自分の意見を言った

ことがなかったのではないでしょうか。この時期の私の問題意識は、「定例会をサボるために必要十分

かつ社会的に通用する言い訳は何か？」というものでした。（これは難問で、今でも未解決です。）少

しずつ自分の意見が言えるようになってくると、今度は自分の考えと他の人の考えのギャップみたい

なものに悩み始めました。なんとか頑張ってひねり出した言葉が否定され、全体に影響を及ぼさない

ということがかなりストレスでした。しかし、部会活動は、「自分の中で考えることはあっても他の人

の意見を聞くことが無い」という類いのテーマばかり扱っているので、今思うと、とても学んだこと

が多いと思います。例えば、数学の学び方などについては、自分の中で考えて、ある程度自己流の解

答を持っているわけですが、他の人がどう考えているかを聞く機会は SLA を始める以前はあまりあり

ませんでした。定例会での議論の積み重ねのおかげで、考え方が大分、柔らかくなったと思います。

今でも融通がきかなかったり、間違った考え方をしたりすることがよくあるのですが、それでも以前

よりも、ある程度は客観視することができるようになったのではないかと思っています。他の人と自

分の考え方の違いを少し楽しめるようにもなりました。その後、部会以外の様々な活動なども通して、

いろんな人と出会って話を聞きたいという感情も（行動が伴わないことが私の悪いところですが、）芽

生えるようになりました。 

 普段の業務で、学生の対応をしていて感じることは、「多くの学生は質問下手」ということです。こ
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れは批判の言葉ではなく、実際仕方のないことだと今の私は思います。自分の専門外、興味外の科目

まで学ばなければならない状況の中で、単位を取るために理解しようとして、なんとか言葉をひねり

出しているため、下手な質問になってしまうのではないでしょうか。しかし、以前の自分はこのよう

に考えることができずに、学生に対して批判的に接している部分が少なからずあったと思います。あ

る対応のときの話ですが、ある一人の韓国からの留学生が数学の質問をしにやって来ました。その学

生の始めの質問は、レポート問題のある問を指差しながら「この問題がわからない」でした。それは

とても簡単な微積の計算問題でした。一言二言、私が解答の方針を話し、二分ぐらいで対応が終わり

ました。そして、いつも通り、カルテを書き、学さんに報告しました。学さんとのやり取りの中で私は

「何故こんな簡単な問題がわからないのか」ということ言い、その学生を批判しました。しかし、学

さんと話すなかで、その学生はその計算問題自体が分からないのではなく、日本語で書かれている問

題文の意味が分からなかったのだということに気づかされました。私はそんなことにも気がついてあ

げることができなかった自分が恥ずかしくなり、情けないと思いました。もし対応の際に、その学生

の本当の質問に気づくことができたら、もっと違う対応の仕方があっただろうと思うのです。この対

応から、１年か半年の間、勤務を続けましたが、学生の本当の質問をとらえられるようになったとい

う自信は未だにありません。 

 最後になってしまいましたが、SLA で出会った皆さんには本当に感謝したいです。特に、こんな自

分を雇って下さった足立さんや学さんには本当に感謝しています。何も恩返しすることもできずに、

卒業することになってしまい、申し訳ありませんでした。いつも変わらず笑顔でいて下さった真衣さ

んにもとても感謝しています。 
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おせっかいの塩加減 

 

文学研究科文化科学専攻 博士課程前期 2 年 

SLA 英語担当 房内まどか 

 

1. はじめに 

 SLA の存在をあえて言えば、「おせっかい」なものだと思う。もちろん良い意味でこの言葉を選んで

いる。理由はまず、義務教育ではない大学教育において学ぶかどうかは自分次第であるところを、組

織としてサポートするのが SLA であるからだ。また、教科だけでなく、「幅広く学びをサポート」と

打ち出しており、対応の時のコンサルティングだけでなく、雑学ゼミなども開いている点はおせっか

いと言える。さらに、「ともそだち」を掲げているように、利用学生の成長だけでなく、スタッフであ

る学生の人間的成長も意図している点で、かなり欲張りなおせっかいである。ただし当然、おせっか

いには塩加減が必要で、しかも SLA のおせっかいは少し特殊であると感じる。私自身は、この「おせ

っかい加減」というものをしばしば考える機会があったので、本稿では自分がどのようなおせっかい

を周りの人にし、どのようなおせっかいを受け取って成長したのかまとめてゆく。 

 

2-1. 英語部会 

 そもそも私が SLA に応募したきっかけは、人に何かを教えるのが好きだったからだ。ここで大学教

育にかかわれば、小学生から大学生の教育活動の経験があると語れるだろうという打算が当時の私に

はあった。実際には SLA 英語部会の活動は｢教える｣こととは多少違う性質を持ち、そう甘いものでは

ないことを後に痛感することになる。 

 1 年目の最初は、正直｢英語を話す機会さえ作れればいい｣と思っていた。だが、濱橋さんやサポート

室とやり取りする中で、自分とは異なる物の見方をしていると気付いた。つまり、利用学生が楽しく、

意義ある英会話ができるような「仕掛け作り」を考えることが必要だったのだ。それまでの塾講師や

教育実習の経験とは異なり、SLA ではいかに学生の裏手に回って英語を話しやすくするかという、「遠

回しなおせっかい」が必要だった。だんだんそのコツは掴んでいったが、1 年目は結局もやもやとした

気持ちで終わってしまった。なぜなら自分の英語力に自信がなかったからだ。もちろんそれを自覚し

ながら自己鍛錬を怠った自分のせいではあるが、私より他の SLA の方が学生の役に立てるだろうと考

えてしまった。今思えば、私が得意としていたのは場の雰囲気を作ったり、人と人の間を取り持った

りすることだというのをもっと早くから自覚していたら、やれたことは他にあった気がする。 

 2 年目の前期は「のぞき見プレス」という、学内への広報と実際にカフェで行われた英会話の記録を

兼ねたポスター作りをした。これは、もともと「書く」ことが好きだという私の性に合っていたので

とても楽しかった。取材のために各カフェを回ったり部会長を務めたりしたので、英語部会 SLA の間

をつないでいくような役割もできた。ただ、この時は SLA を大学内に広報するということの難しさを

感じた。前期は新規利用者があまり伸びなかったことから、広報としてどれほど役立ったかはわから

ない。一方、ポスターを読んだ人からは、学んだことの復習に役立ったという声も聞いた。確かに、英

会話は学んだことを形に残しづらい。今後は、利用学生が学んだ英単語を記録できるカードを作った

りと、目で見て成長が実感できるシステムを作ってもらいたいと思う。 

 2 年目の後期は SLA の人数がさらに増え、しかもみなアイデア豊富な人たちだったので、英語の触
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れあい方を学ぶことができた。前期からすごいと思っていたのは寺岡さんだった。英語力はもちろん、

視線をちゃんと学生に合わせながら臨機応変な対応ができるところを尊敬していた。実際、1 月に復

帰した時は SAP 参加予定の学生が大勢押し寄せていて、相手に応じて自分が何をすればよいかを、1

足先に考える癖がついた気がする。そして、様々な英語を聞く中で、相手の話を腹を据えて聞くこと

力も鍛えられた。 

 

2-2. てつがくカフェ 

 私がせんだいメディアテークで「てつがくカフェ＠せんだい」という市民活動をしていた縁で、SLA

で哲学対話を行うことを持ちこんだ。このような教科以外の活動こそ「おせっかい」だろう。しかし、

教科の勉強を楽しむための「学ぶ土台作り」のようなサポートこそ、実は大学教育にとって大事だと

思っていた。実際私は学部 1、2 年の頃は勉強をする目的を見失っていたりしたので、後輩たちにはそ

のような思いをする人が減ってほしいとも思っていた。1 年目に行ったテーマは「はたらくって何？」、

2 年目は「大学生を考える」というふうに、いずれも学部生がもやもやを抱えるところを設定した。だ

が、実際には参加者は少なく、対話内容は充実したが、学部生の役に立てなかったのではないかと落

ち込んだ。少しまじめに人と話す・議論する時間の需要は決して少なくないと私は思う。ただその欲

求がやり過ごそうと思えばやり過ごせる類のものだから、優先順位が下がってしまうのかもしれない。

おせっかいのしすぎなのかもしれない。しかし、目に見えないおせっかいへの要求を先回りしていく

ことも、SLA のような柔軟な立場では今後も続けてほしいと私は考える。 

 

3. まとめ 

 以上述べたように、私は SLA を通して「おせっかいの塩加減」を悩み、学んだ。単に教えるような

一方的なおせっかいではなく、相手が何を求めてこの場に来ているのか察知して、さりげなくおせっ

かいすること、つまり真剣に人と向き合い、自分は何ができるかを常にフル回転で考えることを鍛え

られた。もちろん、私はたくさんの「おせっかい」を受け取った。就活のときはサポート室や同期 SLA

に何度も助けられたし、他の SLA が自分の活動や研究に熱い姿勢で取り組んでいたことは、本当に刺

激になった。上手くいかなかったことはいくつかあるが、おせっかいも悪くない、と感じた 2 年間だ

った。サポート室の皆様と、SLA の先輩、後輩、同期へこの場を借りて感謝を伝えたい。 
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4 月  

1 日 英会話担当 SLA プレミーティング 

7 日 センター引継ぎミーティング 

9 日 新規 SLA 向け活動説明会・全体前期活動説明会実施 

14 日 窓口ＯＰＥＮ 

21 日 第 1 回センター定例ミーティング 

5 月  

12 日 第 2 回センター定例ミーティング 

20 日 第 1 回化学部会定例会、第 1 回物理部会Ａ班定例会、第 1 回数学部会定例会 

23 日 第 1 回物理部会Ｂ班定例会 

6 月  

6 日 第 1 回英語部会定例会 

7 日 萩友会プレミアム懇談会（自由見学）窓口開設 

9 日 第 3 回センター定例ミーティング 

24 日 第 2 回化学部会定例会、第 2 回物理部会Ａ班定例会 

27 日 第 2 回物理部会Ｂ班定例会 

30 日 第 2 回数学部会定例会 

7 月  

4 日 第 2 回英語部会定例会 

14 日 第 4 回センター定例ミーティング 

22 日 センター臨時ミーティング 

30・31 日 オープンキャンパス 

8 月  

1 日 東北大学附属図書館 ライティング支援の連携についての検討会 

4 日 窓口ＣＬＯＳＥ（最終日） 

6 日 第 3 回物理部会定例会、第 3 回数学部会定例会 

7 日 第 3 回化学部会定例会、第 3 回英語部会定例会 

9 月  

1 日 
高度教養教育・学生支援機構主催 PDP プログラム「アカデミック・ライティングを指

導する」セミナー（企画） 

11～13 日 SLA 研修合宿実施 

27・28 日 ◇福島大学 FD 合宿 講師（足立・鈴木） 

10 月  

2 日 後期セメスター活動説明会実施 

6 日 窓口ＯＰＥＮ／第 5 回センター定例ミーティング／工学教育院打ち合わせ 

18 日 平成２６年度東北地域大学教育推進連絡会議参加（足立、鈴木学） 

20 日 センター臨時ミーティング（勉強会） 

21 日 数物演習ＴＡ初派遣 

24 日 平成 26 年度秋田大学高大接続教育フォーラム参加（鈴木学） 

27 日 後期第 1 回（4 回）物理部会定例会 

28 日 後期第 1 回（4 回）数学部会定例会 

30 日 後期第 1 回（4 回）英語部会定例会、後期第 1 回（4 回）化学部会定例会 

11 月  

4 日 第 6 回センター定例ミーティング 

20 日 

学生相談・特別支援センター 支援学生に関する打ち合わせ 

学習支援企画「１トピックダイアログ～90 分の『考える対話』」 

後期第 2 回（5 回）物理部会定例会 

21 日 後期第 2 回（5 回）化学部会定例会 

25 日 後期第 2 回（5 回）数学部会定例会 

資料１ 2014 年度学習支援センター活動略歴 
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26 日 活動希望者向け説明会 

27 日 後期第 2 回（5 回）英語部会定例会 

28 日 活動希望者向け説明会 

12 月  

2 日 第 7 回センター定例ミーティング 

4 日 認証評価視察 

9 日 新規採用面接試験 

10 日 正午ＰＤ（高度教教育・学生支援機構主催）報告 

11 日 新規採用面接試験 

15 日 センター臨時ミーティング（10:45～12:00） 

16 日 
ピア・サポート科研訪問調査兼打ち合わせ（14:00～17:30） 

；小貫氏（大阪大学）、望月氏（お茶の水女子大学）、橋場氏（福岡大学） 

1 月  

6 日 第 8 回センター定例ミーティング 

13 日 学生相談・特別支援センター支 援学生に関する打ち合わせ 

20 日 新規採用面接試験 

2 月  

2 日 活動希望者向け説明会 

4・5 日 大阪大学、同志社大学訪問調査（鈴木のみ、6 日シンポジウム参加） 

9 日 
窓口ＣＬＯＳＥ（最終日）／活動希望者向け説明会／ライティング部会定例会／ 

SLA 個別ヒアリング開始 ＊1 人 30 分 

10 日 後期第 3 回（6 回）英語部会定例会、後期第 3 回（6 回）数学部会定例会 

12 日 
第 9 回センター定例ミーティング／活動希望者向け説明会 

後期第 3 回（6 回）物理部会 A 班定例会（13：00～14：30） 

13 日 
活動希望者向け説明会 

後期第 3 回（6 回）物理部会 B 班、後期第 3 回（6 回）化学部会定例会 

16 日 年度末活動報告会 

17 日 活動希望者向け説明会／新規採用面接試験 

23 日 来期活動予定授業 SLA 三者ミーティング（2 件） 

24 日 新規採用面接試験／来期活動予定授業 SLA 三者ミーティング 

26 日 北海道大学研修組ミーティング 

3 月  

2 日 新規採用面接試験 

4 日 活動希望者向け説明会 

6 日 ピア・サポート科研（代表：小貫氏〔大阪大学〕） 事例報告 

9-11 日 北海道大学アカデミック・サポートセンター 合同研修（SLA5 名参加） 

13-14 日 第 21 会大学教育研究フォーラム（於：京都大学） 口頭発表 

16 日 新規採用面接試験（3 名） 

17 日 新規採用面接試験 

18 日 新規採用面接試験（2 名） 

19 日 新規採用面接試験 

25 日 新規採用面接試験 

◇は対外的活動 

＜その他の動き＞ 

・学習支援センターWEB ページ改修（8 月～3 月） 

・『ともそだち本 2015』作成・発行（10 月～3 月） 

・年度末 SLA 個別ヒアリング（2 月～3 月） 
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①活動説明会 

 

 

 

 

資料２ 各種スライド資料   
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②－ⅰ 研修合宿；前期活動総括会 

■センター員による報告１ 
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■センター員による報告２ 
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■物理部会報告 
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■数学部会報告 
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■化学部会報告 
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化学部会利用者アナリシス⑤は 

特定授業の情報のため掲載を省略します 
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■英語部会報告 
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■ライティング部会報告 
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②－ⅱ 研修合宿；合宿初参加者向け研修会（一部） 
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②－ⅲ 研修合宿；研修会（一部） 
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②－ⅳ 研修合宿；ワークショップ（一部） 
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▲前期常設ポスター                              ▲前期英会話ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲前期ライティングプチセミナーポスター      ▲前期テスト期間中ポスター 

資料３ 各種ポスター 
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▲後期英会話ポスター              ▲後期イベントポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲後期シフト別企画ポスター①          ▲後期シフト別企画ポスター② 
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▲後期シフト別企画ポスター③          ▲後期シフト別企画ポスター④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲後期シフト別企画ポスター⑤          ▲後期シフト別企画ポスター⑥ 
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▲後期シフト別企画ポスター⑦       ▲後期シフト別企画ポスター⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲後期シフト別企画ポスター⑨          ▲後期常設ポスター 
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▲後期総合（教員配布用）ポスター      ▲後期臨時ＳＬＡ募集（ライティング）ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲後期次年度ＳＬＡ募集ポスター 
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編 集 後 記 

 

「教育から学習」へ、大学教育の転換が叫ばれて久しいですが、本学学習支援センターにおける活動

にも「学習者中心」の理念が強く反映されています。2014 年度も「『主体的な学び』を支援する」という

行動指針に基づいて、研究大学における学習支援のあり方を模索してまいりました。この表現は一見す

ると矛盾しているように思われますが、そんな違和感を払拭してくれる存在が SLA なのではないかと感

じています。 

単に「教える」のではなく、単に「解答する」のでもなく、SLA は教育と学習の狭間で「学習支援と

は何か」を日々模索し続けています。課外におけるドロップイン方式の学習支援では、SLA 側が事前に

質問内容を知ることができず、授業のように準備万端で対応に臨めるわけではありません。だからこそ

眼前の支援学生の特徴を捉え「個に応じた学習支援」を展開することが何より必要になってきます。ある

学生には効果的だった方法でも、状況の異なる学生には通用しないということも学習支援の現場ではし

ばしば起こり得ます。主体的に学んでもらうために「知識」を与えることが必要な時もあれば、一緒に悩

み考えることが大切な場合もあります。時にはじっと見守ることも必要です。このように、学生一人ひと

りの文脈に寄り添いながら、その「個人」にとって最善の学びのあり方を追求することこそが SLA によ

る「主体的な学びの支援」なのかもしれません。 

この「主体的な学びの支援」を言葉だけでおわらせず、より実質的に体現できるようになるためにも、

SLA ではこれからも自身の学習支援の「引き出し」を豊かにする活動を続けていきたいと思います。こ

うした SLA の成長は、本センターが提供する学習支援の質の向上を支えるものであることはもちろんの

こと、SLA として活動する学生自身にとっても、大学で経験する広い意味での学習の機会として意義深

いものです。センターでは、本センターを利用する学生、SLA として活動する学生、どちらの学びも支

えていきたいと考えています。本報告書ではそのような活動の一端に触れていただけたでしょうか？ま

だまだ未熟な実践ではございますが、毎年チャレンジを続けていきますので、皆様から多くのご意見賜

れれば幸甚でございます。今後ともご指導のほどよろしくお願いいいたします。 

（鈴木学、足立佳菜） 
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